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【巻頭言】 地域社会と大学ソフトボール

副会長 一 谷 宣 宏

社会の高度情報化と少子化・高齢化の進展により社会構造と生活様式が大き

く変わり、社会に大きな恩恵をもたらすと同時に、「生活習慣病」、「こころ

の病」に代表される現代病や高齢化をめぐる「生きがいの喪失」、学校におけ

る「いじめ」、乳幼児の「虐待」など現代社会でクローズアップされる問題は

ますます深刻化しています。

こうした現代社会において、スポーツは人間の身体・精神・社会的健康の保

持増進に欠かせないものであり、体を動かすという人間の本質的な欲求にこた

え、爽快感、達成感、他者との連帯感という心身の健全な発達を促し、活力あ

る社会形成に資するものであります。特に高齢化の急速な進展や、生活の利便

性の追求により体を動かす機会の減少が予想される21世紀の社会において、一

人一人がライフステージに応じたスポーツを楽しむことのできる豊かなスポー

ツライフを送ることは大きな意義があると考えます。

数あるスポーツの中で、ソフトボールは「競技スポーツ」と「健康スポー

ツ」の両面から人々に支持され、生涯楽しむことのできるスポーツの一つです。

そういう意味では、全日本大学ソフトボール連盟は歴史的には「競技ソフト

ボール」の進展と普及に寄与してきましたが、広く捉えると、生涯スポーツを

支える役割も同時に担っています。

そこで、21世紀を迎えるにあたり、文部省の保健体育審議会答申の中にもあ

る、大学施設を基盤とする学生と住民とからなる新しいタイプの「総合型スポ

ーツクラブ」構想の実現を大学ソフトボール界においても21世紀のビジョンの

一つにするべきであると考えます。

大学ソフトボールが地域に開かれ、子供から高齢者まで、初心者からトップ

レベルの競技者まで、地域の誰もが年齢や技能レベル、興味・関心など目的に

応じて生涯ソフトボールを楽しめるクラブ組織を大学と地域が一緒になって運

営し、地域交流、世代間交流を積極的に推進することは、学生と地域住民、住

民相互の新たなコミュニケーションと連携を促進し、現代社会が抱えている問

題を地域とともに克服し、さらには高等教育にも求められている学生のボラン

ティア活動や社会でのインターンシップの実践が大学ソフトボールを通じて実

現させることができると考えます。

確かに、生涯スポーツ社会の実現、地域におけるスポーツ環境の整備に大学

ソフトボールがどのように貢献していくかについては様々な問題がありますが、

大学連盟、各地区の連盟、大学のチームがそれぞれの運営において、「生涯ス

ポーツ」、「地域社会との連携」、「ボランティア」をキーワードにして、実

現できる方策を一つずつ積み重ねていけば、近い将来必ず目標に近づけると信

じています。
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【研究資料】ス ポ ー ツ 指 導 を 考 え る

～増淵まり子選手へのインタビューを通して～

久保田豊司（大阪国際女子大学）

森 田 啓 之（兵 庫 教 育 大 学）

はじめに

20世紀最後の祭典、シドニーオリンピック。その大きな舞台で女子ソフトボール日本代

表チームは見事銀メダルを獲得した。メダル獲得は代表選手全員の頑張りもさることなが

ら、準決勝、決勝に先発投手として出場した増淵まり子選手の好投抜きには考えられない

であろう。今回、代表選手の中に唯一大学生として選ばれた増淵選手と、短い時間ながら

対談する機会を得た。前回のウインドミル３号では、アトランタに続きシドニーでも活躍

した日本代表高山樹里選手のインタビューを通して、大学・短期大学の部活動の在り方に

ついて考えてみた。今回は、出来る限りインタビューの全てを紹介し、増淵選手が歩んで

きたソフトボール部活動を通して、「教える側」と「教わる側」、すなわち指導者と選手、

それぞれがもう一度自分自身を振り返り、スポーツ指導のあり方について考えてみたい。

対談の目的は、前回に続きソフトボールの普及・発展に寄与する内容の構築である。今

回は、オリンピックで登板した増淵選手の試合での心理状態、ピッチャーを始めた頃から

現在に至るまでの投球技術獲得のプロセスなど、指導者・選手が参考になると思われる点

を中心に幅広く意見を伺ってみた。

増淵選手とのインタビュー

――：シドニーオリンピックでは大活躍でしたね。コンディショニングの調整など大変な

苦労もあったと思いますが、まずはオリンピックの感想を聞かせて下さい。

増淵：オリンピック全体では、それほど印象に残っていません。ソフトボールの事しかな

いですけど、このチームでプレイできたことが凄く良かったです。チームワークが

ありました。

――：どういった所でチームワークの良さを感じたのですか？

増淵：本当に団結力があるというか、まとまったチームで自分の中では正直、本当に最高

でした。私が一番年下ですが、上の人にも気を使わずいい意味で充実していました。

――：チームの団結力は、たくさん行われた合宿の中から生まれたものだと思いますか？

増淵：はい、合宿を重ねる中でどんどんチームがまとまったと思います。

――：寝食を共にすると、いろんな形で話をする機会も多くなりお互いの理解を深めるこ

とができますね。

増淵：朝から晩まで、一緒に過ごすことでその人のすべてが見えてくるというか、監督か

らも「他人の事をよく知って自分の事を知ってもらえ」と合宿で言われてきました。

そういうことも全て出来たと思います。人の事を知ることも出来たし、自分の事も

知ってもらうことが出来て、それで凄くいいチームが出来たと思いました。
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――：お互いを知るのにいい合宿、いい遠征が行われたということですね。

増淵：はい、そうです。

――：オリンピックで戦ってきたチームの印象はどうでしたか？特に、決勝トーナメント

を中心に感想を聞かせて下さい。

増淵：やっぱり打席に立ったときの目の色が違います。普段、選手村で会った時の表情と

打席に立ったり守備についたりした時の表情が違いました。勝負に対する執念、そ

ういうものを強く感じやっぱり凄いと思いました。特に、投げていて打者が打席に

入り、投手に向かって構えた時に集中力の凄さを感じました。

――：これから世界に向かって日本の選手が戦っていくには、どのような部分を伸ばせば

良いと思いますか？ピッチャーに限ると、スピードなのか、コントロールなのか、

あるいは他のものなのか、実際、自分が投げてみて世界に勝つにはまずこれとこれ

は必要だと思うものは何ですか。

増淵：精神力ではないでしょうか。

――：「気持ち」が、一番重要だと言うことですね。

増淵：ソフトボールは10日間ぐらい試合が続くじゃないですか。その期間中ずっと持続で

きる集中力がとても大事だと思いました。技術面では偉そうには言えませが、今回

みたいにチームワーク・打力・守備力・投手力があり、ピッチャーが変化球とか緩

急を使いわけて投げれば世界で戦っていけると思います。

――：世界で戦っていくには、バッティングに関してはパワーが必要ですか？

増淵：パワーも必要だと思いますが、それだけでなく田本さんのバッティングを見ている

とタイミングも重要であると思います。

――：バッティングに関しては、まずはタイミングそのあとにパワーですね。

増淵：そうだと思います。タイミングを合わせないと、ボールに当たらないですから。

――：ピッチングについてですが、試合では主にインコースを攻めていましたね？

増淵：はい、攻めていました。とりあえず、打者に対しては強気で攻めていこうと思って

いました。強気で攻める気持ちが、結果的にインコース主体のピッチングになった

と思います。

――：強気で攻めるピッチングがインコースですか？

増淵：それもありますが、キャッチャーもインコースを要求していましたから。

――：キャッチャーとの阿吽の呼吸もあったのですね。これまでの国際試合で諸外国のデ

ータは持っていたのですか？

増淵：データは持っています。但し、データに全部頼るのではなく参考程度にしています。

――：打者に対して細かいところの攻め方はどうでしたか？

増淵：細かい点は実際に試合をやってみないと分からないので、その中でピッチングの組

み立てを考えていました。

――：話は変わりますが、増淵さんの小学校時代はどんなスポーツ、どんな遊びをしてい

たのですか？

増淵：小学４・５・６年とバレーボールをやっていました。また、遊びでは高い所から飛

び降りたりして、親にいつも心配をかけていました。

――：小学校低学年の頃はどうでしたか？
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増淵：男の子にまじって遊んでいました。サッカーはよくしましたね。

――：小学校時代はいろんな遊びをして、４年生あたりからバレーボールを始めたという

ことですが、ソフトボールはいつ頃から始めたのですか？

増淵：中学から始めました。最初はピッチャーには全然あこがれてなくて、ショートとか

野手をやりたくてソフトボールをしていました。中学２年生になると先生からピッ

チャーをやってみろと言われ試合で投げてみると、全然やったこともないのにある

程度投げることができ、先生に「球、速いな」と言われそれからピッチャーをやっ

ています。自分はやりたくないと言って、ずっと断っていました。

――：ピッチャーの人は、だいたい誰かに言われて始めていますね。最初から、ピッチャ

ーをしたいとは思わないのですかね。高山選手（豊田自動織機）も、大学卒業時に

そんなことを話していましたね。

増淵：自分は、野手がやりたかったです。

――：中学、高校といろんなことを教わったと思いますが、教えてもらったことで自分な

りに考える余裕とかありましたか？

増淵：全然ないです。本当に教わる事をひたすら一生懸命全部やる、教わったことを自分

の中で出来るようにっていう感じで練習をしていました。

――：例えば、いろんな技術練習をやられたでしょうが、どのような練習が自分の中で良

かったと思いますか？

増淵：中学時代はピッチング練習とかじゃなく、鉄棒を飛び越えないと試合に行けないと

か、変わったことばかりやっていた印象があります。

――：高校に入学してからはどうですか？

増淵：まず、岡部先生との出会いで、自分のピッチングが大きく変わったと思います。

――：どんな練習が印象に残っていますか？

増淵：基本練習です。とにかく、縦回転のストレートが投げられるように、ひたすら練習

していました。

――：縦回転のストレートの練習ばかりですか？

増淵：はい、それを徹底的に練習していました。それから、変化球の投げる練習です。

――：高校から大学に入学し考える余裕も出来たと思いますが、自分が経験している大学

ソフトボールの印象を聞かせて下さい？

増淵：大学でも指導者がいますが、自分自身に厳しくないと大学ではやっていけないと思

います。自分自身で考えてやればやっただけ結果が出てきますが、そうでないと答

えが出にくいと思います。自分自身で出来る人と出来ない人、その差が技術の伸び

率に影響しているのではないですか。

――：自分自身で出来る人と出来ない人ですか。

増淵：自分自身でやらなければいけないのが大学だと思います。

――：具体的に高校との違いはどこにありますか？

増淵：高校は自分でメニューを考えない先生の指示待ちで、大学（自分の場合）になって

くると自分でメニューを考えて自分自身でやる練習です。インターハイに出場する

ような高校でも、自分自身でやっていないように見えます。

――：自分自身で出来ないと大学もしくは実業団に行っても通用しないと思いますか？

７
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増淵：通用しないと思います。結局、自分の弱い所が見えてこないと、それを克服する練

習も出来ないですから。

――：自分には何が足りないのか。自分に必要なものを試行錯誤しながら探せるのが大学

の良さですね。

増淵：自分自身が本当にやらないと、自分の望む答えを得ることが出来ないと思います。

また、大学ではスポーツ分野の専門の先生がおり、栄養学とかトレーニングなどソ

フトボールに必要な知識がいつでも聞けるのがいいですね。

――：トレーニングの仕方や食事の仕方など、スポーツに必要な勉強ができるのも大学の

特徴ですね。

増淵：それぞれの分野における専門の先生が居られることが大きいですね。

――：ソフトボールの技術習得に関することですが、自分が上手になったと感じた時は？

増淵：正直言って、上手になったと感じたことはないですね。

――：以前より少し技術が伸びたと感じた時は？

増淵：練習していることが試合で通用した時です。

――：練習した成果が試合で出せた時ですね。

増淵：はいそうです。

――：速い球を投げるのに、自分の中で球が速くなる「コツ」といったものがありますか？

増淵：とにかく、もっともっと速くという気持ちで投げています｡

――：腕を早く回すことは意識しないですか？

増淵：腕を早く回すことも意識します。自分のフォームですが、最初は力を抜いて最後の

リリ－スで力が入るように意識しています。最初から力を入れると、スムーズに腕

が回らないですから。

――：ボールリリース時、ボールに対して指のかかりがありますよね。球種の違いで、指

のかけ方の意識も変わりますか？

増淵：指のかかり方は意識します。ライズだったら人指し指にかけるというか、はじく感

じですね。ストレートはかけるですね。

――：ライズ・ドロップ・チェンジアップなどの変化球は、試行錯誤しながら投げる練習

をして自分の形というのが出来たのですか？

増淵：人の助けもありますが、自分の納得したボールを投げることが出来るまで、そのタ

イミングを自分の体で覚えるまで投球練習します。よく、どの部分に当てるのです

か？と聞かれますが、自分自身の体が覚えていることなので、口では表現出来ない

のです。

――：当てるという意識はないのですね。

増淵：そうですね、体が自然に覚えている感じです。

――：体が覚えるまで大体どのぐらい投げますか？

増淵：多いときで2 0 0球以上投げます。

――：毎日ですか？

増淵：体が覚えるまで結構練習します。それ以外は、自分自身の中で今日はこれをやろう

とテーマを決めて考えながら練習しています。

――：ボールの握りは工夫していますか？

８
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増淵：握りは変えたりします。これは握りやすい、これは握りにくいがボールの回転はい

いとか工夫しながら投げています。

――：基本的なボールの握り方を教えてもらった後に、自分なりに工夫しているのですね。

増淵：自分に合ったのが一番投げやすいです。

――：アトランタの時に高山さん・藤本さん・持田さんに学連で報告会をしてもらったの

ですが、３人とも言ったことが「日本選手は試合の時疲れていた」と、試合前に朝

からガンガン練習をやっていて、あれでは日本選手は戦えなかったと強く言われて

いました。指導者が変わらなければいけない、すばらしいことを彼女らは言ってい

ました。増淵さんはどうでしたか？

増淵：ある程度任されて練習していたので、ベストな状態で試合に臨めました。

――：筋力トレーニングなどは、シーズン中でもやっていますか？

増淵：体幹のトレーニングは毎日しています。上肢・下肢については、休みを入れながら

交互にトレーニングをしています。

――：新聞などで試合では緊張しないと言っていますが、何故緊張しないのですか？

増淵：試合で投げることが出来るのは一人だけで、その一人が自分であれば緊張ではなく

喜びを感じて投げています。また、ピンチの場面では楽しんで投げています。ピン

チの場面で投げることが多かったので、ピンチの方が自分のピッチングが出来ます。

決して自分で見せ場は作っていません。

――：オリンピックでは、投げる際に宇津木監督からは何か言われていましたか？

増淵：「自分らしく投げろ」と言われていました。

――：最後に、ピッチャーを始めた人に速くボールを投げるポイントは？と聞かれたら、

どう答えますか。

増淵：基本ができるまでは、ひたすら投げます。中学時代は、学校で投げて家に帰っても

投げていました。投げるタイミングが合わずフォームがバラバラだとボールも散ら

ばり、ある程度フォームが固定しスムーズな動きが身に付くまでは繰り返し練習し

て下さいと答えます。

――：忙しい中、インタビューに答えて下さりありがとうございました。

増淵：ありがとうございました。

「教える側」と「教わる側」――運動技術獲得に焦点づけて――

今回のインタビューを通して、教える側と教わる側への示唆として以下のような見方が

できるのではないだろうか。

教える側は、その種目に十分な実技能力を持っているか、あるいは過去にかなりの専門

的なトレーニングをした経験のある人が一般的に多い。この中には、自分の経験だけに基

づいた指導が中心となり、その結果、部活動における勝利至上主義、バーンアウトやドロ

ップアウトなどの様々な問題を引き起こしている場合も少なからず存在する。いわゆる、

「名選手必ずしも名監督にあらず」といわれる所以でもある。指導者は、ただその運動が

上手に出来るというだけでなく、その運動の技術や指導方法について科学的に裏づけされ

た専門的な知識を豊富に持っていること、持とうと研鑚することが望まれるのである。そ

して、科学的な指導法とは別に、目標に向かって進む中、その過程で嬉しさや悔しさなど
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を選手と一緒に共感することも大切なことである。一方、教わる側は、練習さえ参加して

おけば何とかなるだろうと考えたりあるいは、レベルの高いプレーばかり追い求め、運動

技術獲得に必要である目の前の基本練習が、全く置き去りにされているのではないだろう

か。理想ばかり追い求めていても、基本が出来ていなければ、自分が目標とする高度な技

術を獲得することは出来ない。そうなると練習していても面白くなくなり、途中で諦めて

しまうのではないだろうか。高い山を登るには、一歩一歩着実にステップを踏んで前へ進

んでいくことが必要である。一流競技者といわれている人も、いきなり上手になったわけ

ではなく、一歩一歩「自分なりのプレー」を考えながら着実に前へ進んだ結果である。

このように、教える側と教わる側、大まかであるがひとつの見方を描き出してみた。こ

れからは、それぞれの立場・現状をどう認識するかにより、スポーツ指導の本来的あり方

（指導者としての、教わるものとしての）が見えてくるのではないだろうか。

※バーンアウト（燃え尽き症候群）、ドロップアウト（チームや競技自体からの離脱）

おわりに

増淵選手の競技力は、持って生まれた身体的資質だけでなく、向上心とたゆまぬ努力に

より築き上げられたものである。投球動作を獲得した中学時代、基本を繰り返し徹底的に

練習し競技力を高めた高校時代、そして自分なりに創意工夫しピッチングの完成度を高め

た大学での競技生活と、節目節目で指導者との出会いにより成長している増淵選手が感じ

られた。教える側と教わる側という車の両輪のように、一体となって前へ進むことが改め

て大切だと痛感した。
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【特別寄稿】 世界選手権準優勝に輝いて

宮平 永義（沖縄県立中部工業高校）

1992年、日体大３年の時、世界選手権大会に参加する機会をもらった。ソフトボールに

携わって十数年、、始めたのは兄の影響からという単純なきっかけからソフトボールの魅

力にはまっていった。決して上背のあるわけでもなく、飛び抜けた素質があったわけでも

ない。ただやるからには誰にも負けたくないという思いと、他の選手より絶対沢山練習し

ていたという結果が、このような機会を与えてくれたのだろうと思う。

さて、初めて参加した世界選手権（フィリピン・マニラ）、緊張した面持ちで臨んだ大

会であったが、世界との差、自らの実力のなさ未熟さを痛感させられた。そして、経験の

ない自分は試合に出場した回数も少なく、いろいろな面において屈辱を味わった。

1996年、再び大舞台に立つ機会をもらった。前回の屈辱を挽回するため、チーム一丸と

なり、その結果初の３位入賞を果たした。米国ミシガン州ミッドランド市での「エッサッ

サ」は今でも忘れられない。幾度も国内外で合宿を行い、総合力を高めた結果が世界の三

強（ニュージーランド・カナダ・アメリカ）の一角、アメリカを敗っての３位入賞であっ

た。しかし、これだけ練習・強化合宿をこなし、苦労を重ねて勝ち取ったにもかかわらず、

日本での情報・報道は皆無に等しかった。この年はオリンピックの年、正式種目になった

女子はともかく、話題はメジャーな種目に目が向けられていた。男子ソフトボールは厳し

い状況にあった。

20世紀最後の世界選手権大会（南アフリカ）、２年間に及ぶ選考会、若手とベテランと

の世代交代の中、どうにか出場することができた。年齢的にも最後の大会という気持ちだ

った。ソフトボールを始めて最初の目標は日本一、そして全日本選手、それらが達成され

た今、さらに世界の頂点へを掲げて臨んだ大会であった。

今大会は各国とも予選を経てきたこともあり、ハイレベルな大会であった。予想通り、

過去にも苦戦しているベネズエラに１対０と思わぬ敗戦を喫してしまった。しかし、スタ

ッフ・選手が気持ちを切り替えた結果、破竹の６連勝、予選最終戦では難敵カナダを１対

０で始めて全日本が敗った（この時点で予選は２位で通過）。この勢いに乗った全日本は、

決勝トーナメントＡパート１位のニュージーランドと対戦、幾度と対戦を重ねてきた相手

だけにやりにくいチーム、しかし波に乗っている全日本は１対０でこれを敗る快挙。続く

準決勝戦でもアメリカを２対０で敗り、世界の三強を全て敗る躍進で決勝進出を決めた。

決勝戦、やはり相手は敗者復活戦から勝ち上がってきたディフェンディングチャンピオ

ンのニュージーランドであった。全日本は予選・決勝ラウンドの勢いで先行するものの、

打力で優るニュージーランドは、ホームランを含め２対１と逆転、そのまま逃げ切られて

２連覇を達成されてしまうとともに、世界チャンピオンという大魚を逃してしまった。

しかし、全日本チームは史上初の準優勝という歴史的偉業を達成することができたと思

う。この８年間、３度の世界選手権大会に参加でき、最初は右も左も分からないまま過ぎ

去り、世界との差を見せつけられ屈辱を味わったこと、年を重ねて練習・試合をこなし、

追いつけ追い越せで我武者羅でやってきた８年間の想いが浮かぶと自然に涙が出てきた。
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今まで溜め込んできた苦しさと喜びの入り混んだ銀メダル、私にとってはソフトボール人

生の集大成、一番重みのある大切なものを手にすることができた。

ところがである。前回の大会でもそうだったが、今回の世界２位の報道は、一部の人た

ちにしか伝わらなかった。なぜだろうと疑問に思う。マイナーだから、オリンピックの種

目でないから取り上げてくれないのだろうか？ マイナーな競技はいくら努力、頑張って

成果を残してもこんなもんなのだろうか。同じ種目なのにこれだけの差がついてしまうと

やる気も失せるし、競技人口（人気）も減るのではないだろうか。私としては、どうか男

子にも目を向けて、早くオリンピック種目として取り上げてほしいものだと思う。これか

らの選手達に希望と夢のある舞台を作ってほしいと切に願います。

私はこれからも一選手・一指導者としてソフトボールに携わっていくつもりです。後輩

諸君の奮闘に期待します。私たちが取り逃がした大魚をぜひ日本に持ち帰ってください。

第10回世界男子ソフトボール選手権大会参加選手

背番号 守 備 氏 名 所 属 出身大学

２０ 投 手 西 村 信 紀 闘犬センター

２６ 投 手 宮 平 永 義 沖縄コザスポーツ 日本体育大学

２５ 投 手 大 木 彰 人 闘犬センター 中京大学

１１ 投 手 天 野 充 敏 ＵＳＣ浦安 京都産業大学

１６ 投 手 飯 田 邦 彦 日新製鋼 神戸学院大学

１４ 投 手 馬 場 智 久 ツヅキグラーバル 京都産業大学

２２ 捕 手 山 崎 泰 稔 闘犬センター

２ 捕 手 由 良 隆 年 ツヅキグローバル 京都産業大学

１０ 一塁手 岡 本 友 章 闘犬センター

６ 二塁手 荒 木 貴 則 日新製鋼

８ 三塁手 江 口 真 史 闘犬センター

４ 遊撃手 笹 岡 裕 之 闘犬センター 東海大学

２７ 遊撃手 小笠原 毅 トヨタ自動車

９ 外野手 梅 下 住 裕 闘犬センター 日本体育大学

３ 外野手 有 住 隆 山形県庁 日本体育大学

７ 外野手 井 上 聡 闘犬センター

１ 外野手 西 田 繁 幸 闘犬センター
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【試合結果】

予選リーグＢグループ

チーム名 日 本 ＡＵＳ カナダ オラン 台 湾 ベネズ ボツア ドミニ

○ ○ ○ ○ ● ○ ○
日 本 ＊

５－１ １－０ ６－２ ５－２ ０－１ ５－０ ６－２
● ○ ○ ○ ● ● ●

ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ ＊
１－５ ３－２ ９－２ ５－１ １－10 ０－３ ２－３
● ● ○ ○ ○ ○ ○

カ ナ ダ ＊
０－１ ２－３ 14－０ 10－０ ３－０ ４－１ ５－０
● ● ● ○ ● ● ●

オ ラ ン ダ ＊
２－９ ２－９ ０－14 ６－５ １－５ ０－１ ０－10
● ● ● ● ● ● ●

台 湾 ＊
０－５ １－５ ０－10 ５－６ ０－３ ０－２ ２－４
○ ○ ● ○ ○ ○ ○

ベネズエラ ＊
１－０ 10－１ ０－３ ５－１ ３－０ ３－０ ４－２
● ○ ● ○ ○ ● ●

ボ ツ ア ナ ＊
０－５ ３－０ １－４ １－０ ２－０ ０－３ ０－２
● ○ ● ○ ○ ● ○

ド ミ ニ カ ＊
２－６ ３－２ ０－５ 10－０ ４－２ ２－４ ２－０

決勝トーナメント

Ａ１位 ニュージーランド ０
イ ２

Ｂ２位 日 本 １
ハ １

Ｂ１位 ベ ネ ズ エ ラ ２
ロ ０

Ａ２位 ア メ リ カ ６

イ敗者 ニュージーランド 11
３

Ａ３位 チ ェ コ ４ ＮＺ
０

Ａ４位 ド ミ ニ カ ３
３

Ｂ３位 カ ナ ダ ７
２

Ｂ４位 南 ア フ リ カ ０
２ ２

ロ敗者 ベ ネ ズ エ ラ ０

ハ敗者 ア メ リ カ １

【編集部】

オリンピックイヤーの今年、何といっても全日本女子チームの銀メダルは球史に残る快

挙でした。しかし、その陰になってしまい、第10回世界選手権大会において史上初の準優

勝に輝いた男子チームの快挙がかすんでしまったのは誠に残念です。大会は７月７日から

15日まで、南アフリカのイーストロンﾄﾞン、バンカーズヒルソフトボール場で開催されま

した。参加した全日本チームの選手17名のうち、過半数の９名は学連のＯＢです。宮平先

輩は３大会連続、大木・梅下・有住各先輩は２大会連続の出場です。卒業後も各地で頑張

っている先輩各位に対し、敬意を込めてここにご紹介し、現役諸君の奮起を促します。

なお、この大会の団長を務められた艸田聰氏（愛知県ソフトボール協会理事長）によれ

ば、ドン・ポーター国際ソフトボール連盟会長に「男子ソフトボールをメジャースポーツ

に」と強く働きかけたところ、2008年のオリンピックが大阪か北京で開催されれば、「オ

リンピックの正式種目にしたい。」との回答を得られたそうです。
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【特別寄稿】 「指導」について考える

～競技生活を終えて～

岡 本 伊都子

略 歴 1972年１月１日生（28歳）

中 学 加茂町立泉川中学校卒業（京都府）

高 校 宇治高等学校卒業（京都府）

大 学 園田学園女子大学卒業（兵庫県）

実業団 (株)豊田自動織機製作所（愛知県）

全国の大学ソフトボール関係の皆様、初めまして。元・豊田自動織機製作所ソフトボー

ル部所属の岡本と申します。今回、競技生活を終えた者として後進のために何か書いてほ

しいというお話をいただきました。限られた私の経験の中ではありますが、これまで指導

を受けてきた立場から見た「指導のあり方」について考えてみたいと思います。その意味

で、主観の部分がかなりあることを始めにお断りしておきます。

１．「指導」の多様性と選手の個性

ソフトボールはかつてに比べて競技人口が多くなった現在、様々な指導の仕方が存在し

ていますが、率直に言いますと、一概に「この指導は…」とは言えないと考えています。

バッティング理論にしろ、チームによって指導の仕方が違います。私は、それでいいので

はないかと思っています。チームにはチームのやり方がありますから、自分に「合う・合

わない」は当然出てきますが、その中で選手が自分に合った理想のバッティングに近づけ

ていけばいいんじゃないでしょうか。まず、選手自身がその意識を持つことが大切です。

一方で指導的な立場で言えば、間違っていけないのは、指導者の無理強いだと思います。

指導者のエゴで潰れていく選手をこれまでにたくさん見てきました。先に述べましたが、

強い意志を持ち、自分でバッティングを研究するような選手であれば、指導者は黙って選

手を見ているのも指導の一つの手だてではないでしょうか？選手が今、何を求めているの

か、今どんなアドバイスがほしいのかを判断するのも指導者の大切な役目だと考えていま

す。バッティングは、本当に奥が深いものです。選手のセンス、パワー等をいろいろな角

度から見て、選手に合ったバッティングを指導していかなければなりません。

私も何度か、講習会に参加し指導をさせていただいたことがあります。その際、私は指

導を行う前に必ず、「これがすべてではありませんから」と前置きしてからスタートしま

す。なぜ、そのような表現をするのかと言うと、チームの監督さんのいうことも決して間

違ってはいないからです。最初にも述べましたが、チームにはチームとしてのビジョンや

構想があったうえで、個々の指導の仕方が位置づきます。したがって、私の指導の仕方は、

基本練習から入り、一人一人のスイングを見て一言、二言アドバイスを送るぐらいにして

います。教えすぎず、型にはめさせないように気を配っています。選手自身に考えさせ研
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究心を持たせることは、視野が広がり、ソフトボールの奥深さを知ることができ、面白み

が出てくるのではないでしょうか。

２．日本とアメリカの指導の違い、そして、これからの指導に期待すること

次に少し視点を変えて、日本とアメリカの指導のありよう（現状）について少し話をし

たいと思います。

豊田自動織機製作所には、アメリカ人が３人（コーチ１人、選手２人）います。出身が

全く異なる選手が同じチームでプレイしているという関係で、日本とアメリカの指導につ

いてよく話をします。３人は、「日本の監督は厳しいだけで、決して誉めない。アメリカ

の指導は期待するからすごく厳しいが、厳しいと誉めるのバランスがある。」と言います。

「日本の監督は誉めることができないのですか？」と聞かれることもありました。また、

日本の監督は怖いというイメージがあり、監督の顔を見て試合をしている選手が多いと感

じるそうです。このような感想は、３人が日本でプレーするようになっていろいろなチー

ムを見て感じたものであって、日本のやり方が悪くてアメリカのやり方はいいとか一概に

言えるものでもないとは思います。ただ、日本の指導の仕方には「押し付け」が入ってい

るように思える部分もあります。例えば、アメリカではバッティングで重視するポイント

は、強くスイングすること、つまり、パワーのあるスイングすることだけだといいます。

フォームがどんな形であれ、いいポイントでスイングすることだけを指導されるようです。

それに対して、日本の場合はどうでしょうか？この例など典型ですが、これまで多くの指

導者に関わって、あるいは見てきた選手の一人として指導者側に望むのは、個々の選手の

力を発揮できるような、個性を引きだすような指導をしてほしいということです。

３．まとめとして

選手はソフトボールする場所を求め、自分に合った環境、指導者を探し、期待してチー

ムに入ります。選手からみた良いチームとは、指導者と選手との意思疎通ができるチーム

です。最近は、自分の気持ちを出さない選手が多いようにも思いますが、選手の性格を見

抜き一対一で話せる環境作りをしていくことが必要と思います。幸いにも、ソフトボール

は、他の集団スポーツに比べて、「個人」の技能を上げる・技を磨くことが「チーム」と

してのパフォーマンスにかなり影響する種目です。つまり、試合をしているとき（ボール

を打つ時、受ける時、投げる時など）は、基本的にいつも一人でプレーをこなさないとい

けないわけです。その意味では、個人がまず先なんだと思います。したがって、練習の仕

方も個々に応じて、かなり工夫しやすいのではないでしょうか。一対一で話す場を増やす

ことその選手の考え方や求めるものが分かると同時に力の見極めもできますし、選手に監

督の考えも浸透していくんじゃないでしょうか。選手は、指導者の行動・言動をよく見聞

しており、指導者と選手の信頼関係がチームとしての成功に大きく関係するといっても過

言ではないでしょう。そのように個人（個性）を大切にするというプロセスを大切にした

指導がこれから広がることを期待しています。
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【提言】 みんなの役に立つ実践研究を進めるために

－何を書けばヒントになりやすいか（試案）－

森田啓之（兵庫教育大学）

１．はじめに

一昨年のウインドミル第２号で、松永尚久氏は〈総説〉『野球型スポーツに関する研究

の動向』の中で、「研究成果が指導現場で役立つ研究」が今後期待されると述べた。そし

て、「このような特徴を持った子にこんな指導をしたらこのように変わった」とか、「こ

のような欠点を持った子にこんな指導をしたらこうなりました」とか、「こういう時には、

こんな言葉を使うと分かりやすいらしい」といった例を挙げている。筆者も〈編集後記〉

において、「実践」を対象とする研究とは？ということが問い直されている現状から同感

の意を表明しつつ、そのうえで、今後このイメージをさらに具体化し、共有財産化してい

くための方法論について提案がなされるよう希望した。

ところで、「共有財産化」にはどのような条件が必要とされるだろうか。ここで、指導

の実際をイメージしてみよう。教える対象であるプレイヤーはそれぞれ違った個性を持っ

ている［個性的存在］にもかかわらず、一般には、練習効果を急ぐあまりに、個別性を軽

視して、どこかのテキストにあるものを一斉に「あてはめる」指導が多いのではないだろ

うか。俗っぽく表現すれば、これは「サルマネ」に等しいことにもなる。ソフトボールだ

けでなく、スポーツ指導全体における悪しき慣習かもしれない。なぜこうなってしまうの

かを考えてみると、勿論そのテキストを鵜呑みにする読み手の問題がまず指摘されるが、

それをヒントとして使うという発想を可能にする提示のされ方がなされていないという点

にも原因があると思われる。したがって、同じプレイヤーは存在しないことを了解した上

で、読み手がその実践をヒントにできるような「一定の視点を持った提示の仕方」が必要

になってくるのではないだろうか。

そこで、本稿では松永氏の提案を一歩でも進めて議論の突破口にするため、みんなの役

に立つ実践研究では、何について書けばヒントになりやすいかについての提示を試みたい。

２．ヒントになりやすい実践研究では何を書くべきか？

トレーニングは「体力的なものだけでなく、技術的なもの、戦術的なもの、メンタル的

なもの等を向上させようとする行為の総称」であり、指導・練習はトレーニングそのもの

になる。そうすると、指導者はトレーナーであると言い換えてもよいだろう。そして、指

導者である限りは、「プレイヤーをよくしたい」という思いを込めて、図１のような手順

で日々悪戦苦闘しているはずであろう。そうすると、手順の各段階で行う作業について互

いが報告し合えば、それを見た指導者たちはヒントにしやすくなるのではないだろうか。

以下、ヒントになりやすくするために、書くべきと考えられる事柄を順に示してみた。

（１）トレーニングは「個人」のものである

トレーニングをしていく場合には、注意すべき事項（トレーニングの原則）が存在する。

その中でも、複数のプレイヤーに同じトレーニングを課しても効果には個人差が出てくる
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点は重要である。というより、課しては
実 践

ならないといった方が妥当であろう。そ

れは「個別性の原理」と呼ばれるもので
反 省 プログラムの作成

ある。したがって、図１の手順を踏まえ
←日常の生活状態

て指導する場合には、すべての段階で個
具体的なメニュー

人に応じることが重要になってくる。簡
←日常の生活状態

易に表現すれば、練習というトレーニン
戦 術

グは、例え同じ練習を一斉にやるとして ↑
技 術 診断

も、個別であるということになってくる。 ↑
体 力

（２）トレーニングを構成している段階

を追って書く
プレイヤー＝要望

１）プレイヤーの要望を書く

トレーナーの実践は、プレイヤー個人 図１ トレーニングの構造

からの要望を聞くことから始まる。プレ

イヤーへ働き掛け（サポート）をする場合、そのプレイヤーが「どのようなプレイヤーに

なりたいのか」（『目標』）を把握することは不可欠なことである。その『目標』は個々人

によって異なるが、ソフトボールに限らず、プレイヤーとしての『目標』を生じさせる根

源的な思いは次の２つのタイプに分類されよう。一つは、「トップアスリートを目指す」

（以下「トップ型」と略す）、もう一つは「限られた期間でソフトボールを堪能したい」

（以下「堪能型」と略す）である。なお、これは「勝つため」「楽しむため」という一般

に理解される二分法と同様と捉えられるかもしれない。しかし、厳密には「トップ型」「堪

能型」のどちらであっても、ソフトボールが課題達成型のスポーツである以上、ゲームを

競う（勝とうとする）ことに変わりはないことを付け加えておきたい。

しかし、ソフトボールの根本的価値観であるこれらは、単純に二者択一で裁きうるもの

ではないのも事実である。むしろ、最高学府である「大学という教育機関」におけるクラ

ブということを考えれば、この多様性はむしろ尊重されなければならない。「トップ型」

は技術の進歩や目標的存在として底辺の拡大に大きな意味をなし、「堪能型」は学校や地

域社会における将来の指導者として、やがてはソフトボールの愛好者を増やすことにつな

がる。

このような目標を踏まえて、プレイヤー個人からは様々な課題（例えば、「長打を打て

るようになりたい」など。これを『当面の課題』と呼んでおく）が出される。トレーナー
注１）

はこれら目標と要望を明確にしなければ、その後の働き掛け（サポート）は適切でなくな

るであろう。すなわち、プレイヤーの『目標』と『当面の課題』が合ってるとかどうか（現

実的に可能なのかを含めて）についてトレーナーは判断をした後、以下に続く作業では目

標別に対応することになる。

２）プレイヤーの特性を書く

『目標』と『当面の課題』が対応すると判断できれば、トレーナーはプレイヤーの特性

を診断することになる。例えば、「長打が打てるようになりたい」という『当面の課題』

がプレイヤーから出されたとしよう。先の２つの目標のどちらの場合でも、「長打を打つ

には何が必要か」という観点でプレイヤーの診断が必要になるが、その診断は「体力→技
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注２）

術→戦術」について実施する。

「トップ型」の場合、体力診断では長打を打てる体力バランスの底上げのために、どの

部分をどの程度高めるかを明確にし、技術診断では培った体力を合理的に生かすフォーム

を習得するために、どこをどう修正するかを明確にし、戦術診断ではその修正されたフォ

ームですべての投球に対処するためにはどうすればよいかを明確にする。つまり、「トッ

プ型」の場合、一般に競技力の向上に上限がないとすれば、体力を基盤として３つのすべ

てについて不断のレベルアップを図る必要がある。なお、これに関わっては一般に多くの

指導書が手助けとはなる。

それに対して、「堪能型」の場合、トレーナーはプレイヤーの『目標』と『当面の課題』

を意識したうえで体力診断をし、プレイヤーのどの部分をどの程度高めなければならない

かを明確にしなければならない。この次からが「トップ型」と異なり、「堪能型」では体

力診断から得られたプレイヤーの特徴を「生かす」視点での技術診断から、どのようなフ

ォームで打てば適切かを明確にし、戦術診断ではそのフォームが生きる戦術を明確にする。

要するに、「堪能型」では、プレイヤーが持つ体力的特徴（長所）を生かすために必要な

ものを技術の側面と戦術の側面でそろえるという発想である。ここでは、これを敢えて「そ

の個人の特徴を伸ばす」と表現しておく。バッティングフォームを例にとると、一般に指

導書では、右打者なら左手中心で振ることとなっている。これは物理的原則からみて合理

的であるというのが大きな理由である。しかし、右手が強い（体力的特徴の）プレイヤー

が、中心より右方向への打球をイメージして右手中心で振って、特徴を最大限に生かそう

とするのも、「堪能する」ための一つの選択肢である。これが右手が強い場合に、右手中
注３）

心で振る「個人の特徴を伸ばす」やり方である。

３）具体的メニューとプログラムを書く

プレイヤーの特性の診断をして克服すべき事柄が明らかになってくれば、それを具体的

メニューやプログラムに反映させる段階へと移る。ここでは、その人の日常の生活状態（運

動量や栄養や休養など）が踏まえられなければならない。ただ、トレーニングプログラム

を編成、実行するうえで最も大切な上記２）の段階が適切になされていれば、それに応じ

て既存の具体的メニューを使用したり組み合わせたりするだけで、極論すれば大きな問題

はない段階である。先の診断に応じて、それらを使えばよいのである。こうして、最終的

にプログラムは実行され、当初の要望に応え得たかどうかから反省的思考がなされる。ま

さにトレーニングはこの繰り返しなのである。

最後に、敢えて注意しなければならない点があるとすれば、「個別性」を忘れてはなら

ないことである。指導書に則ってトレーニング（練習）しても、効果に個人差が出現する

こと、トレーニングの宿命としてプログラムは個別であるべきことを先に指摘した。しか

し、現実を見渡すと、効率化の下で、一斉で統一のプログラムが多いように感じる（私を

含めて）。これは、指導者の思いが最優先されている証でもあろうが、改善する必要があ

るだろう。

また、「トップ型」「堪能型」のどちらであっても「体力→技術→戦術」の各々におけ

るトレーニングが必要であることには変わりはないため、現象を見ればトレーニングする

事柄は同じに見える場合も存在するだろう。しかし、両者の違いを極論すると、「トップ

型」は「テキストに則った技術の習得」のためのプログラム編成、「堪能型」の場合は「そ
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の個人の特徴を伸ばす」ためのプログラム編成ということになり、両者は明らかに異なっ

た考え方に依拠したトレーニングなのである。この２つを区別せずにプレイヤーに働き掛

けをしてきたことが、これまで指摘されているような多くの問題（例えば、燃え尽き症候

群やドロップアウト現象）を引き起こすことにもつながっているのではないだろうか。

３．おわりに

ここまで、実践現場の指導にとってヒントになりやすくするために、書くべき事柄につ

いて述べてきた。要点を再度まとめれば、第一にそのプレイヤーがどのような要望を持っ

ているのか、第二にそのプレイヤーはどのような特性を持っているのかを明確に示してお

くことが必要である。従来はこの部分が不透明あるいは曖昧であったため、読み手は具体

的プログラムをそのまま適用せざるを得なかったのではないだろうか。したがって、この

第一、第二の点を記したうえで、「このような具体的メニューやプログラムを作成し、こ

う改善された」と報告することが不可欠である。この条件が報告に示されていれば、読み

手である指導者は「うちのチームのあのプレイヤーに対応するかな？」というように、研

究報告の内容を絞り込んで理解することができ、まさに自らの指導実践のヒントになりや

すくなるのではないかと考える。

ところで、ソフトボールは先のシドニーオリンピック女子チームの大活躍によって、一

躍脚光を浴びたが、これを一過性のものとすることなく、ソフトボールを普及・発展させ

ていくためにどうすればよいかを考える必要がある。競技力［日本としての］の向上と同

時に、ソフトボール人口の拡大にも積極的に取り組まねばならない。なぜなら、両者はあ

る程度関連しているからである。例えば、高校まで一生懸命やってきたプレイヤーから「大

学では、もうソフトボールはいいです」というような話が聞かれる。全くの私見であるが、

本稿で話してきた捉えが指導者になかったためでは？というような気もする。本稿は、実

践研究のあり方についての提言であるが、このような考え方に基づく指導を積み重ねてい

けば、ソフトボールの更なる普及・発展につながるのではないだろうか。

注

（注１）ちなみに、プレイヤーの要望をはっきりさせる場合、現実には２種のケース

があろう。一つはプレイヤー自らが要望を持っている場合である。二つ目は、プレイ

ヤーと指導者が相談して決める場合である。

（注２）「戦術」とはここでいう例で説明すれば、「ゲーム中にそのプレイヤーがど

んなバッティングをしているか（配球をどう読み、どのコースを打っているか）」で

ある。

（注３）これに関してよく見られる例として、左打者に変える場合や、左手中心で振

るフォームに改善する場合があるが、左打者になり得るまで、あるいは改善できるま

でにかなりの期間を要することになり、限られた期間で「ソフトボールを堪能したい

」「長打を打てるようになりたい」を実現するにはかなり無理があるだろう。
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【問題提起】 大学ソフトボール男子選手の試合姿勢

紅 林 和 博（愛知大学）

１．はじめに

今回の問題提起のきっかけとなったのは、第35回全日本大学選手権大会（香川：丸亀）の

２回戦にて発生した出来事によるものである。ただし、この出来事はほんの一例であり、以

前にも同様な出来事は発生しており、今回に限ったことではないことをご承知いただきたい

と考える。もちろんこの試合の中だけでもこの出来事に類するようなことは発生した。（編

集部註：該当大学名および該当選手名については、彼らに対する筆者のもつ愛情からあえて

実名で報告させれたが、ここでは仮名とする。）

２．発生事例

インカレ第２日目、Ａ大対Ｂ大（２回戦）のゲームが11時23分に開始された。４－１とリ

ードしたＢ大学に対し、３点をとって追いついたＡ大学５回表の攻撃終了時にその出来事は

発生した。２塁ランナーのＡ大のａ選手と打者の放ったショートゴロを処理したＢ大のｂ選

手が攻守交代ですれ違った際にｂ選手のグラブがａ選手に偶然に接触した。その際の会話は

以下の通り。（内容は試合終了後に筆者がｂ選手から聞き取りしたもの）

ａ選手：「グラブが当たっただろ。あやまらんか。」かなり強い口調。

ｂ選手：「あっ、すいません。」ややムッとした言い方。

ａ選手：「なにっ」

当大学の選手がベンチに戻ってくるのを待っていたＢ大監督の目に選手の最後尾に歩いて

近づいてくるａ選手の姿が見えた。彼は円陣を組んだ当大学の中に割って入ろうとしてきた。

監督はとっさに『なにかおかしい』と感じてｂ選手に近づいた。それとほぼ同時にａ選手は

ｂ選手の左足めがけて砂を蹴り上げた。（監督の目には左足に接触したように見えたがｂ選

手本人に確認したところ「接触はしていない」とのこと。）その際の会話が以下の通り。

ａ選手：「おまえ、いい加減にしとけよ。」（但し、はっきり聞きとれなかった）

Ｂ大監督：「こら、学生だろ。やめろ。」やや強い口調でａ選手に言った。

ａ選手：「うるせぇ。バカ」監督に対してａ選手は言い放った。

以上が発生事例である。

さらに上記状況に２点付け加える必要がある。

１点目が審判の問題。その際に審判からは警告はもちろん指示は全くなかった。もしサッ

カーであれば即刻退場もある状況であると考えられる。野球同様ソフトボールもやや審判の

立場が弱いように思われる。（ここでは審判の権威について論じるつもりはない。）

２点目はＢ大監督がＡ大監督と話し合った内容である。試合終了後にＢ大監督がＡ大監督

に今回の件について聞いたところ以下のような内容であったそうである。

Ａ大監督：「あの件に関しましては私もｂ選手に問いただした。その際にｂ選手からは、ａ

選手にスパイクされた。それであのような行動に出た、と聞いている。そういう意味ではお

互いさまの部分があるのでは。ただし、わたしもそのような行動をとらないようにと常々注

意をしているのですが…」
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試合終了後、筆者がｂ選手から聞いた話からするとａ選手は自らの監督に対しても嘘を言

っていることになる。相手の監督に対し侮辱的な言葉を発し、自らの監督に対しても偽りを

図るとは…。

３．大学男子ソフトボールの現状

ここでいう現状とは競技姿勢の問題のみとする。

筆者が大学男子ソフトボールに関わってきた約12年（選手：４年・監督：８年）で前述し

た出来事はまさに日常的に発生している。しかもいわゆる“伝統のある、強い”大学ほどそ

の出来事を発生させているということは重要である。大学選手権においてベスト８以上の成

績を残す力のある大学はほとんどすべてといっても過言ではない。（もちろん当大学におい

ても例外ではない。）この出来事が引き起こすマイナス要因は果てしなく大きいものと思わ

れる。選手同士のフェアプレー精神の阻害により実力が発揮されないゲーム。ルールどころ

か常識を疑うような言動が飛び交う見苦しいゲーム。どれもスポーツでしか味わえないある

種の公平感がそこには全く存在しない。スポーツのどこが教育なのか。そしてもうひとつ、

観戦していただいている方々に極めてはずかしい。

今、大学男子ソフトボール界、いや男子ソフトボール界は非常に厳しい状況にあると言わ

ねばならない。このままではオリンピック競技としてますます注目度の高まっていく女子ソ

フトボール界に比べ、マイナースポーツの道を一途に進むしかないのかもしれない。特にこ

の数年の大学男子ソフトボール部員の減少がそれを顕著に物語っている。

４．大学男子ソフトボールの発展を願って

大学も生き残りをかけ、特にこの10年間ほどの間に推薦入学制度が広がってきたように思

われる。スポーツ推薦制度を利用し、大学男子も高校のソフトボール経験者がかなり増加し

てきた。大学選手権大会が高校の同窓会のような雰囲気さえ感じられることがある。ソフト

ボール界にとってもソフトボールを長く続けてもらえることは非常にうれしく、またレベル

のあがることも大変喜ばしいことだ。但し、高校時代のソフトボール未経験者が経験者より

ひどく野次られるのを見るにつけ、「井の中の蛙」的な雰囲気を感じるのは筆者だけだろう

か。自分の高校が一番。自分の大学が一番。自分が一番。こんな考えが今回発生した出来事

を引き起こすきっかけになったのかもしれない。指導者や運営側はもっと大学男子ソフトボ

ールが世の中に認められ、もっと広く人材が集まるように何か行動を起こさなければならな

いのかもしれません。（もっと端的にいえば『高校の延長で大学でソフトボールをやる』と

いうような雰囲気を打破しなければならない。）

世の中の情勢を見るに企業スポーツは極めて厳しい状況にある。日本リーグで優勝を争う

チームがいきなり廃部になったことも近年まれではない。これからの男子ソフトボールを率

いていく役割を担うのは大学なのかもしれない。そのためには今回発生したつまらない出来

事は一刻も早く根絶し、「井の中の蛙」を脱しなければならない。

少子化・高齢化が進む21世紀。スポーツも選択される時代に突入している。競技スポーツ

として男子ソフトボールが生き残っていくためには、今対応策について考え、それらを即実

行しなくてはならない時期に来ていると考えられる。
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【事例報告】 年 間 練 習 計 画

～神戸親和女子大学ソフトボール部～

島田佳代子（神戸親和女子大学専攻科）

但 尾 哲 哉（神戸親和女子大学）

ソフトボールの指導に当たり、ソフトボールに適応した身体作りに重点を置き５年間指

導をしてきた。指導当初は①技術面 ②体力面 ③精神面 の順に重きを置き練習をして

きたが、上位チームと対戦する度に自チームに欠けているものが技術面以外のものと感じ

始めた。そこで、年間計画を綿密に立てることにより体力面を中心に、精神面・技術面の

バランスのとれた練習を心掛けた。

計画を立てるにあたり、１年間を前半（春季リーグ、大学選手権等）と後半（秋季リー

グ、新人戦）の２周期に区分し計画を立てた。

「完全休息期」12月20日～１月８日

大学も冬期休みで選手は授業も練習も休みなので完全休息期と位置づけ

た。

「準備期Ⅰ」 １月９日～２月14日

一般的体力トレーニング

一般的な体力作りを個人に合ったトレーニング方法とトレーニング負荷

を得るため、フィットネスクラブで週３回のウェートトレーニングと大

学で週３回の持久性トレーニングを行った。

「鍛錬期Ⅰ」 ２月15日～３月20日

専門的体力トレーニングと基本的技術練習

ソフトボールの専門的な動きにあったS Q Aトレーニングを中心に行い、

ウェートトレーニングも１日おきに行った。技術練習では、投げる、捕

る、打つ、走るの基本と、内野・外野の中継プレー、内野間の連携プレ

ーまで行った。

「仕上げ期Ⅰ」３月21日～４月24日

専門的体力トレーニングと実戦練習

S Q Aトレーニングとウェートトレーニングを合わせて、週３回のトレー

ニングを継続して行った。技術練習では、実業団４チーム、大学９チー

ム、高校４チームと練習ゲームを行いフォーメーションの見直し、攻撃

の得点パターンの確認、修正を行った。

「試合期Ⅰ」 ４月25日～５月９日
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関西大学ソフトボール春季リーグ

全日本総合予選

「休息期」 ５月10日～５月15日

１月より週１回の休みのため、ここで１週間の休みを取ることによって

心身のリフレッシュを計った。選手たちは授業は通常通りなので休息期

と位置づけた

「準備期Ⅱ」 ５月16日～６月19日

一般的体力トレーニングと基本的技術練習

週３回のウェートトレーニングと、投げる、捕る、打つの基本的練習但

し、この時期高校チームからの練習ゲームの申し入れが多く週末は高校

生とのゲーム。（新人を中心に）

「鍛錬期Ⅱ」 ６月20日～７月16日

専門的体力トレーニングと実戦練習

S Q Aトレーニングをウォーミングアップに多く取り入れた。

技術練習は、７月10・11日の宇和島オープンをはじめ、ゲーム感を損な

わないため、努めて多くのゲームを行った。実業団２チーム、大学４チ

ーム、クラブチーム１チーム。

「仕上げ期Ⅱ」７月17日～７月29日

専門的体力トレーニングと基本的技術練習

最も暑い時であることを考慮し、ウォーミングアップを短めに設定し、

S Q Aを中心にアップを行った。技術もここでもう一度基本の見直しを心

掛け行った。

「試合期Ⅱ」 ７月30日～８月15日

西日本インカレ

全日本インカレ

日米交流戦

「完全休息期」８月16日～８月22日

前回同様授業も練習もないため完全休息期とした。

「鍛錬期Ⅲ」 ８月23日～９月18日

専門的トレーニングと実戦練習

前半はショートダッシュを多く取り入れた走り込みと週３回のウェート

トレーニングを行った。後半でＳＡＱのトレーニングを中心に行った。

また、継続しウェートトレーニングを週３回行った。
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技術練習は試合期まで、さほど時間が無いためすぐに実戦に入った。

練習ゲームは、実業団２チーム、大学２チームと行った。

「仕上げ期Ⅲ」９月19日～９月25日

専門的トレーニングと実戦練習

鍛錬期での練習ゲーム数が少なかったので、ここでも練習ゲームを少し

多めに行い修正を計った。

「試合期Ⅲ」 ９月26日～11月３日

関西大学ソフトボール秋季リーグ

関西大学ソフトボール新人戦

「移行期」 11月４日～12月20日

一般的体力トレーニングと基本的技術練習

有酸素運動、ストレッチ、スポーツマッサージを多く取り入れ身体の積

極的リフレッシュを図る。また、怪我等の選手はスポーツ整形外科医に

かかり治療にあたった。技術練習においては、ひとつ、ひとつの動作を

頭でも理解し動けるよう時間をかけた。また、フォームの改善もこの時

期に行った。後半は、体力トレーニングと精神面のリフレッシュも兼ね

サッカー、バスケット、バドミントン等の他の種目も多く行った。

１月９日～８月15日までの前半では試合期を２回持ち、８月23日～12月20日の後半では

移行期を長く持つのが特徴である。前半では、水泳実習、教育実習、就職活動等の大学行

事もあり個人のコンディション、チームのコンディション双方を整えるのが難しく、後半

の移行期では次年度の計画を立て、それにある程度沿った練習を行う必要がある。また、

クラブとして新一回生迎える準備もこの時期に考えておく必要がある。

この様に一年を計画し練習を行ってきたが、特にトレーニングにおいては何より大切な

のは根気よく継続することである。トレーニングをいかに選手に興味を持たせ継続しても

らうかである。雨の日にウェートトレーニング、補強トレーニングをするのではなく、計

画的に年間を通し行う必要がある。今回は、あまり触れなかったが、フィットネス（特に

瞬発力）のコントロールテストも定期的に行う必要がある。その結果が選手のトレーニン

グを行う動機づけにもなり、トレーニングメニュー負荷の見直しの材料となる。

すでに皆さんのチームでは、実行されている内容であると思いますが、神戸親和女子大

学の年間練習計画の基本線を紹介いたしました。細かいトレーニング内容につきましたは

省略させて頂きました。この結果を数量的に紹介できませんが、戦績として本学では初め

て西日本大学選手権で３位の成績を残すことができました。さらに、トレーニング効果と

して年間通して怪我が非常に少なくなったことは、ここで特筆できる点であると思います。

皆さんの今後のソフトボール活動の何らかのお役に立てて頂ければとご紹介申しあげま

した。（編集部註：神戸親和女子大学は、今年度のインカレでも３位になりました。）
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【研究紹介】最近の研究報告から指導に役立つこと（１）

末 井 健 作（姫路工業大学環境人間学部）

20世紀最後のシドニーオリンピックは、グリーンオリンピックあるいはエコオリンピッ

クといわれ、スポーツと環境との関連を強く打ち出した大会であり、また、民族の独立と

協調・連帯を、そして、各々の競技におけるパフォーマンスに多くの人々が感動を憶えた

記念すべき大会でもありました。各競技の競技力を高まることができた要因は、スポーツ
３）

科学の発展によるところが大きいものと考えられます。小林らは、スポーツパフォーマン

スの向上を導いた要因として、筋力・筋パワートレーニング法、持久力トレーニング法、

技術トレーニング法及びコンディショニング法の開発・改善が大きく寄与していることを

示唆しています。さらに、21世紀に向けてスポーツ科学の進歩は著しいものがあると予測

されます。今後、コーチは、それらの研究成果を指導にどう活かすかを考えなければなら

ないし、研究者は独自の研究を進めることも重要ですが、現場において指導に役立ちやす

い研究も求められていると思います。その為には、コーチと研究者との連携を如何に図る

か、といった古くて新しい課題に大学連盟としても取り組んで行きたいと考えています。

今後、さらにこの機関誌を通じてコーチの皆さんとの意見交換の場になればと、心密かに

期待をしています。

そこで、最近の研究報告からソフトボール競技の指導に役立つと思われるトピックスを

紹介してみたいと思います。テーマは、陸上競技における短距離選手の走法の指導に関す

る研究から、

速く走るには？
１）２）

伊藤らによれば、従来日本においては、ももを高くあげることが疾走速度を高めると考

えられてきたため、日本のどこでも「もも上げ」をやる短距離選手を見かけたほど、一般

的に指導の中心はキック動作よりキック終了後の脚をいかに運ぶかにあったといわれてい

ます。しかし、世界の一流選手から日本人の大学生までの短距離選手や小学生の疾走動作

を分析した結果、短距離選手において疾走速度ともも上げの高さとは有意な相関関係が認

められず、しかも小学生の

ももの高さは短距離選手と

ほとんど変わらなかったこ

とを図１は示しています。

そして、疾走速度と有意

な相関関係が見られたのは

キック動作に関するもので

ありました。足関節の動き

と走速度の関係から、スタ

ートダッシュから最高疾走

速度までの走速度の増加に 図１ 最高疾走速度ともも上げ高の関係
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対して、接地期の足関節の最大伸展速度はスタート後３歩目まで増加しましたが、それ以

降は増加せずほぼ一定の値を示したということです。また、足関節の最大伸展速度は、疾

走速度の高い選手ほど低かったそうです。また、男子、女子選手の接地期後半における下

肢動作の特徴をモデル的に示し（図２）、下腿角度に男女の違いは認められるが、両選手

の離地時の大腿角度はほぼ同じであっ

たことを明らかにしている。つまり、

短距離走において高いパフォーマンス

を得るには、足関節が接地衝撃によっ

て屈曲しない(”つぶれない”)ように

トレーニングする必要があるが、自ら

積極的に足関節を伸展するようなキッ

ク動作、接地期後半のいわゆる「足首

をかえす」ようなスナップは、身体重

心の上下動を生じさせる原因となり、

好ましくないとされました。

以上の研究報告から、ソフトボール 図２ 接地期後半のキック動作モデル

選手の走法を考える時、走塁において

は、短距離選手のスタートダッシュから中間疾走に移るあたりの動作が参考となり、もも

を高く上げ、膝関節及び足関節を伸展するような動作ではなく、スタートダッシュ時にお

ける低いスタンディング姿勢から勢い良く飛び出して膝に余裕をもたせ、自ら積極的に足

関節を伸展させないキック動作が求められるといえます。しかし、一塁ベース以外の塁及

び塁間では、そのスピードを活かして種々のスライディングをしなければならないことも

あるので、応用練習として疾走中でのストップ動作や効率の良いキック動作からのスライ

ディングをどのように行えばよいのでしょうか。この点から、コーチの皆さんは、どんな

練習プロラムをお考えになるでしょうか。ご示唆いただければ幸いです。
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【報告】 平成12年度の事業報告と今後の課題

理事長 末 井 健 作

平成12年度本連盟の事業は、８月の文部大臣杯第35回全日本大学ソフトボール選手権大

会（香川県丸亀市）および第６回全日本女子短期大学ソフトボール大会（東京都日野市・

明星大学）、11月の第27回東西対抗（兵庫県西宮市）と関係各位のご協力をいただき成功

裡に終へることができました。大会運営に携わっていただいた関係者の皆様に厚く御礼申

し上げます。後援いたしました東日本・西日本の両大学選手権大会は、共に雨天のため残

念ながら中止を余儀無くされました。出場大学の選手諸君は、来年度の大会に向けて根気

よく練習に励んでください。本年度卒業予定の選手諸君は、残念でしたでしょうが、卒業

後もソフトボールを各々の目的に向かって楽しんでください。期待をしています。

全日本女子短期大学大会は、東京都世田谷区の日本体育大学から東京都日野市の明星大

学へ、また、東西対抗も滋賀県長浜ドームから兵庫県西宮市へ会場を移しましたが、各々

東京都学連、関西学連の学生委員を中心に大会運営がなされ、着実にその成果を上げ、各

方面から高い評価を得ました。東西対抗は、その在り方をここ２年間に亘り皆様と共に検

討して来ましたが、設立当初の目的を果たしたのではないか、との判断から発展的解消が

平成12年７月の常任理事会で決定され、平成13年３月に開催予定の理事会および総合役員

会にそれを提案することになりました。加盟大学の判断を仰ぎたいと思います。新たなる

飛躍を期して新設大会を検討しております。短大大会は、参加大学の減少が心配されてい

ますが、さらなる発展を期待したいと思います。

ところで、最近、男子の試合において大学生としての品位に欠ける態度が見受けられる

ようです。勝負にこだわる余りか、ファイトが空回りして粗暴なプレイや行為につながっ

ているようです。選手の皆さんは、見ておられる多くの人たちに感動を与える品位ある、

そして、気迫溢れる素晴らしいプレイを示してください。

そして、大学連盟としては、チームおよび選手登録者数を如何にして増やしていくかを

真剣に検討しています。そのためには、各地区において可能な限り参加しやすいリーグ戦

とか、都道府県単位の選手権大会等を開催していただきたいと思います。大学連盟には加

盟していないが、地域の大会には出場している大学生のチームもあるようです。積極的に

誘ってください。また、広報活動を強化するため、インターネット上に大学連盟のホーム

ページを開設しました。今後はこれに掲示板等を加え、加盟大学の学生同士やソフトボー

ル愛好者との交流を図ることによって、広報活動をいっそう進めていきたいと思っていま

す。さらに、学生役員の活動に積極的に取り組まなければならないと考えています。大学

連盟の主体はあくまでも学生諸君・諸姉です。君たちの主体的な活動を期待しています。

来年度の事業と考えています第２回男子ニュージーランド遠征は、予定通り準備が進め

られいます。第１回の遠征以上にその成果が大いに期待されています。ソフトボールを通

じて国際交流を深め、日本から文化の発信をしていきたいと思います。

平成13年度の事業がさらに充実した内容で実施できますよう、皆様の絶大なるご支援・

ご協力をお願い申し上げます。
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【報告】 女子選抜チームオーストラリア遠征

全日本大学女子選抜チームは、2000年２月11日から21日までの11日間、末井団長（姫路

工業大学）・吉野監督（東京女子体育大学）・久保田コーチ（大阪国際女子大学）・細田コ

ーチ（東京女子体育大学）・但尾トレーナー（神戸親和女子大学）選手、24名で編成し、

オーストラリア（ブリスベン）に遠征を行った。この遠征は地元オーストラリアチームと

の交流、親睦を深め、ソフトボールの技術向上を目的として実施された。選手はオースト

ラリア文化を知るため、前半はホームステイで貴重な経験した。ソフトボールゲームにお

いては、７試合を行い５勝２敗の結果を残した。

第１戦 対Redlands Vipers ５－６（負）

第２戦 対QAS Heatwave ０－10（負）

第３戦 対Redlands Vipers ３－２（勝）

第４戦 対Taipei Collge ５－１（勝）

第５戦 対Queenslannd All Stars 12－１（勝）

第６戦 対Queenslannd All Stars ９－０（勝）

第７戦 対Taipei Collge ４－０（勝）

今回の貴重な体験を、１．いっしょに ２．自分らしく ３．試合して ４．楽しい

５．その他の５つのテーマでレポートしてもらい、それをここに報告致します。

東京女子体育大学 ４回生 霜田 亜希子 ポジション‥ファ－スト

１．いっしょに このオーストラリア遠征は計８チームが参加しました。私は、でき

るだけ皆と話ができるように心掛けました。他のチ－ムの人達といろいろな話しをして、

新鮮な気持ちになることができました。また、夜遅くまで、ソフトのことを語り合いまし

た。語り合いながら気付かないことが分かり良かったと思います。

２．自分らしく この遠征では、ホームステイ、観光、試合などいろいろなことを経

験することができました。他のチームの人達と交流をもちながら、自分らしく楽しく取り

組むことができたと思います。又、反省することもありますが、視野が広がり、物事に対

する考え方も大きく変わりました。

３．試合して 海外で試合をするのは、この遠征で４回目ですが、１番強く感じたこ

とは、外国人のパワーと集中力そして、積極性です。例えば、甘いボールは１球目からど

んどん振っていくこと。又、守備ではエラーを恐れず前に出ることなど勉強になりました。

又、自分自身調子が悪く活躍できませんでしたが、吸収することが、たくさんあったので

良かったと思います。

４．楽しい ホームステイは生まれて初めての経験でした。始めは、英語でしっかり

言葉が通じるかなとか、食べ物は口に合うかかなとか不安がたくさんありました。しかし、

家族の人達に親切にして頂き、本当に楽しいホームステイになりました。また、英語を耳

で聞き理解をして、実際話すことで、良い経験ができたと思います。
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５．その他 オーストラリア遠征を通じて、団長の末井先生、監督の吉井先生、そし

てコ－チの方々にはお世話になりました。私は今４回生で、これから大学を卒業して実業

団でソフトボ－ルを続けることになっていますが、この遠征で学んだことを生かして、こ

れから頑張っていきたいと思っています。本当にありがとうございました。

東京女子体育大学 ４回生 武井 裕美 ポジション‥ショ－ト

１．いっしょに はじめの５日間は、オーストラリア人の方の家にホームステイをさ

せて頂きました。そして、オーストラリアの生活を一緒に過ごしました。すごく不安があ

りましたが、みなさん親切にして頂いて、リラックスして毎日を過ごすことができました。

また、各大学から何名かずつ参加しましたが、一緒に生活をしたり、プレイをして深い友

情関係が生まれたと思います。

２．自分らしく 今回の遠征では、４年生が３人ということで、すごくGameでのプレ

ッシャ－がありましたが、自チームと同じくらいの雰囲気の良さに自分らしいプレイをす

ることが出来ました。

３．試合して 初日は、混合チームということで、味方の戦力も分からずにGameをし

ました。さすがに個々の技術は高かったので、個人プレイでは良かった面がありました。

バッテリーのリズム、それから内外野の連携がまだあまり良くありませんでしたが、日に

日にチームワーが出来てきて、最後には単独で来ているかと思うくらいのチーが出来上が

りました。10日間で別れるのは非常にもったいなかったです。

４．楽しい 今回のオーストラリア遠征では、沢山初めての経験をすることができま

した。ホ－ムステイ、そして混合チームでのGame。全てが楽しかったです。こんな楽しい

遠征は初めてだったので最高の思い出ができました。

５．その他 今回の遠征に参加出来たことを非常に嬉しく思っています。ありがとう

ございました。もう一度、このメンバーオートラリアに行ってGameをしたいです。最高で

した。ありがとうございました。

東京女子体育大学 ４回生 仁木 景子 ポジション‥センタ－

１．いっしょに 今回の遠征では、他のチーと一緒にゲーム、又、私生活を共にした

わけですが、協調性を持って行動する事の大切さを改めて実感しました。初対面の人達と

の遠征でしたが、多くの仲間とふれあう事ができ、人間性でも成長できたのではないかと

思います。又、ホーステイという事もあり、日本とは違う習慣等、経験する事ができ良か

ったです。

２．自分らしく ゲ－ムの中で自分らしいプレーをする事がチームを勝利へ導く事で

あるにもかかわらず、攻撃では全く自分を出す事が出来ませんでした。パワーで押してく

る相手チームに対して、足を使った攻撃で守備を崩していく事が出来れば、もっと楽なゲ

ーム展開ができたと思います。これからは、常に自分らしさを忘れず、自分が出来る精一

杯のことをしていきたいと思います。

３．試合して 外国の選手のパワーや思いきりのあるプレーは本当に素晴らしく見習

うべき点が数多くあり、勉強になりました。又、日本のチ－ムも混合チームだった為、最

初は不安な点が多々ありましたが、ゲ－ムを重ねていくうちに自然と声の繋がりも出て来
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て、単独チームでは味わえない感動がありました。このチ－ムでのゲーム一つ一つが、自

分自身にとって貴重なものであり、かけがえのない体験になりました。

４．楽しい 遠征の前半はホームステイという事で、話を伝えられるか等、不安でい

っぱいでしたが、ホームステイの家族の人達は、とても暖かく交流も深められとても楽し

い遠征でした。ゲームを通しても、とても素晴らしいチームであったと思います。１０日

間は短いもので、もっと長時間の遠征であればと何度も思いました。今回の遠征で自分自

身得たものは数えきれません。今度。それをいかせていければと思います。

５．その他 この遠征に参加するにあたって、多くの方々のお力添えがあったこと、

心より感謝しております。又、素晴らしい団長、監督、コーチの方々、そして仲間に恵ま

れ、このチームで遠征に参加出来たこと、幸せに思っています。本当にありがとうござい

ました。

東京女子体育大学 ３回生 武井 紗織 ポジション‥キャッチャ－

１．いっしょに 違うチームの人と一緒に海外に遠征して、何かいろいろな事があっ

たし、新しいものが見つけられたような気がしました。

２．自分らしく 自分らしく遠征できたと思う。試合はいまいちだったけど、ホーム

ステイとか自分らしく接せたし、その辺はよかったと思います。

３．試合して 試合では自分の思うようにはいかなかった。でも、自分に足りないも

のが分かったのでよかったと思います。

４．楽しい すべてにおいて楽しかった。ホームステイもおもしろかったし、自由行

動も楽しかった。ただ単に楽しかったのではなくて、いつもとは違った楽しさで心地よか

った。

東京女子体育大学 ３回生 見月 志保 ポジション‥レフト

１．いっしょに 一緒にこのメンバーでオーストラリア遠征ができてよかったです。

初めは、いろいろな大学から集まってきた人達と練習もなしで試合は大丈夫なのかなとか

仲良くなれるかななどと、いろいろな不安もありましたが、“このメンバ－だったからこ

そ一緒にやり遂げることができた” と実感しました。

２．自分らしく 自分らしくというか、打撃においては“自分の持ち味”を出す事が

できたと思います。

３．試合して 試合をして、１試合、１試合チームとして成長していく自分達が目に

見えてわかり、嬉しかったです。普段は当たり前の様にやってきた、シフトやポジショニ

ングなど１から一つ一つ確認し合うとこから始まり、ぶっつけ本番だったにもかかわらず、

良い内容の試合が多くいろいろな事を再確認したり、他の人のプレーを見て学ぶべき事が

多くあり、とても勉強になりました。

４．楽しい 楽しいオーストラリア遠征でした。今まで海外遠征に行ったことはあり

ましたが、最終目標は“勝ち”に行くことでした１試合でも多く勝って上位を目指すこと

が目標でした。しかし、今回は試合だけでなく、ホームステイをしたり、観光に行ったり

と、ソフトボ－ルでの楽しさだけではなく、その他での楽しさも味わうことができました。

５．その他 現役中のチームを離れて、他のチ－ムの人達と一緒にプレーをする事が
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できてとても勉強になりました。今回のオーストラリア遠征で学んだ様々なことは、チー

ムに戻って生かしていきたいと思っています。

東京女子体育大学 ３回生 大沼 由紀子 ポジション‥センタ－

１．いっしょに ホストファミリーと一緒に過ごした事が、何よりも最高の思い出と

なりました。言葉が通じなくて苦労をしましたが、今では、それがあったからこそ心から

通じ合う事ができたのだと思っています。

２．自分らしく 各大学の選手が集まっている中で、どうやって自分をアピ－ルすれ

ばいいか、ということが常に頭の中にありました。人には個性があり、声のかけ方もそれ

ぞれでいいと思います。試合や練習でも、自分らしい声を出すように心掛けていました。

３．試合して 日本とオーストラリアのチームとを比較してみると、体格、パワー、

スピードが違いました。そういう相手と試合をする時は、どういった手段（戦法）で攻撃

をしていくか、改めて考えさせられ、大変勉強になりました。

４．楽しい お互いの事もよく知らないままで本当に試合が出来るのか、正直とても

不安でした。しかし、そのような心配は全くいらず、一試合目から良い雰囲気の中で試合

が出来ました。自分のチームとは違うソフトボールの楽しさを味わう事ができました。

５．その他 この遠征では、数多くの方々にお世話になりました。その恩を忘れる事

なく、オーストラリアで学んだ事を生かし、個人、又は、チームのレベルアップを図りた

いと思います。

東京女子体育大学 １回生 立道 綾 ポジション‥ピッチャ－

１．いっしょに 全国の各大学のチ－ムの方達と同じチ－ムとして、この遠征に参加

出来た事で、沢山の事を学ぶ事が出来ました。又、オ－ストラリアのホストファミリ－と

一緒に生活した事で、言葉は数多く話せませんが、その分、顔や体、全てを使って表現す

る事を知りました。

２．自分らしく 緩急をつけたピッチングが自分の持ち味だと思っているので、とて

も投げやすかったです。キャッチャーのリードに感謝でいっぱいです。

３．試合して ３試合出させて頂き、３勝することができ、今までの不安が自信に変

わったと思います。打たれてしまう時は、同じテンポで投げている時で、リズムを変えた

り、間を取ることで相手を狂わせ、低めに投げていれば打ち取れる事を強く感じました。

４．楽しい 試合中は、ベンチもメンバーも一体となり声を出し、チ－ムを盛り上げ

る事が出来たと思います。又、観光や食事の際はしっかり切り替え、楽しく会話ができ良

かったです。

東京女子体育大学 １回生 谷合 美智子 ポジション‥キャッチャ－

１．いっしょに オーストラリアのメンバーとソフトボールが出来ました事。私はと

ても誇りに思います。他のチ－ムの方とソフトボールをして、生活を共にして、楽しさ、

嬉しさ、喜び、悲しみを共に出来たすばらしい仲間だったと思います。

２．自分らしく ソフトボールをする。という目標で、このオーストラリア遠征に参

加させて頂きました。私の事を何も知らないゼロからのスタートで、自分らしくソフトボ
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ールをする事が私の目標でした。そして、それを実行する事が出来ました。実行できたの

も、すばらしい仲間と出会う事が出来たからです。

３．試合して 外国人のパワー、ダイナミック差に驚きました。キャッチャーとして、

外国のソフトボールと日本のソフトボールの差を一番に感じた事は、審判の方のストライ

クゾーンの判定でした。チームでは、練習なく、いきなりの試合で心配でしたが、最後の

方では本当に良いチームになった事と思います。

４．楽しい 仲間。そしてお世話になったホームステイの家族に感動しました。言葉

が通じなく、初めはどうなる事か不安でしたが、お互いが一生懸命に互いを理解しようと

し、ささいな事でもわかち合えた時の喜びは感動的でした。

５．その他 このオーストラリア遠征に参加する事が出来て本当に良かったです。ソ

フトボールの楽しさを知り、仲間の優しさを知り、自分自身を知る事も、仲間の事を知る

事も、外国の方を知る事も出来ました。私にとってこの遠征はソフトボールはもちろんの

事、それ以外でも、たくさんの事を学ぶ事ができ、本当に良いスタートをきる事が出来ま

した。

学習院大学 １回生 須佐 真以子 ポジション‥サ－ド

１．いっしょに ホームステイ先で、チームメイトやホストファミリーと、一緒に食

事をしたり、外出したりしてとても楽しかった。外国の人に囲まれてこんなに長い時間過

ごしたのは初めてだったので、初めはちょっと緊張していたけれど、だんだん慣れてきて、

もっと居たいなと思った。４人で日本料理を作って食べてもらった時、おいしいと言って

もらえて本当に嬉しかった。力を合わせて作ったいかいがあった。

２．自分らしく 私はまだまだ未熟なので、私なりにできるだけ多くの事を学んで持

ち帰ろうと思っていて、実際にとても勉強になったので良かった。ぜひ、この経験を生か

していきたいと思う。

３．試合して 今回初めて作られたチームであるにも関わらず、それを感じさせない

くらいの一体感があり、日を重ねるごとに大きくなっているように思う。自チームにはな

い雰囲気もとても楽しめたし、何より他の選手のプレーを見て様々なことを考え、得るこ

とができた。

４．楽しい 最初は初めて顔を合わせる人ばかりだったので、緊張していたけれど、

話をするうちに打ち解けて本当に楽しかった不安もたくさんあったけれど、みんなと一緒

にいたからあまり感じなくなったりもした。観光の時も、試合の時も、ホームステイやホ

テルでの宿泊中も楽しい事がたくさんあって、参加できて良かったと思う。

５．その他 とても貴重な験をさせていただき、本当に嬉しく思っています。色々な

意味で“新しい世界”を目の当たりにすることができて、考え方が変わった点もたくさん

ありました。これからも、今回学んだ事を忘れずに頑張りたいと思います。

学習院大学 １回生 中崎 綾子 ポジション‥ショ－ト

１．いっしょに たったの10日間でしたが、他の大学の人達と共にオーストラリアと

いう初めての土地で過ごすことができて、本当に良かったと思います。コアラパ－クでコ

アラを抱いたり、ムービーワールドでショーを一緒にみたりと観光地をバスでみんなでま
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わったりすることで同じ体験をし、同じ感動を分かち合うことができたのは貴重な体験で

した。でも、やっぱりソフトボールで結成されたチ－ムだけあって、練習や試合の時、一

番まとまりを感じることができ、チームの一員であることを実感することができました。

２．自分らしく 大学でも運動を専門的に勉強している学生がほとんどの中、一般の

大学から参加した私は、10日間ハイレベルなチームの中でやっていけるか出発前までとて

も心配でした。予想通りソフトボールに関しては、みんなと大きな差を感じましたが、自

分を見失うことなく、みんなから部活の話を聞いたり試合を観ることによっていろいろと

学んだりすることが出来ました。この遠征を自分にとってプラスのものにできて、とても

良かったと思います。

３．試合して トップクラスのプレーヤーの技術を近くで観ることができ、また監督

の先生の指示やアドバイスからいろいろと学ぶことができよかったと思います。選手同士

コミュニケーションを密にとり合ったり、グラウンドに出ている選手、ベンチにいる選手

共に各人が役割をしっかり自覚し、果たしていくことで、寄せ集めのはずのチームが、一

つのチームとしてまとまりをもっていたのはすごいと思いました。そして、プレースタイ

ル等も全く異なる異国のチームとプレーができた事もとても良い経験になったと思いま

す。

４．楽しい 今回初めて出会った人達と10日間かけてソフトボール、共同生活、観光

を通して仲良くなれたことは本当に良かったと思います。また、オーストラリアの家族で

のホームステイを体験し、異文化に触れることが出来たことは、とても楽しかったです。

食事、習慣、言葉、何もかもが日本と異なり、緊張と不安もありましたが、とても新鮮に

感じられ良かったです。しかし、この遠征を通して一番楽しかったのが、チーム全員が一

つになれていると感じられた練習や試合でした。やっぱりソフトボ－ルは最高のスポーツ

です。楽しすぎます。

川崎医療福祉大学 ２回生 大島 千穂 ポジション‥キャッチャ－

１．いっしょに 知っている人が誰もいない集団の中に入り、その集団の中で10日間

も過ごすということは、私にとって非常に勇気のいることでした。この遠征に参加したい

という気持ちは確かに強かったのですが、２月11日が近づくにつれ、不安が大きくなるの

も事実でした。しかし、一緒に観光やホームステイをし、そして何よりもソフトボールを

することで、私の緊張は少しずつ消えていきました。他人同士であっても、一つのチーム

として練習や試合を一緒にすることで何倍もはやく仲良くなれるのだと改めて実感し、実

はすごいことだと思いました。

２．自分らしく 初対面の人に対して、いつもの友達と接しているような「自分らし

さ」を出すのは、私には難しいことで、最初は戸惑ってばかりでした。レベルの高いプレ

－や考え方をもった人ばかりで、その雰囲気に遅れまいと必死になっていました。それが

ソフトボールのプレーにも影響し、自分らしいプレーを思い切ってすることが出来ません

でした。しかし、自分らしいプレ－とは、自分の出来る限りのことを精一杯することだと

考え直すで、ある程度開き直ることができ、レベルの高いソフトボールの中ででも、自分

のプレーが少しずつ出来るようになっていきました。

３．試合して 個人的な結果としては、決して満足のいくものではありません。しか
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し、これが今の私の実力であり、まだまだ勉強や練習の必要があることを再認識させてく

れる良いきっかけになりました。ベンチにいて試合を観ているだけでも勉強になることは

たくさんあり、あの場にいたことを本当に幸運に思います。特にオーストラリアのプレイ

スタイルを肌で感じることができたのは、日本のソフトボールしか知らなかった私には良

い刺激でした。

４．楽しい ソフトボールの試合も、もちろん楽しかったのですが、他にもたくさん

あり、特に私はホ－ムステイがあれほど楽しいものだとは思っていませんでした。私達の

分かりにくい英語を一生懸命理解しようとしてくれたり、私達が分かるまで何度も説明を

繰り返してくれたホストファミリーの態度は本当に嬉しかったです。夕食後の会話は弾み

ませんでしたが、いつも笑いが絶えませんでした。国際化が進んでいると言われ、異文化

のことも分かっているつもりでいましたが、実際は知らないことが多く驚きもたくさんあ

りました。異文化を直接肌で感じるには、ホームステイが一番だと実感しました。

５．その他 この遠征を通して、私はソフトボールに対する気持ちがまだまだだと感

じました。レベルの高いプレーの数々は良い刺激になりました。オーストラリアのプレー

はパワーがあるからこそできるものもありますが、日本人の私達にも何か取り入れられる

ものがあるのではないかと思います。それを考え、活かしてこそ、この遠征に参加した意

義があると思っています。良い思い出として終わらせるのではなく、この経験がこれから

のためになるようにしていきたいです。貴重な経験が出来たことを本当に嬉しく思ってい

ます。

中京大学 ２回生 安田 真富果 ポジション‥レフト・センタ－

１．いっしょに 出発前までお互い違う大学で、違う環境で生活してきた者同士がホ

ームステイを通じて、お互いの意見を聞いたりして、お互いのことを認め、信頼し合うこ

とのすばらしさを知った。

２．自分らしく 日本チームの中で、ただひたすら一生懸命やった。大きな声を出し

たり、ボ－ルに飛び込んだり、一塁にヘッドスライングしたり、気持ちを前に出した。「そ

れが自分なんだ。自分らしいんだ」と気付いた。必死なときは気付かなかったけど、そう

しているときの自分が一番好きだと思った。

３．試合して 違うチームの者同士が「日本」という一つのチームとなって戦い、み

んなで一つのことを成し遂げようとすることの素晴らしさを知った。すごく感動した。試

合となると、どうしても「勝つこと」に目がいってしまうが、それだけではないというこ

とを改めて知った。全ての試合が終わったときの満足感は言葉で言い表せない。

４．楽しい 楽しいということは、やはり努力の上にあるものだと知った。自分自身、

今までの努力がなければ、この遠征、試合で楽しいと感じなかったと思う。また、それぞ

れ異なったチームの者同士が一つのチ－ムとなって、プレーし、応援し、喜びを分かち合

ったことは、とても楽しいと感じた。

５．その他 末井団長をはじめ、吉野先生、久保田先生、細田先生、但尾先生に深く

感謝したいと思います。先生方のおかげで、実のある充実した遠征になったと思います。

そして、日本チームとして一緒にプレーした先輩方や後輩に「ありがとうございました」

と言いたいです。
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中京大学 ２回生 六鹿 美樹 ポジション‥ライト

１．いっしょに 他大学のメンバーと一つのチ－ムを組み練習、試合をしてみて、ソ

フトボールの楽しさと難しさを改めて思い知らされたオ－ストラリア遠征でした。自分に

とってこの遠征で学ぶことが多く、日本に戻った今、ソフトボールに対する見方が変わり

ました。他大学の練習メニューやトレーニングなど聞いたりし、収穫が多かったです。

２．自分らしく ソフトボールをしようと思って臨んだ遠征でしたが、上手く調整で

きなかったのが実際です。試合に出られなくても、ベンチから観ていて勉強になることば

かりでした。

３．試合して 外国の選手の体格、パワーの違いを感じました。高校の時にアメリカ

へ親善試合に行った時も同じ事を感じたと思いますが、やはり高校生と大学生とではあき

らかに違う事を実感しました。外野で守っていても、フェンス手前まで下がっていて打球

を止めるのに精一杯でした。

４．楽しい 思い出ばかりの10日間。ホームステイをするのは始めてで、伝えたい事

も上手く伝えられず、苦労した時もありました。でも、いっしょに過ごす時間が増すにつ

れて、言葉の壁もなんとか乗り越えられ、距離が縮まっていくのを感じました。

５．その他 この遠征で一番嬉しかった事は、友達が増えたことです。これからの大

会などで会えるのが楽しみです。

明星大学 ３回生 星 めぐみ ポジション‥レフト・ライト

１．いっしょに 生活を共に過ごしたり、同じチームメイトとして助け合ったりして、

今までの自分には見られないような”自分発見”ができたような気がします。自分が相手

に対して、ちょっとした気遣いをすることで、お互いに気分良く過ごすというような久々

の集団生活は、とても新鮮でした。気の知れた仲間達と生活すると、どうしても浮かれて

しまって、緊張感がとぎれてしまうような気がするが、程良い緊張感が保てて、メリハリ

のある規則正しい生活が送れたことに”感謝”の気持ちでいっぱいです。

２．自分らしく 技術面においては他の選手の皆さんのレベルのすごさに圧倒される

場面が多かったと思います。しかし、そこで、プレッシャ－を感じることなく”自分らし

い”プレーをすることに心がけていました。監督、コーチの先生のおかげで、試合にも出

させていただき、自分の実力以上の力を発揮できたと満足しております。そして、すばら

しい技術を自分の目に焼きつけることができて、とても充実していました。チ－ムの中で、

自分の存在感を（どんなことでも）アピールできたと思っています。

３．試合して 日本以外の選手・チームを生で見るのは初めてでした。試合中の雰囲

気といい、試合後の充実感といい最高ですね。試合を重ねるごとに、私達の顔つきもそれ

なりの変わってきたという実感がありましたし、試合で得るものがたくさんありました。

特に、守備の面で（外野）オーストラリアのチームが、思いきりのあるプレーをしていて

感動しました。たった一球のボ－ルに対しても、丁寧でかつ思いきったプレーをすること

‥これは私の後輩に指導していく課題だなと思いました。

４．楽しい 楽しかった10日間でした。ホームステイ、ツアー、試合、ホテルでの宿

泊‥どれをとっても「楽しい」の一言でした。みんなと行動するということ、バスでの移
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動中のおしゃべりなど、きっとこの遠征に参加した者しか分からない体験ができました。

私は、この遠征に参加しようと思った意味がそこにあります。この遠征で、友達をつくり、

ソフトボ－ルを通していろいろな情報を交換し合ったり、ソフトボールについて熱く語り

合ったりする‥なんと

すばらしいことでしょう！！

５．その他 大学で一人、この遠征に参加しいろいろなこと（ソフトボールの技術・

精神面や、ホームステイを通して得た国際交流など‥）を学びましたが、一つ一つを消化

しきれていないので、まずはその一つ一つを自分のものにできるよう振り返り、日常の実

生活に生かしていきたいと考えています。特に、アップメニューやクールダウンメニュー

を思い返して、整理したいと思います。そして、自分のチームのレベルアップにつながる

よう、貢献していきたいです。本当にありがとうございました。

園田学園女子大学 ３回生 西岡 留美 ポジション‥ピッチャ－

１．いっしょに 今回のオ－ストラリア遠征は単独チームじゃなく、東西の各チーム

から集まったチームだったので、最初はどうなるかと思っていました。自分自身も不安や

緊張をもっていました。でも、それもすぐになくなりました。すごく良い雰囲気で本当に

自分のチームのようでした。たった10日間という短い時間だったのに、こんなにチームが

一つになれるかと思いました。顔も合わしたこともない、会話もしたことない人達と一緒

に寝て、食べて、行動してとやっていくにつれて自分がすごく変わった気がしました。い

ろいろ学べたこともあるし、毎日が発見でした。

２．自分らしく 日本と違う環境で生活するのは、初めてなので最初はすごく困りま

した。まずは食が合わないし、季節も違う。いつも一緒にいるメンバーも違って、気を使

い最初の２日間ほどは精神的に疲れがひどかったです。しかし、慣れてきて、日本にいる

ように自分らしい生活、プレーができたと思います。いろいろな面で自分を出せたと思う

し、試合でも日本でいるように、同じようにできたと思っています。

３．試合して やっぱり日本と違って外国人はパワーがあると思いました。日本人と

体は違うけど、やっぱり体の小さい人もいるのに力があった。日本は技術ばかりを気にし

すぎているような気がしました。日本もソフトボールを楽しんでいるけど、オーストラリ

アの人達は本当に楽しさを知っているような気がしました。私はピッチャーをしましたが、

日本のストライクゾ－ンがすごくちがうのに苦労しました。すごく狭くて大変でした。で

も、オーストラリアの人はそれで試合をしていて、配球とかあまり考えてなさそうで、た

だ高低を上手く使って打ちとっている。そういういろんなところで勉強になりました。

４．楽しい オーストラリアに行ってすぐにホ－ムステイに入りました。私は英語が

全然できないのですごく不安でしたがその不安も忘れるぐらい楽しく、良い経験ができま

した。文化の違いもあるけれど、そういったことは気にならず、本当に家族のように過ご

せました。ホームステイで一番楽しいと思えた時間が、いろんな所へ連れて行ってもらえ

た事もあるけれど、家族で話している事が一番楽しかったです。英語が話せなくても伝わ

るという事が分かり、相手もすごく聞いてくれるというのが伝わってきました。私はオー

ストラリアに行って何より楽しかったのがホームステイですた。また、同じ家にホームス

テイしたいです。
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５．その他 私は海外に行ったことがないので、すごいこのオーストラリアに行けて

良かったです。違う国の文化も見られたし、違う国のソフトボ－ルスタイルも見られたし、

自分にすごくプラスになる事ばかりでした。単独チームでも行きたいけど、やっぱり今回

みたいにいろんなチ－ムの人達とまたソフトボールがしたいです。いつも敵同士なのに、

この時だけ同じ事を考え、同じものを目指して、いつもできない事を、できない人達とや

るということはすごいことです。本当にこの遠征は楽しく、自分にとってすごくためにな

る内容の濃い遠征でした。忘れられない遠征です。

園田学園女子大学 ３回生 高 祐紀子 ポジション‥ショ－ト・サ－ド

１．いっしょに 全国の大学が集まって編成されるチームの一員として、みんなと一

緒にプレーできたという体験はとても貴重であり、自分にとっても、とてもプラスになっ

た。最初は不安ばかりで消極的だったけど、最後には積極的にみんなと交流ができ、本当

に良かった。

２．自分らしく 10日間という短い期間で”自分らしさ”を出すというのは、とても

難しいことだった。ゲームでは「よし！これから！」ていう時に終わってしまったのです

ごく残念に思う。

３．試合して 全試合を通じて感じたことは、オーストラリアチームは、積極的なプ

レ－が多かった。特にバッティングでは、初球からでもどんどん振っていた。選球感もあ

り、見習うべきところだと思った。日本チームからも学ぶべきことがたくさんあった。今

後に生かしていきたい。

４．楽しい いろいろな観光地を訪れる事ができ、とても楽しく快適な日々を過ごす

ことができた。現地でお世話して下さった方々には、本当に感謝している。おかげで、綺

麗な海や夜景を見ながら食事をしたり、ショッピング街を散棄したりと、充実した毎日だ

った。

５．その他 今回の遠征で貴重な体験をいくつもしたけど、その中でもホームステイ

は素晴らしいものだった。言葉がなかなか通じず困難ばかりだったけど、ファミリーのあ

たたかい愛情が感じられ、わずか４日間だったけど、家族の一員になれた気がした。別れ

はとても辛かったが、すごく楽しい４日間だった。

園田学園女子大学 ３回生 大西 真弓 ポジション…セカンド

１．いっしょに 全日本の大学選抜された各地の人達と、見知らぬ地で、共に生活し、

ソフトボールをし、みんなで一緒にいろいろな体験をすることができました。一番は、み

んなで一緒に相手チームと戦った。レギュラーの９人だけでやったのではなく、全員で一

緒に‥ 試合は試合、観光は観光と切り換えて、それぞれの時をいろんな人と一緒に過ご

すことができた。

２．自分らしく オ－ストラリアに行く前は思っていなかった。オーストラリアでは、

何事に対しても自分らしさが出なかった。まずは緊張。言葉が違い、食生活が異なり、試

合の相手もいつもと違う。いろんなところから緊張感が私を襲った。自分らしさを出そう

とすると、よけいに疲れた。しかし、逆に日本に戻ってから自分自身にとって、良い経験

をなったと思った。
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３．試合して まず、自分の大学と全日本チームのカラーの違いに戸惑った。また、

全日本チ－ムと外国のチームとの違い。そこは、パワ－の違いが明らかだった。とはいっ

ても、全日本には全日本の“らしさ”というところがあるだろうし、勝てないことはない

と思った。いろんなところで、自分との比較ができて、良い勉強となった。不安になった

こともあったけど、これからの私の大学でのプレ－に良い経験ができ、また一つ上のレベ

ルを目指すことができる。

４．楽しい 観光やショッピングはもちろん日本では見ることのできない美しい風景

を見ることができ、たくさん買い物ができ楽しいことばかりだった。けれど、試合で苦い

経験をしたことや失敗したプレ－など、自分にとってマイナスだったことは、これからも

私にとっても、それをバネに励みとなり、良い結果が出やすくなったと思う。そう考える

と、これからの大学でのプレーは、楽しみとなり、楽しい日々、充実した日々となるだろ

う。

５．その他 オーストラリアでの10日間、ホームステイでの出来事、ハプニング、ホ

テルでの生活、試合、観光、買い物、人との出会いなど全体を通して、今までに体験する

ことのできないことばかりだった。本当に良かったです。

園田学園女子大学 ３回生 前田 幸子 ポジション…センタ－

１．いっしょに ホームステイの時には、ホストファミリーの人達と楽しく過ごせ、

今までに経験した事のないことばかりでしたが、ホストファミリーと一緒にいた５日間は

とても楽しかったです。英語があまり話せなくても、一緒にいるうちに、家族の人達との

会話が自然と弾んできてとても楽しい雰囲気となり、本当の家族のように思えてきました。

向こうのホストファミリーの方も、私達の事を本当の家族の様に接して下さいました。ホ

ストファミリーやチーム一人一人と一緒に過ごせた日々は私にとってすごく貴重なものと

なりました。

２．自分らしく このオーストラリア遠征では、自分らしいプレ－ができチ－ムに貢

献することができたと思います。このチームのチームカラーは自分達のチームにはないよ

うなチームカラーで独特でした。この独特なチ－ムの中で自分らしさを生かしてチームを

盛り上げ声を出して、全力でプレーすることができたと思います。

３．試合して 日本とオーストラリアとの気候の差が違いすぎていて日本の寒さから

オ－ストラリアに来て、かなりの暑さの中での試合は大変でしたが、試合をしていくうち

に、他の大学からいろいろな選手の集まりとは思えないほどの、チームになったのでとて

も良かったと思います。試合をして日本とオーストラリアの差を感じました。体格やパワ

ーやスピード何をとっても日本人とは違ってはるかに上回っていました。オーストラリア

の人達のプレーを観て学んだこともたくさんあり、とても良い勉強となりました。

４．楽しい 全般的に楽しかった。試合、観光の全ての一つ一つがとても楽しかった。

この遠征では確かに試合をすることが第一の目的ですが、私はその他にも、もっと大切な

ことを経験し自分自身にプラスになることばかりで、とてもいろいろな事が楽しく良い遠

征で終えることができました。また、試合の中で勝負にこだわることも大切ですが、この

チームで私は楽しいソフトボ－ルを学ぶ、ソフトボールが一層楽しいスポーツだと感じ、

今まで以上に好きになりました。

42

平成12年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌



園田学園女子大学 ２回生 弓場 彰子 ポジション…ファ－スト

１．いっしょに 私はホ－ムステイが同学年の４人で一緒にすることができ、とても

嬉しかったです。ホームステイでは朝、晩一緒に家族の方々としてりして、オ－ストラリ

アの人の生活スタイルとか家族の暖かさとか、日本にはない素晴らしいものを通して学ぶ

ことができました。

２．自分らしく 私は、ホームステイをしたのが、初めてだったので、初日とか２日

目ぐらいまでは、自分らしくいることができなくて、少ししんどかったです。でも、試合

をすることで、いつもの自分らしさが出てきて、ホームステイ先の家に戻っても自分らし

くいることができたし、家族の方々との会話も自分からできるようになりました。

３．試合して いろんな大学の方と初めて海外で試合ができ、外国人の方のパワーや

ソフトボ－ルのスタイルの違いは、とても良い勉強になりました。単独のチームではなか

ったので、チームワークができるかどうか最初は心配でしたが、一戦、一戦終えていくた

びに本当のチームのようになっていき、最終戦の試合では全員が一つになって、すごく良

い雰囲気で試合ができました。試合を通して色々なことを学び事ができました。

４．楽しい オーストラリアに着いた初日は、さすがに不安がいっぱいで観光も落ち

着いてできなかったのですが、初日からはなるべく、他の大学の方と話したり、一緒に行

動したりしようと思って頑張っていたら、自然と不安な気持ちもなくなってきて、逆に楽

しくなってきました。２．３日後には、オーストラリアの気候にもなれて、オーストラリ

アの素晴らしい景色を楽しく観光することができました。

５．その他 私は、海外に行ったのが今回が初めてだったので勉強になることだらけ

だったのですが、その中でもホームステイは本当に良い体験ができたと思っています。オ

ーストラリアでは、父親も子ども達みんな母親の手伝いをし、日本みたいに全て母親まか

せみたいな所が、少しもみられなかったことには本当にびっくりしました。私も見習わな

いといけないなと、ホームステイではいろいろな事を勉強させられました。

大阪国際女子大学 ３回生 佐濃 佳美 ポジション…キャッチャ－

１．いっしょに 全国のいろんな大学のメンバーが一つのチ－ムになり、一緒にプレ

ーをして、一緒に時間を過ごし一緒にいろんな体験をし、交流を深める事が出来た。普段

は敵同士なのに、同じチームとして、勝利に向かって一つになる。不思議な気持ちになり

ながらも、二度と味わえないこの感覚を得られてとても幸せでした。

２．自分らしく 合わせる所は合わせて、自分らしくを出すところは出せたと思う。

３．試合して 個人個人の意識のレベルが高いなかで、一緒に試合をして、チ－ムの

雰囲気に引っ張られてプレーしている事が多かった。オーストラリアのチームと試合をし

て、圧倒的なパワーの違いを感じた。けれども、絶対に勝てない訳ではないと感じた。こ

のチームならどんな事でも出来そうな気がした。

４．楽しい みんなが高い意識を持っていて、その中で一緒にプレーをすることが、

楽しくて、楽しくて仕方なかった。この遠征で過ごした10日間は、一日一日がとても充実

していて、毎日が楽しかった。試合に追われる訳でもなく、かといって、楽に過ごせる時

間が全く無い訳でもなく、観光は観光で楽しめて、試合は試合で楽しむ事が出来た。個人
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の良さが集まってこそ、この楽しさが生まれたと思う。

５．その他 減多にない機会にこのような事を経験する事ができ、人生最高の思い出

になりました。いろんなスタッフの方々に支えられ、とてもスムーズに旅を進められた事

をとても感謝しています。ありがとうございました。そしてお疲れ様でした。

大阪国際女子大学 ３回生 川田 祐規子 ポジション…ショ－ト

１．いっしょに 10日間の遠征でしたが、各大学から選抜して出来たこのチームがと

ても好きです。本当のチームのような気がしてなりません。いろんな人といろんな話がで

き、私にとってプラスになることばかりでした。またこのような遠征があるのならば、参

加したいものです。

２．自分らしく 持ち前の明るさを生かして楽しく試合をすることができた。周りも

すごく声が出るし、今までで一番やりやすかった。

３．試合して 海外のチ－ムと対戦するのは初めてのことでした。骨格の違いはもち

ろんのこと、パワー、スピード、どれをとっても上回っている気がした。

４．楽しい 今まで味わったことのないホームステイでは、言葉は片言でも気持ちで

会話ができた。オーストラリアの日常生活を肌で感じることをとても嬉しく思う。また、

機会があれば是非行きたい。

大阪国際女子大学 １回生 奥田 祥子 ポジション…キャッチャ－

１．いっしょに 私は、この遠征で他の大学から集まってきた人達と、この１０日間

共に過ごしとても貴重な体験をしました。初めは全然知らない人達ばかりで、ちゃんと試

合をやっていけるか心配だったけれど、みんなとすぐに仲良くでき、いつも同じ大学の人

と行動したりするのではなく、他の大学の人達と一緒に行動したりして、本当に１０日間

という短期間だったけれど、チームワークもよく、常にみんなとコミュニケーションがと

れて良かったと思いました。

２．自分らしく この遠征では初めて他の大学から参加した人達と出会い、試合をす

るにあったて、この短い期間の中で、どのように自分らしさを出すのかが、とても難しい

ように思っていました。それで、この遠征中に「どのように自分らしさを出していけばい

いのか。」と考えて、私らしさを出すには、声を出してアピールしていこうと思いました。

私としては、この遠征では、自分を出すことができたと思います。他にもまだたくさん学

んだ事があるので、それをこれから生かしていきたいです。

３．試合して 試合をして、とても勉強になる事がたくさんありました。外国の選手

と私達のパワーやスピードの違いなど、初めはすごくびっくりして不安でしたが、この人

達と一緒にプレーができるんだと思うと、すごく楽しく、そしていろんなものを吸収でき

るような気がして、本当に良い経験をしたと思います。本当にいろいろなものを得られて、

すごくオーストラリアに来て良かったと思いました。日本に帰ってきてオーストラリアで

学んだこと、得たことをどんどん生かしていきたいです。

４．楽しい 10日間のうち５日間は、ホーステイをしていて最初のうちは全然、英語

も通じなくてすごく苦労をしたけれど、だんだん慣れてきて、ホームステイ先のホストフ

ァミリーの人達と話しをするのが、楽しくなってきました。いろいろな人達、先生達と出
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会うことができ、私は本当に幸せだと思います。ホームステイや観光、試合も私には全て

プラスになるものばかりでした。だから本当に良かったと思います。

５．その他 この遠征に参加でき、素晴らしい10日間を過ごすことができました。こ

の遠征で知り合った仲間たちは、本当に最だと思います。素晴らしい先生や仲間にも恵ま

れ、私は本当に幸せだと思います。この経験を生かしてこれからも頑張っていきたいです。

このような遠征がまたあるのならば、私は必ず参加したいと思います。

大阪国際女子大学 １回生 和田 有加 ポジション…セカンド

１．いっしょに 一緒にプレーができて幸せを感じた。日本で日本人同士と試合をし

ている時と比べてみると、気持ちの持ち方も全然違った。とにかく全てに関してダイナミ

ックだった。打って、投げれて、捕れて、走れれば良し！なソフトボール。スピードとパ

ワ－を体で感じることができた。

２．自分らしく 自分らしくあるのが一番。吉野先生が「試合中、その人の雰囲気を

大切にしていきたい」とおっしゃっていた意味がなんとなく分かった気がする。自分らし

くないとプレーも自分らしくなくなる。その人の持つ最高の自分がプレーで表現できたら、

とても素敵なことだと思う。

３．試合して 試合している時、失敗の事なんて考えなかった。思い切って、元気よ

くプレーすることをとにかく考えていた。いろいろ細かい事を考えている余裕がなかった

のもあるけれど、その前に、試合に出させてもらえる喜びがあった。この試合で、自分の

できる精一杯を出し切ることが、自分に与えられたことだと信じていた。

４．楽しい 楽しい気分でソフトボールができた。何よりもこれが一番だった。試合

に出させてもらった時の嬉しさ、あの新鮮さは、ずっと忘れたくない。この遠征で友達の

輪が広がった。いっぱい話をして、いっぱい遊んで、どんどんソフトボールだけのつなが

りじゃないって思うようになってきた。友情っていいな。

５．その他 伝えていきたい。私達がオーストラリアで得たものをどんどん伝えてい

きたい。そのためにも練習を自分のものにしていく。外見より中身。言葉よりも行動。

福岡大学 ３回生 立石 有希 ポジション…センタ－

１．いっしょに ２月11日からの11日間、他数の大学の人達と共に生活をし、練習、

試合をしていかなければならないということで、最初の初顔合わせの時は緊張しました。

でも、数日経つとすべての人達と話をしていたと思います。各大学それぞれ伝統、方針す

べての面で違うと思います。そういう中で、選抜チームに入ってたくさんのソフトボール

を知った気がしました。

２．自分らしく 私は、九州の大学から１人で参加していたので、内心、心細い部分

も多少ありましたが、数日経つと、そんな事は関係なく、一つのチームとして、そして私

もそのチームの一員として私らしく、このオーストラリア遠征を終える事ができたように

思えます。試合にも出してもらい、嬉しい思いも、悔しい思いもたくさんしました。でも、

それがあったから、日本に帰って私は精神的に変わった気がします。

３．試合して 全日本チームは、明るく、楽しく全員が一つになって戦い、チームと

して、とても良いチームだったと思います。試合にも出してもらいましたが、嬉しい思い
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も悔しい思いもたくさん体験しました。また、吉野監督をはじめ、コーチの方々のアドバ

イスはすごく勉強になり、日本に帰って自分のチームに戻ったら、この経験をぜひ生かし

たい、伝えたいと思いました。

４．楽しい 初めての海外、初めての日本代表‥何もかも初めてで不安もありました

が、貴重な体験をさせて頂きました。素晴らしいスタッフの方々にも恵まれ、この経験は

今後の部活だけではなく、私自身の自信になると思います。海外のソフトボ－ルは日本と

違った面がたくさんあります。そういった部分も日本のソフトボールに取り入れてプラス

になる面は、全部とは言いませんが、あると思いました。

５．その他 11日間、本当にお世話になりました。今年は全日本大会に４年ぶりに行

けました。

表紙デザイン・写真・カット等の募集

ウインドミルの誌面を飾るものを次の要領で募集します。ご応募ください。

１．全日本大学ソフトボール連盟の事業を表すのにふさわしい写真・カット

・詩歌などの掲載可能な作品

２．優秀な作品は、ウインドミルに掲載し、氏名を発表します。特に優れた

作品は、表彰し記念品を授与します。

３．応募資格は、学連加盟大学の学生に限ります。

４．作品は未発表のものに限り、版権は連盟に帰属します。

５．締切は、毎年11月末日です。

６．送付・問い合わせ先

〒474-0011 愛知県大府市横根町名高山55 中京女子大学 水谷 博

ＦＡＸ （０５６２）４４－０３１０ 渉外課気付

E-mail mztn@chujo-u.ac.jp
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文部大臣杯第35回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
会期：平成12年８月４日(金)～８月７日(月)
会場：香川県丸亀市土器川河川敷グラウンド

大会概要
本大会前に開催している東日本および西日本大学ソフトボール選手権大会は、悪天候に

より東日本大会では開催できず、西日本大会では初日のみの開催となった。その鬱憤を晴
らすかのように今大会はすばらしい晴天が続き猛暑を超え酷暑の中で熱戦が繰り広げられ
た。そんな中で優勝の栄冠を勝ち取ったのは、昨年度３連覇を阻止された日本体育大学
（23回目）であった。決勝戦の相手東海大学は一昨年のリベンジに燃えたが惜しくも準優
勝に終わった。大学ソフトボールの頂点を目指して集った32チームの戦いを観戦して、今
の大学生が無くしてしまったものがここにはあったような気がした。また、開会式から閉
会式までの円滑な大会運営をしてくださった地元の方々のご尽力には頭の下がる思いであ
った。（学連広報記録委員 山本英弘）
１．立 命 館 大 学 ２

８
２．国 際 武 道 大 学 ３

１
３．中 央 大 学 ３

０
４．熊 本 学 園 大 学 ９ 関西大学

５．香 川 大 学 10 １
１

６．富 山 大 学 ３
３

７．東 京 大 学 １
８

８．関 西 大 学 ８
２

９．沖 縄 国 際 大 学 ２
１

10．学 習 院 大 学 ０
０

11．常 葉 学 園 大 学 ４
２

12．九 州 共 立 大 学 ０ ５
優

13．神 戸 学 院 大 学 １ 東海大学
２ 勝

14．東 海 大 学 10
１ 日

15．仙 台 大 学 ０
１ 本

16．京 都 産 業 大 学 10
体

17．広 島 経 済 大 学 ２
３ 育

18．日 本 体 育 大 学 12
２ 大

19．城 西 大 学 ０
２ 学

20．大 阪 経 済 法 科 大 学 ５ 日本体育大学

21．四 国 学 院 大 学 10 10
０

22．日 本 大 学 工 学 部 ９
１

23．中 京 大 学 19
10

24．近 畿 大 学 工 学 部 ０
８

25．龍 谷 大 学 ０
６

26．国 士 舘 大 学 ８
２

27．愛 知 大 学 ２
４

28．高 知 大 学 ３ １

29．福 岡 大 学 ９ 福岡大学
８

30．関 東 学 園 大 学 ５
４

31．第 一 経 済 大 学 ３
５

32．早 稲 田 大 学 ４
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決勝戦の結果
東 海 大 学：００００００２ ２ （東）●林・臼井・庄司－渡辺
日本体育大学：３１２０２０Ｘ ８ （日）○川口－杉田

東海大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回
（一）４大津 崇臣 三 振 遊内安 遊ゴロ

Ｈ中野 貴祥 三内安
（二）５佐藤 淳 遊ゴロ 右 飛 四 球

Ｈ小池 義晃 左中2B
（三）６斉藤 恒寿 三 振 遊ゴ失 遊内安

Ｈ塚越 徹 三 振
（四）31臼井 健 三 振 右 飛 右 飛 右中安
（五）２渡辺 周平 遊ゴロ 遊ゴロ 三ゴロ 三 振
（六）９多胡 宏茂 三内安 遊内安 中 飛
（七）７比良 俊晴 三 振 三 振 三 振
（八）Ｄ沖出 良平 死 球 四球

Ｈ永井 雅裕 三 振
（九）８林田 雄三 投ゴロ 遊ゴロ

Ｈ田中 健生 三 振
DH守備１林 大樹 ９古閑光太郎 １庄司 寛晴
日本体育大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）⑥津本 大貴 右中2B 右前安(塁上死) 右 飛
Ｈ澤井 孝延 三 振

（二）９佐藤 健太 二ゴロ 一ゴロ 右中2B 一ゴロ
（三）①川口 大 左中2B 右越本 右中3B

Ｒ宮川 道隆 Ｒ
（四）２杉田 剛 遊内安(4E) 中越本 三ゴロ
（五）８花田 和也 三 振 四 球 二内安(塁上死)
（六）Ｄ勝呂 昌宏 二ゴ失(塁上死) 投犠バ 死 球
（七）３安武 直樹 三 振 中 飛 二ゴロ
（八）５小川 浩 遊ゴロ 中 飛

Ｈ武田 学 二ゴロ
（九）４岡 巧 右中3B 中 飛 左前安
DH守備４高田 昌直

戦評：日本体育大学は１回一番津本がいきなり右中間を破る二塁打で出塁すると、三番川
口も左中間を破る二塁打で先取点を挙げ、打線に火を付けこの回３得点を挙げた。さらに
東海大学林投手を攻め続け、３回まで２本塁打を含め６得点、５回にもさらに２得点を追
加して試合を有利に進めた。一方東海大学は日本体育大学川口投手の元に６回まで４安打
散発に抑えられ、７回に代打攻勢で２安打２得点を挙げ、食い下がるも後続を断たれ、２
年ぶりの決勝進出も優勝へはつなげなかった。こうして、日本体育大学は２年ぶり23回目
の優勝を飾った。（記録員 山地直美）

男子大会打撃ベストテン（規定打席数12以上）
左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試

選 手 名 大 学 名 塁 打撃率
打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合
○ ３ 小島 郊正 関 西 15 13 ９ ４ ７ ２ ・ ・ ・ １ ５ ２ ６９２ ４
○ DH 吉村 啓 中 京 12 ８ ５ ６ ５ ２ ・ ２ １ ・ １ １ ６２５ ３

８ 花田 和也 日本体育 16 13 ８ ４ 11 ・ ２ １ １ ２ ６ ２ ６１５ ５
２ 太田 順也 福 岡 14 10 ６ ２ １ ・ ４ ・ ２ ２ ８ ・ ６００ ４
８ 気田 朋幸 国 士 舘 13 11 ６ ５ ４ ・ ２ ・ １ ・ ３ ２ ５４５ ３

○ ６ 津本 大貴 日本体育 18 17 ９ ６ １ ・ １ ・ ４ ・ ３ ・ ５２９ ５
○ DH 小林 大介 関 西 15 14 ７ ３ ４ ・ １ ・ ２ ・ ５ ・ ５００ ４

７ 門田 拓 福 岡 15 14 ７ ２ ２ １ ・ ・ ・ ・ ２ ２ ５００ ４
○ ７ 岡 巧 日本体育 14 12 ６ ４ ３ １ １ ・ ２ ・ ４ １ ５００ ５

６ 西村 光生 福 岡 14 10 ５ ５ ４ ２ ２ ・ １ ・ １ １ ５００ ４
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男子大会上位チーム投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負

選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

星 健太 関 西 23 93 85 16 ６ １ １ ７ 13 １ 342 0.30 ３ １

加藤 大樹 東 海 26 97 90 12 ２ ２ ２ ５ 33 ・ 369 0.54 ３ ０

川口 大 日本体育 35 145132 29 ８ ６ ３ 10 39 ２ 507 1.20 ５ ０

澤岻慎太郎 福 岡 23.1/3110 95 23 18 15 ３ 12 22 ６ 417 4.50 ３ １

大会を振り返って

日本体育大学男子ソフトボール部

主将 佐 藤 健 太

『楽しもう。』そう言えるようになったのは、２回戦の大阪経法大学との試合に勝って

からでした。

インカレとは、大学生にとって最大の目標にしている大会であり、４年生にとっては最

後の大会でもあるのです。

トーナメント方式である為、負ければそれで終わりなので、否応なしでも力が入るので

す。そして大会も始まり、『勝つぞ。』そんなこの言葉だけが先走っていていました。１

回戦はなんとか勝ったものの、続く２回戦。打てない、守れない。相手の２点リードで迎

えた最終回、私はただ『頼む。』としか言えず、この時ほど自分の無力さを感じたことは

ありませんでした。結局、仲間の活躍により逆転し、なんとか準々決勝に進むことが出来

ました。試合終了後、多くの人に『やっぱり日体大は強いね。』と言われました。勝った

からであり、負けていれば言われない言葉だったでしょう。

【勝負とは、強いチームが勝つのではなく、勝ったチームが強いのである。】そんな言

葉が思い出され、同時に『勝つぞ。』という安易な言葉が消えていきました。それからは、

とにかく楽しもう。ソフトボールを楽しんでいこう。私たちがソフトボールを始めた原点

に戻り、プレーを、そして応援を楽しみました。優勝の≪優≫の字には（余裕をもつ、ゆ

ったりする）という意味があります。勝つことだけに捕われていて、もう１つの大切な事

を忘れてしまうところでした。

そして、もう１つ忘れてはならないものが感謝の気持ちです。人が何かを成し得るとき

には必ず誰かしらの、サポートがあるはずです。大会前にはＯＢの方々が激励に訪れてく

れました。大会中には、たくさんの父母の応援がありました。数え上げれば切りがないほ

どの多くの人々に囲まれ、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

そして最後に、仲間へ、そして自分に、『ありがとう』です。
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文部大臣杯第35回全日本大学女子ソフトボール選手権大会
会期：平成12年８月４日(金)～８月７日(月)
会場：香川県丸亀市土器川河川敷グラウンド

大会概要
夏の好天に恵まれた４日間、讃岐富士を仰いで河川敷とはいえ見事に整備された競技場

で熱戦は展開された。本大会の注目点は、何と言ってもオリンピック代表の増淵投手を有
する東京女子体育大学の戦いぶりにあったが、増淵投手は４試合を一人で投げ抜き、完全
試合と無安打無得点試合が各１、一安打試合が２で十分に期待に応えるものであった。し
かし、３連覇を果たしたとはいえ、打線は奮わず圧倒的な破壊力が見られなかったのは残
念であった。
他のチームでは、園田学園女子大学が、強豪チームを確実に撃破して決勝戦に進出した

のが注目された。その決勝戦では力尽きて増淵投手の前に２年連続完全試合負けを喫する
という結果になったが、見事な準優勝といえよう。また、３回目の出場にして、昨年準優
勝の日本女子体育大学を破って３位入賞を果たした神戸親和女子大学は今後も目を離せな
いだろう。（中京女子大 水谷 博）

１．東 京 女 子 体 育 大 学 １

２．関 西 外 国 語 大 学 14 １
０

３．早 稲 田 大 学 ０
東女体大

４．新島学園女子短期大学 ０ ２
１

５．東 海 女 子 大 学 ６ ０

６．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ０
３

７．日 本 体 育 大 学 12

８．信 州 大 学 １ ３
０

９．鳥 取 女 子 短 期 大 学 21 ０
日体大 優

10．龍 谷 大 学 １ 勝
２

11．東 海 大 学 ０ ０ 東
京

12．中 京 大 学 １ 女
子

13．武 庫 川 女 子 大 学 ３ 体
育

14．東 京 学 芸 大 学 10 ０ 大
学

15．香 川 大 学 ０ ０

16．園 田 学 園 女 子 大 学 ５ 園田女大
４ ３

17．淑 徳 大 学 １
２

18．国 士 舘 大 学 １
０

19．福 岡 大 学 ４

20．中 京 女 子 大 学 ４ ０
０

21．岡 山 理 科 大 学 ０ ２
神戸親和大

22．仙 台 大 学 １
３

23．神 戸 親 和 女 子 大 学 13 ６

24．日 本 女 子 体 育 大 学 ０
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決勝戦の結果
東京女子体育大学：０１００００２ ３（東）○増淵－武井
園田学園女子大学：０００００００ ０（園）●小島－桝本
東京女子体育大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）Ｄ五十嵐清夏 一ゴロ 投ゴロ 左邪飛 ３バ安
（二）６佐藤 理恵 中前安 左 飛 左 飛 ５犠バ
（三）５平下 真弓 遊ゴロ 二ゴ失 左越2B 左犠飛
（四）⑦見月 志保 右 飛 二ゴロ 遊ゴロ 右前安

Ｒ稲垣 彩子 Ｒ
（五）３神田 多栄 左中2B 中前安 三ゴロ
（六）９豊住 良重 ５犠バ ５犠バ

Ｈ太田真紀子 中前安
９山下しのぶ 遊ゴロ

（七）①増淵まり子 中前安 四 球 二ゴロ
Ｒ藤原 智子 Ｒ

（八）④品川 典子 三犠バ 三ゴロ
Ｈ谷合美智子 遊ゴロ

（九）⑧大沼由紀子 三 振 遊内安
Ｈ岡田麻紀子 投 直

DH守備２武井 沙織
園田学園女子大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）４大西 真弓 遊 直 中 飛 三 振
（二）Ｄ幅中 瑠理 三ゴロ 三 飛 三 振
（三）８前田 幸子 三 振 三 振 二ゴロ
（四）６高 祐紀子 一ゴロ 三 振
（五）３弓場 彰子 投ゴロ 三 振
（六）７松本 千代 一邪飛 遊ゴロ
（七）⑤松浦香菜美 左 飛

Ｈ大澤 亜弓 三 振
（八）２桝本 亜希 二 飛 三 振
（九）９三村 朋子 三ゴロ 三 振
DH守備１小島優佳利
増淵投手完全試合の内容：内野ゴロ６、内野フライ２、外野フライ２、邪飛１、三振10
戦評：東京女子体育大学３年連続12回目の優勝!! 二回表東京女子体育大学は先頭打者の
神田が左中間を破る２塁打で出塁、豊住が送ったあと投手の増淵が二遊間突破の的適時打
を放ち、先制点を挙げた。７回にも無死一・二塁を確実に送り、平下のレフト犠牲フライ
と適失を誘って２点のダメを押した。園田学園は増淵投手の前に完全に押さえ込まれ、昨
年に続いての完全試合で完敗した。増淵投手は、オリンピック代表として貫禄完全試合達
成で優勝戦に華を添えた。（記録員 寺岡慶介）
女子大会打撃ベストテン（規定打席数７以上）
左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試

選 手 名 大 学 名 塁 打撃率
打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合
○ ４ 矢野美智子 福 岡 ７ ７ ５ １ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ７１４ ２
○ ３ 長澤 泉 龍 谷 ７ ７ ５ １ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ・ ７１４ ３
○ 84 三浦美紀子 鳥取女短 ９ ８ ５ ４ ３ ・ ・ １ １ １ １ ・ ６２５ ２
○ ４ 藤本 索子 日本体育 ８ ８ ５ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ３ ・ ６２５ ３
○ ５ 平川香奈子 武 庫 川 ７ ７ ４ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ５７１ ２
○ ７ 島田佳代子 神戸親和 12 ９ ５ ４ １ １ １ １ １ ・ ４ ・ ５５６ ３

３ 神田 多栄 東 女 体 13 11 ６ ２ １ ２ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ５４５ ４
○ ７ 増田由香里 東京学芸 ８ ６ ３ ４ ・ ・ ２ ・ １ ３ １ ・ ５００ ２

６ 一条 美紀 東京学芸 ９ ９ ４ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ５００ ２
６ 佐田 智美 日本体育 ９ ９ ４ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ４４４ ３
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女子大会上位チーム投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負

選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

増淵まり子 東 女 体 28 88 88 ３ ・ ・ ・ ・ 38 ・ 313 0.00 ４ ０

綾部 稚恵 東海女子 13.1/3 48 48 ６ ・ ・ ・ ・ ９ ・ 155 0.00 ２ ０

小島優佳利 園田学園 25.1/3 97 86 19 ３ ２ ６ ５ 10 ・ 350 0.55 ４ １

松本 薫 神戸親和 24 95 87 17 ３ ２ ２ ６ 29 ・ 325 0.58 ３ １

寺原 満美 日本体育 17 66 60 11 ２ ２ ４ ２ 10 ・ 223 0.82 ２ １

池谷 絢子 東京学芸 13 59 55 16 ３ ２ ２ ２ 13 ・ 219 1.08 １ １

山下 郁代 龍 谷 21 77 72 14 ４ ４ ２ ３ 20 ２ 289 1.33 ２ １

仲 間

東京女子体育大学主将 平下 真弓

『勝った！！ 私達は勝ったんだ。』

この瞬間応援団の人達、保護者の方々、そしてベンチが歓喜の声に包まれた。インカレ３連

覇を成し遂げた。

大学生にとって最大の大会であるこの大会を目指し、毎日練習に励んできた。その思いが今

やっと報われたと思うと本当に嬉しかった。そしてすばらしい仲間と共に喜びを分かち合い、

戦い抜く事が出来て本当によかったと思う。

インカレの初日は思う様な試合ができず『このような状態で本当に勝てるのだろうか？優勝

は出来るのだろうか？』という不安な気持ちで、みんなの表情に焦りが色濃く表れていた。

その夜、４年生全員が一つの部屋に集まり話し合いを開いた。私は応援してくれる仲間達に不

甲斐ない試合をしてしまい申し訳ないという気持ちでいっぱいだった。しかしみんながかけて

くれた言葉はまったく違っていた。

｢勝たなくてはいけないという気持ちが強すぎる、悔いのないように楽しくやればいい。」

私はその言葉に感激した。勝ちたいという気持ちばかりが先走り､チームプレーを忘れていた

事に気付き、私達には応援団が付いてくれている！この事を実感した時、涙が止まらなかった。

そして明日は気負う事なく全員で楽しくプレーしようと心に決めた。

そして翌日のベンチの雰囲気は初日とはまったく違っていた。『楽しい､本当に楽し

い！！』初戦とは違った雰囲気で試合が出来た。それはみんなも同じだったと思う。そして決

勝戦。各々が自分の仕事をしっかりと果たし理想的な試合で優勝する事が出来た。とても嬉し

く、そして感動した････。

私はこの優勝を応援してくれた全ての人達､影で支えてくれた仲間達と共に分かち合いたい。

ベンチと応援団の心が一つになり、一緒に戦い、支えてくれた仲間がいたからこそ成し遂げら

れた３連覇だと思う。

そして、来年は後輩達にも４連覇という新しい目標を持って頑張って欲しいと思う。
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第27回全日本大学男子・女子ソフトボール東西対抗結果

女子試合結果

西軍：００００１０１ ２（西）●宮原・松本・小長井－桝本
東軍：０２０００１Ｘ ３（西）○増淵・寺原・増淵－鈴木

西 軍 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

一 ４ 大西(園田学園) 三 振 三 振 中前安 三 振

二 ５ 薦田(龍 谷) 三ゴロ 三 振 三犠バ

三 ９ 前田(園田学園) 三 振 三 振 二ゴロ (塁上死)

四 ８ 安田(中 京) 三 振 遊内安 中前安

五 ６ 高 (園田学園) 遊ゴロ 右３Ｂ 左前安

PR 幅中(園田学園) Ｒ

六 ⑦ 小倉(神戸親和) 二ゴロ 三ﾊﾞﾝﾄ

H7 松本(園田学園) 三 振

七 Ｄ 本荘(龍 谷) 三ゴロ 中 直 三 振

八 ３ 計盛(神戸親和) 右ゴロ 三 振 中前安

九 ２ 桝本(園田学園) 三 振 一ゴロ 死 球

DH守備１宮原(武庫川)・松本(神戸親和)・小長井(東海女子)

東 軍 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

一 ５ 平下(東京女体) 二ゴロ 中２Ｂ 三 飛 三 振

二 ８ 野田(日本体育) 三 振 三 振 四 球

三 ２ 鈴木(日本体育) 左前安 二 飛 三 振

四 ⑦ 見月(東京女体) 三 振 死 球

R7 千葉(日本女体) (塁上死) 四 球

五 ３ 永原(日本体育) 左前安 中 飛 遊ゴロ

六 ９ 神田(東京女体) 左前安 三ゴロ 中２Ｂ

七 ⑥ 高崎(淑 徳) 左前安 捕 失

H6 一条(東京学芸) 三 振

八 ① 増淵(東京女体) 二ゴロ 三 振

H1 寺原(日本体育) 遊 飛

九 ４ 藤本(日本体育) 一 飛 三 振 一犠バ

総評：注目の増淵投手（東女体）が予想通りの素晴らしいピッチングで１回表から観客を魅

了した。４回までノーヒット、毎回の７奪三振であった。試合の方は、東軍が２回裏に３連

打で満塁のチャンスをつくり、平下選手（東女体）の見事なタイムリーで２点を先行した。

一方、西軍は５回に高選手（園田学園）のライトオーバーで１点、さらには最終回にピンチ

を迎えて再出場した増淵から計盛選手（神戸親和）が執念のセンター前ヒットを放ち、１点

差まで詰め寄ったが、あと一歩及ばなかった。オリンピック出場の増淵投手を西軍の地元の

西宮に迎えたということもあって、選手、観客とも近年まれにみる盛り上がりの中で行われ

た好ゲームであった。

【クリニック】

女子と男子のゲームの間に、中学生・高校生を対象に、選手達によるクリニックが行われ

た。参加者１５０余名を、投手部門、守備部門（投と捕）、打撃部門（スイングチェック）

に分け、吉野監督（東女体）、板谷監督（園田学園）、細田コーチ（東女体）がそれぞれを

コーディネートした。１時間という短い時間であったため、技術的な定着や深まりはなかっ
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たかもしれないが、受講生の子どもたちが身近なプレイやーと交流する中でこれからの刺激

や励みになるという当初の目的は達成できたのではないかと思っている。

男子試合結果

東軍：１００００００ １（東）●川口・加藤－渡辺
西軍：４１０２００Ｘ ７（西）西條・○竹下・澤岻－高橋・太田

東 軍 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

一 ６ 斉藤(東 海) 右前安 三 振

H6 津本(日本体育) 左 飛 三 振

二 ４ 高波(仙 台) 右前安 三 振

H4 新井(城 西) (８ＯＳ) 遊 直 右 直

三 １ 川口(日本体育) 右 飛 右前安

H1 加藤(東 海) 中 飛

四 ５ 臼井(東 海) 中 飛 遊ゴロ 三 振

五 ７ 気田(国 士 舘) 三 振 四 球 四 球

六 ８ 花田(日本体育) 三 振 三邪飛 左２Ｂ

七 ３ 岡 (日本体育) 中前安 三 振 三 振

八 ２ 渡辺(東 海) 中 飛 三 振 三 振

九 ９ 佐藤(日本体育) 中 飛

９ 多胡(東 海) 四 球 遊ゴロ

西 軍 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

一 ５ 江上(福 岡) 三バ安 遊内安 三 振 一ゴロ

二 ８ 樋口(京都産業) 遊内安 投 失 投 飛 遊内安

三 ７ 橋口(中 京) 左２Ｂ 四 球 右安失 三 振

７ 丸野(九州共立)

四 Ｄ 小島(関 西) 死 球 死 球 二 失 中 飛

五 ２ 高橋(関 西) 中２Ｂ 三 振

２ 太田(福 岡) 中 飛 左邪飛

六 ９ 中村(関 西) 三 振 遊ゴロ 中３Ｂ 三 振

七 ４ 高橋(関 西) 三邪飛 中前安 中 飛

八 ６ 福井(中 京) 一ゴロ (塁上死) 三 振 遊 飛

九 ３ 田中(福 岡) 遊内安 投内安 右邪飛

DH守備１西條(京都産業)・○竹下(神戸学院)・澤岻(福岡)

総評：初回、東軍がヒットとエラーで１点を先行したが、その裏、西軍は川口投手（日体

大）の乱調につけ込み、２本の２塁打を含む４安打を集中させて一気に４点を奪った。その

後は終始西軍のペースでゲームは進み、終わってみれば７－１で西軍の勝利であった。ゲー

ムを通してみると、いくつか男子らしい力強さも見られたが、もう少し集中力を高めたプレ

ーを見たかった。（関西学生ソフトボール連盟理事長 森田啓之）

対戦成績 男子西軍の13勝14敗，女子東軍の22勝（６年連続）５敗

表彰選手 最優秀選手賞 男子：樋口陽浩中堅手（西軍、京都産業大学）

女子：平下真弓三塁手（東軍、東京女子体育大学）

敢 闘 賞 男子：加藤大樹投 手（東軍、東海大学）

女子：高祐紀子遊撃手（西軍、園田学園女子大学）
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第６回全日本女子短期大学ソフトボール大会

会期：平成12年８月18日(金)～８月20日(日)

会場：明星大学日野キャンパス野球場

１．大 阪 国 際 女 子 短 期 大 学 ９
優

２．新 島 学 園 女 子 短 期 大 学 ２ ４
２ 勝

３．大 阪 成 蹊 女 子 短 期 大 学 ６ ０
淑

４．東 海 女 子 短 期 大 学 １
１ 徳

５．関西外国語大学短期大学部 ６
短

６．淑 徳 短 期 大 学 ９
期

７．名 古 屋 明 徳 短 期 大 学 ０ ６
２ 大

８．武庫川女子大学短期大学部 10
１ 学

９．盛 岡 大 学 短 期 大 学 部 １
１

10．大 谷 女 子 短 期 大 学 16 ３

11．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ０

大会感想

会場を緑豊かな多摩地区に移して開催され、決勝戦は３年連続優勝の大阪国際女子と第１

回優勝の淑徳が勝ち上がり、最終回、淑徳が１点を挙げサヨナラ勝ち、２回目の優勝を遂げ

た。初出場の大谷女子の３位に入る活躍と盛岡大学が出場６回にして初得点を記録したこと

は記しておかなければならない。

なお、開会式の中で３年連続優勝の大阪国際女子短期大学が特別表彰を受けた。また、明

星大学日野キャンパスは東京の南西部に位置し、交通の便が良く、宿泊施設も近くて、この

会場で来年も是非開催の声が参加チームから聞かれた。 特に印象に残った選手としては、

最優秀選手に輝いた渡辺智子内野手子手（淑徳短期大学）と優秀選手の表彰を受けた福村智

美投手（大阪国際女子短期大学）があげられる。（記録長 高田力士）

大会打撃ベストテン（規定打席数７以上）

左 位 選 手 名 短 大 名 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 打撃率 試
塁

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

48 吉澤 純子 武庫川 ７ ６ ５ ２ ４ ・ １ ・ ・ ・ ４ ・ ８３３ ２

○ ５ 中越 規菜 大阪国際 11 10 ７ ４ ２ ・ １ ・ ・ ・ ３ ・ ７００ ３

５ 森上ゆきの 大阪成蹊 ７ ６ ４ １ １ １ ・ ・ ・ １ ２ ・ ６６７ ２

○ ７ 増野 由佳 関西外語 ７ ６ ４ ３ ・ ・ １ ・ ・ ・ ２ ・ ６６７ ２

○ ８ 須藤亜由美 関西外語 ７ ５ ３ １ １ ２ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ６００ ２

３ 福村 智美 大阪国際 ９ ９ ５ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ・ ５５６ ３

９ 南 みどり 関西外語 ７ ６ ３ ２ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５００ ２

４ 藤井 麻妃 大阪国際 11 11 ５ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ４５５ ３

○ ６ 水野 絵美 淑徳 11 11 ５ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ４５５ ３

９ 植松美由紀 大阪国際 10 ７ ３ １ ２ １ １ １ ・ ・ ４ ・ ３３３ ３
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第15回東日本大学ソフトボール選手権大会
会期：平成12年６月23日(金)～６月26日(月)

会場：坂戸市民総合運動公園、鶴ヶ島市農村広場、

埼玉県農業大学グラウンド、

毛呂山町西戸グラウンド・大類グラウンド

男子組合せ

１．東 海 大 学

２．国 士 舘 大 学

３．城 西 大 学

４．千 葉 大 学

５．早 稲 田 大 学

６．文教大学情報国際学部

７．関 東 学 園 大 学

８．信 州 大 学

９．中 央 大 学

10．埼 玉 大 学

11．八 戸 工 業 大 学

12．学 習 院 大 学

13．仙 台 大 学

14．東 京 理 科 大 学

15．日 本 大 学

16．東 京 大 学

17．福 島 大 学

18．文 教 大 学

19．日 本 大 学 工 学 部

20．東 京 国 際 大 学

21．明 星 大 学

22．国 際 武 道 大 学

23．明 治 大 学

24．明 海 大 学

25．高 崎 経 済 大 学

26．慶 應 義 塾 大 学

27．山 梨 学 院 大 学

28．筑 波 大 学

29．日本大学生物資源科学部

30．都 留 文 科 大 学

31．日 本 体 育 大 学
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女子組合せ

１．日 本 体 育 大 学

２．早 稲 田 大 学

３．文 教 大 学

４．仙 台 大 学

５．創 価 大 学

６．相 模 女 子 大 学

７．学 習 院 大 学

８．東 京 女 子 体 育 大 学

９．日 本 大 学

10．新島学園女子短期大学

11．盛岡大学・短期大学部

12．国 士 舘 大 学

13．東 海 大 学

14．順 天 堂 大 学

15．中 央 大 学

16．淑 徳 大 学

17．東 京 学 芸 大 学

18．筑 波 大 学

19．千 葉 大 学

20．日 本 女 子 体 育 大 学

大会概要：大会は雨天により実施できず、中止となった。
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第32回西日本大学ソフトボール選手権ウエルネス都城大会（男子）
会期：平成12年７月28日(金)～31日(月)
会場：都城市母智丘多目的広場・横市市民広場・梅北運動公園・

志和地市民広場

１．立 命 館 大 学 10
２．名 桜 大 学 ２

０
３．徳 島 大 学 11
４．四天王寺国際仏教大学 ５

３
５．愛 知 教 育 大 学 ６
６．鹿 児 島 国 際 大 学 ４
７．第 一 経 済 大 学 ７
８．広 島 修 道 大 学 ９

０
９．朝 日 大 学 ２
10．龍 谷 大 学 22
11．西 南 学 院 大 学 １
12．宮 崎 産 業 経 営 大 学 ７
13．兵 庫 教 育 大 学 ０
14．大 阪 大 学 ０
15．高 知 大 学 ７
16．熊 本 学 園 大 学
17．愛 知 大 学 ８
18．京 都 大 学 14

１
19．西 日 本 工 業 大 学 ０
20．九 州 大 学 10

０
21．広 島 大 学 ３
22．神 戸 学 院 大 学 14
23．京 都 産 業 大 学 ５
24．産 業 医 科 大 学 １

０
25．広 島 経 済 大 学 28
26．九 州 東 海 大 学 ２

４
27．大 阪 府 立 大 学 ６
28．四 国 学 院 大 学 17
29．愛 知 学 院 大 学 １
30．同 志 社 大 学 ０

２
31．松 山 大 学 ７
32．大 阪 体 育 大 学 ０
33．福 岡 大 学 ７
34．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 ３
35．関 西 大 学 ４
36．香 川 大 学 19

７
37．仏 教 大 学 ４
38．九 州 産 業 大 学 ０
39．大 阪 経 済 法 科 大 学
40．山 口 大 学 工 学 部 15
41．大 分 医 科 大 学 ７

42．大 阪 市 立 大 学 ８
１

43．岡 山 理 科 大 学 ３

44．中 京 大 学 ４
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第32回西日本大学ソフトボール選手権ウエルネス都城大会（女子）
会期：平成12年７月28日(金)～31日(月)
会場：都城市母智丘多目的広場・横市市民広場・梅北運動公園・

志和地市民広場

１．園 田 学 園 女 子 大 学 ３

２．九 州 産 業 大 学 ０
０

３．大 谷 女 子 大 学 ６

４．静 岡 大 学 １
３

５．大 阪 体 育 大 学 ９

６．中 京 女 子 大 学 ３

７．福 岡 大 学 １

８．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ５
０

９．兵 庫 教 育 大 学 ０

10．岡 山 理 科 大 学 １
３

11．立 命 館 大 学 20

12．中 京 大 学 ０
１

13．神 戸 親 和 女 子 大 学 ０

14．名古屋明徳短期大学 ０
１

15．龍 谷 大 学 ７

16．沖 縄 国 際 大 学 ８
０

17．鳥 取 女 子 短 期 大 学 ０

18．大 阪 国 際 女 子 大 学 ９

19．桜 花 学 園 大 学 ０
２

20．関 西 外 国 語 大 学 ３

21．大阪成蹊女子短期大学 １
０

22．九 州 女 子 大 学 ７

23．東 海 女 子 大 学 ７
０

24．岡 山 大 学 ０

25．武 庫 川 大 学

大会概要
台風６号による降雨のため、準々決勝以降の試合が実施できず、大会はやむなく中止と

なった。最後まで実施に向けてご尽力いただいた都城地区ソフトボール協会のご尽力に感
謝いたします。また、一試合もできなかった九州地区の２大学にはその悔しさを心よりお
察しいたします。（中京女子大学 水谷 博）
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第46回全日本総合男子ソフトボール選手権大会結果

会期：平成12年10月７日（土）～10日（火）

会場：静岡県島田市営球場他

日 新 製 鋼（広 島） ２
５

旭 化 成（宮 崎） １
２

大阪ＦＣソフトボールクラブ（大 阪） １
０

Ｓ・スターズソフトボールクラブ（富 山） ０
５

横 浜 ク ラ ブ（神奈川） ３
１

滝 沢 ク ラ ブ（岩 手） １
３

高 知 ク ラ ブ（高 知） ０
０

デ ン ソ ー（愛 知） １
３

住 友 金 属（和歌山） ０
11

ア ル セ 広 島（広 島） ４
２

大 連 ク ラ ブ（長 崎） ３
６

取手インディアンズ（茨 城） ９
４ 優

姿 川 ク ラ ブ（栃 木） ０
３ 勝

コザスポーツレジャーランド（沖 縄） ５
１ ホ

明 和 ク ラ ブ（三 重） ０ ン
４ ダ

山 形 県 庁（山 形） ８ エ
ン

ホンダエンジニアリング（埼 玉） ６ ジ
２ ニ

東 岡 山 ク ラ ブ（岡 山） ０ ア
２ リ

福島ソフトボールクラブ（福 島） ７ ン
１ グ

関 西 大 学（大 阪） ２
４ 埼

Ｋ Ｇ 石 狩 ク ラ ブ（北海道） ４ 玉
２

日 本 体 育 大 学（東 京） ５
０

ト ヨ タ 自 動 車（愛 知） ０
１

西 日 本 シ ロ ア リ（鹿児島） ６
５

埼 玉 県 庁（埼 玉） ９
３

か つ ら ぎ ク ラ ブ（和歌山） ２
０

鹿 屋 薬 師（鹿児島） ３
６

浜 松 市 役 所（静 岡） １
２

オ ー ル 武 生（福 井） ４
３

秩 父 ノ ー ス タ ー ズ（埼 玉） １
４

香川興産ソフトボールクラブ（香 川） １
４

ツ ヅ キ グ ロ ー バ ル（大 阪） ８
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第52回全日本総合女子ソフトボール選手権大会結果

会期：平成12年10月５日（木）～８日（日）

会場：宮城県女川町総合運動公園

東京女子体育大学（東 京） ３
１

静 甲（静 岡) ０
０

三 洋 島 根（島 根） ２
０

日 立 工 機（茨 城） ３
３

大 和 電 気 工 業（長 野） ０
０

大 徳（東 京） １
１

Ｎ Ｅ Ｃ 山 梨（山 梨) １
３

豊田自動織機製作所（愛 知） ８
１

東 邦 銀 行（福 島) １
１

デ ン ソ ー（愛 知） ０
０

ホンダエンジニアリング（埼 玉） ２
２

シ オ ノ ギ 製 薬（兵 庫） ３
０ 優

Ｙ Ｋ Ｋ 黒 部（富 山） １
７ 勝

日立製作所ソフトウエア（神奈川) ２
３ 豊

東 芝 北 九 州（福 岡) ０ 田
０ 自

日 本 体 育 大 学（東 京） ６ 動
織

伊 予 銀 行（愛 媛） ４ 機
０ 製

東 海 女 子 大 学（岐 阜） １ 作
１ 所

日 本 精 工（滋 賀) ０
５ 愛

戸田中央総合病院（埼 玉） １ 知
０ 県

浦 島 海 苔（熊 本） ０
３

太 陽 誘 電（群 馬） ２
０

園田学園女子大学（兵 庫） ０
２

ト ヨ タ 自 動 車（愛 知） ９
０

大阪国際女子大学（大 阪） ０
１

Ｙ Ｋ Ｋ 四 国（香 川） ６
４

大 鵬 薬 品（徳 島） ０
２

日 立 高 崎（群 馬） ３
１

佐賀オールスターズ（佐 賀） ０
２

ＦＵＫＵＪＵＳＯ－ＯＧＡＫＩ（岐 阜） ９
２

福 島 橘 ク ラ ブ（福 島） ０
８

ミ キ ハ ウ ス（大 阪） ７
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北海道・東北地区

平成12年度 東北地区大学ソフトボール春季大会

【男子南ブロック結果】

会場 福島市：福島大学グラウンド、郡山市：日大工学部グラウンド

期日 ４月29日（土）・５月４日（木）・５日（金）

チ ー ム 福島大 仙台大 東北大 日 大 宮教大 順位（得失点差）

○ ○ ○ ○
福 島 大 ４戦全勝 優 勝

２－１ 16－４ ６－５ ７－２

● ● ○ ○ ２勝２敗
仙 台 大 準優勝

１－２ ５－８ 12－３ ６－０ (24-13=11)

● ○ ● ○ ２勝２敗
東 北 大 ３ 位

４－16 ８－５ ３－５ 12－１ (27-27=０)

● ● ○ ○ ２勝２敗
日大工学部 ４ 位

５－６ ３－12 ５－３ ７－１ (20-22=-2)

● ● ● ●
宮城教育大 ０勝４敗 ５ 位

２－７ ０－６ １－12 １－７

２～４位は、３チームが２勝２敗の同率のため得失点差によって順位を確定した。

【男子北ブロック結果】

会場 八戸市：八戸工大グラウンド

期日 ５月14日（日）

○盛岡大学 11－６ ●八戸工大

【女子結果】

会場 北上市：展勝地公園グラウンド

期日 ５月６日（土）

○仙台大学 23－０ ●宮城教育大

【総評】

春季大会はリーグ戦方式で行うのが原則であるが、新学期早々のためか、男子北ブロッ

ク及び女子についてはメンバーがそろわないために不参加するチームもあり、上記のよう

な実態であった。男子については南北のバランスが極端に崩れており、地区の１本化を検

討する時期に来ているのかもしれない。南ブロックは、力が拮抗していて、２勝２敗で３

チームが並ぶという珍しい展開となった。このことは、どのチームもインカレに出場する

チャンスがあるということであり、地区の活性化につながり、おもしろいシーズンになっ

てほしいものである。
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平成12年度 東北地区大学ソフトボール秋季大会

会場 宮城県柴田町：柴田町多目的グラウンド・並松グラウンド

期日 10月14日（土）・15日（日）

【男子トーナメント戦結果】

東 北 大 ７

５

福 島 大 ０

３

弘 前 大 １

６

宮城教育大 ５

仙台大

日大工学部 ６

１

盛 岡 大 ５ ５

仙 台 大 10

【女子リーグ戦結果】

チ ー ム 仙台大 宮教大 盛岡大 勝敗 順位

○ ○
仙 台 大 14－０ 13－０ ２戦全勝 優勝

● ○
宮 城 教 育 大 １勝１敗 ２位

０－14 19－12

● ●
盛岡大・短大部 ０勝２敗 ３位

０－13 12－19

【総評】

好天に恵まれ予定どおりの日程で大会を終えることができた。結果は、男女とも仙台大

学の優勝という順当なかたちとなったが、参加チームが男子７チーム、女子３チームとい

うことで、いまひとつ盛り上がりに欠けた。ちなみに、登録チームは男子８チーム、女子

５チーム（女子のうち１チームは北海道の大学のため、インカレ予選以外の春秋の定期戦

には参加していない）である。登録全チームの参加が望まれる。

部員の減少・登録チームの減少の中で、南北ブロックのことだけでなく、春秋の地区大

会全体について、抜本的に再検討する時期に来ているといえる。
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関東地区

第１回「峠のまち」Matsuida Cup男・女大学ソフトボール強化大会

【大会開催の経緯】

本大会は、地理的条件から練習試合の機会に苦慮していた茨城県・群馬県・山梨県・長

野県の男子チームを集めて実施されていた『北関東甲信大学ソフトボールリーグ大会』が

その前身である。インカレ予選を控えて、できるだけ多くの試合経験を目標とした教育リ

ーグ的大会であり、昭和62（1987）年から４県持ち回りで開催してきたが、かねてより運

営上の困難さから定住の場を求めていた。

そのようなとき、群馬県松井田町より町営グラウンドの無料提供や表彰など、大会運営

に関して絶大なるご支援の申し出があり、今年度から女子のチームも加えて、従来の大会

は新たに『「峠のまち」Matsuida Cup 男・女大学ソフトボール強化大会』へと発展的解

消をした。（高崎経済大学 高橋伸次）

期 間 平成12年４月29日（土）～30日（日）

会 場 群馬県碓氷郡松井田町

横川ふれあい運動公園野球場・坂本スポーツ広場

西横野多目的広場野球場・小日向農村広場

主 催 松井田町・北関東甲信大学ソフトボールリーグ

主 管 群馬県ソフトボール協会・安中市ソフトボール協会

高崎経済大学・新島学園女子短期大学

後 援 松井田町教育委員会・松井田町体育協会

協 賛 内外ゴム株式会社・大塚製薬株式会社

【男子の部大会成績】

チーム名 長 野 信 州 筑 波 山梨学院 都留文科 高崎経済 勝 点 順 位

長 野 ＊ ●10－11 △４－４ ○９－８ ●６－10 ●11－14 ３ ⑤

信 州 ○11－10 ＊ ●２－７ ●10－13 ●１－11 ●５－12 ２ ⑥

筑 波 △４－４ ○７－２ ＊ ●８－14 ○８－２ ●１－９ ５ ③

山梨学院 ●８－９ ○13-10 ○14－８ ＊ ●２－12 ●８－10 ４ ④

都留文科 ○10－６ ○11－１ ●２－８ ○12－２ ＊ ●２－５ ６ ②

高崎経済 ○14－11 ○12－５ ○９－１ ○10－８ ○５－２ ＊ 10 ①
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【女子の部大会成績】

チーム名 順 天 堂 仙 台 信 州 相模女子 東 海 新島学園 勝 点 順 位

順 天 堂 ＊ ●０－10 ○６－５ ●０－10 ●１－６ ●３－５ ２ ⑤

仙 台 ○10－０ ＊ ○11－１ ○５－１ ○２－０ ○６－０ 10 ①

信 州 ●５－６ ●１－11 ＊ ●２－14 ●０－10 ●１－２ ０ ⑥

相模女子 ○10－０ ●１－５ ○14－２ ＊ ●３－４ ○４－１ ６ ③

東 海 ○６－１ ●０－２ ○10－０ ○４－３ ＊ ○９－２ ８ ②

新島学園 ○５－３ ●０－６ ○２－１ ●１－４ ●２－９ ＊ ４ ④

第８回 関東学生ソフトボール選手権大会

会 期 平成12年５月19日（金）～21日（日）

会 場 小田原市酒匂川スポーツ広場 他

主 催 関東学生ソフトボール連盟・小田原ソフトボール協会

共 催 全日本大学ソフトボール連盟・関東ソフトボール協会

主 管 神奈川県ソフトボール協会

結 果

【男子】

大会初日は朝から小雨が降る肌寒い天候の中、酒匂川を挟んだ各会場で熱戦が繰り広げ

られた。インカレへの出場権をかけた大会だけに各チームとも意気込みの高い試合の連続

であったが、序盤戦を見る限り力の差が看取できる試合が多かった。覇権の行方は、総合

力に勝る「東海大学」が２年ぶりに奪取した。事実上の決勝と思われた「国際武道大学」

との準決勝戦では、遠藤（国武）、加藤（東海）両投手による息詰まる投手戦となったが、

遠藤投手の唯一のコントロールミスがキャッチャーミットを嫌い、それが決勝点となった。

今年の大会では、加盟20大学のうち参加したのは15大学にとどまり（明海大学が直前に

キャンセル）、チャンピオンシップをめざすチームとそうでないチームとの分極化が窺え

るものとなった。今後、連盟としてもモチベーションの低くなっているチームの再生をに

らんだ対応策を考えなければならない時期にきているのかも知れない。

なお、第35回全日本大学選手権大会には東海、国武のほか、「城西大学」「関東学園大

学」が出場権を獲得した。
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関 東 学 園 大 学 13
７

茨 城 大 学 １
１

都 留 文 化 大 学 ７
２

埼 玉 大 学 ６
３

筑 波 大 学 12
４

千 葉 大 学 ７
２

東 京 理 科 大 学 ０
８

城 西 大 学 ５
東海大学

高 崎 経 済 大 学 ５
12

国 際 武 道 大 学 14
０

文 教 大 学 18
０

東 京 国 際 大 学 ３
５

山 梨 学 院 大 学 21
０

日本大学生物資源科学部 ５
１

明 海 大 学 ０
18

東 海 大 学 ７

【女子】

大会の結果は、過去三年間と変わらず「淑徳大学」「東海大学」「新島学園女子短期大

学」がインカレ出場権を獲得した。そういったなかで、特筆すべきは２回戦で常勝・淑徳

と対戦した「相模女子大学」であった。ここ数年の相模はチーム力では関東地区１・２を

争う強豪であるが、毎年組み合わせに恵まれずに涙をのんでいる。今年も淑徳相手にチー

ム一丸となってあわやの場面をいくつも作ったが、その健闘は大いに讃えたい。

淑徳大学は、相模戦での苦戦以外は危なげのない勝ち方であった。選手もよく鍛えられ

ており、人見監督の好采配とあいまって当分のあいだ王座は揺るぎそうにない。東海大学

は、毎年得点力の低さに悩んでいたが、今年は１年生の活躍で得点力が増したことが注目

された。また、新島学園は短大ということでチーム力を維持するのが難しいにもかかわら

ず、代表権を獲得したのは立派であった。

淑 徳 大 学 ３

順 天 堂 大 学 ０ ７
２

相 模 女 子 大 学 ３
５

筑 波 大 学 １
０

文 教 大 学 14
淑徳大学

東 海 大 学 11
４

都 留 文 化 大 学 ０
０

千 葉 大 学 ０
１

新島学園女子短期大学 ９

代表決定戦

文 教 大 学 ５
新島学園女子短期大学

新島学園女子短期大学 ６
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第31回関東大学男子・女子ソフトボール選手権大会

主 催 関東大学ソフトボール連盟、関東ソフトボール協会

主 管 神奈川県ソフトボール協会・相模原市ソフトボール協会

後 援 神奈川県教委・(財)神奈川県体育協会・相模原市教委・(財)相模原市体育協会

協 賛 ナガセケンコー(株)・内外ゴム(株)

会 期 平成12年10月27日（金）～30日（月）

会 場 相模原市ひばり球場・昭和橋スポーツ広場・

県立弥栄西高校・三栗山スポーツ公園・愛川町田代運動公園

【女子試合結果】

１．東 京 女 子 体 育 大 学 15

２．創 価 大 学 14 ４
０

３．千 葉 大 学 １ 東女体大
17

４．日 本 大 学 ０
１

５．東 海 大 学 ７

６．桜 美 林 大 学 ０ ４
７

７．相 模 女 子 大 学 14

８．早 稲 田 大 学 ７ ０ 優
４ 相模女大 勝

９．筑 波 大 学 ０ ０
東

10．新島学園女子短期大学 ５ 京
女

11．日本大学生産資源科学部 ０ 子
体

12．東 京 芸 術 大 学 10 １ 育
６ 大

13．順 天 堂 大 学 ０ 日女体大 学
０

14．国 士 舘 大 学 13
０

15．都 留 文 科 大 学 ０ 11

16．日 本 女 子 体 育 大 学 16 ０

17．文 教 大 学 ８
０

18．学 習 院 大 学 １

19．淑 徳 大 学 44 ７
２ 淑徳大

20．中 央 大 学 ０ ７
０

21．日 本 体 育 大 学
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【男子試合結果】
１．日 本 体 育 大 学 10

２．埼 玉 大 学 ４ 23
１

３．早 稲 田 大 学 ６ ３

４．山 梨 学 院 大 学 ０
０

５．東 京 大 学 12 国際武道大
７

６．文 教 大 学 12
１

７．明 星 大 学 14
４

８．国 際 武 道 大 学 18
14

９．成 蹊 大 学 ０
３

10．都 留 文 科 大 学 ７
２

11．慶 應 義 塾 大 学 １
１

12．東 京 理 科 大 学 ９
11

13．桜 美 林 大 学 ２
１

14．関 東 学 園 大 学 15 東京理科大
16

15．武 蔵 工 業 大 学 ０ 優
０ 勝

16．中 央 学 院 大 学 ３
１ 国

17．文教大学国際情報学部 14 士
舘

18．茨 城 大 学 ９ 大
学

19．日 本 大 学 14 ８
２

20．筑 波 大 学 16
７

21．杏 林 大 学 ２ 学習院大
０

22．東 京 国 際 大 学 17
２

23．専 修 大 学 ４
３

24．明 海 大 学 ０
９

25．学 習 院 大 学 12
４

26．日本大学生産資源科学部 ９
６

27．東 京 学 芸 大 学 ２
８

28．千 葉 大 学 ３
27

29．国 士 舘 大 学 ９
10

30．城 西 大 学 ３ 国士舘大
０

31．中 央 大 学 １
０

32．東 海 大 学 ７
８

33．高 崎 経 済 大 学 ０
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北信越地区

第６回北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼文部大臣杯第35回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成12年５月27・28日

主催：北信越地区大学ソフトボール連盟

会場：新潟県上越市 上越市営ソフトボール場

【試合結果】

＜男子＞

福 井 大 学 ３

長 野 大 学 ８ ７

10

信 州 大 学 １

富山大学

金 沢 大 学 ８

０

富山国際大学 １

８

福井県立大学 ０

８

富 山 大 学 19

＜女子＞

上越教育大学 10

長 野 大 学 ２ ０

14

金 沢 大 学 25 信州大学

信 州 大 学 ９

24

富 山 大 学 ７

【総評】

男子の決勝戦は非常な接戦でお互い互角と思われましたが、わずかに富山大学の主将の

抜群の打撃によって勝ちを収めました。

女子は決勝戦の金沢とかなりの大差で勝ったのですが、準決勝の富山大学とは９：７で

勝っています。信州と富山は力量的には似通っていると思われます。（黒田重靖 富山大

学）
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第７回北信越地区大学男子・女子ソフトボール新人戦結果

主催 北信越地区大学ソフトボール連盟

主管 福井市ソフトボール協会・北信越ソフトボール協会

後援 福井県

会期 平成12年10月７・８日

会場 福井市開発グラウンド・町屋グラウンド

【試合結果】

＜男 子＞

福 井 大 学 ７
14

長 野 大 学 ８
９

富 山 大 学 ６
優勝 長野大学

富山国際大学 ８
13

福井県立大学 ６ 抽選
１

金 沢 大 学 ２
13

信 州 大 学 ６

＜男子敗者戦＞

福 井 大 学 14

富 山 大 学 ４

金 沢 大 学 14

福井県立大学 ５

男子大会打撃ベストテン（規定打席数４以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

４ 笠原 豊 信 州 ７ ５ ４ ４ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ２ ・ ８００ ２

２ 三森 大祐 信 州 10 ８ ６ ７ ３ ・ ２ ・ ・ ３ １ ・ ７５０ ３

○ １ 有馬 毅 信 州 ７ ７ ４ ３ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５７１ ２

○ ６ 井出 壮 長 野 10 ９ ５ ５ ５ ・ １ ・ ・ ２ ２ １ ５５６ ３

８ 若林 功 長 野 10 ６ ３ ３ ５ ２ ２ ・ ・ ２ １ ・ ５００ ３

６ 野沢 覚 富山国際 11 11 ５ ４ ６ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ４５５ ３

３ 佐藤 博俊 長 野 ８ ７ ３ ２ ２ ・ １ ・ ・ １ ２ ・ ４２９ ３

DH 戸村 陽介 長 野 ５ ５ ２ １ ３ ・ ・ ・ １ ・ １ ・ ４００ ２

５ 中島 一志 富山国際 11 ９ ３ ４ １ ・ ２ ・ ２ ２ ２ ・ ３３３ ３

５ 大川内 聡 長 野 10 ９ ３ ４ １ ・ １ ・ ２ ４ ・ ・ ３３３ ３

男子大会上位チーム投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

吉村 和也 長 野 18 82 72 20 14 ７ ３ ６ 12 １ 266 2.72 ３ ０

松村 一哉 富山国際 18 100 91 31 33 14 １ ８ ８ ２ 306 5.44 ２ １

南 信次 福 井 ４ 25 17 ６ ９ ３ ２ ６ ・ ・ 88 5.25 0 １
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＜女 子＞

信 州 大 学 10

11

富 山 大 学 ０

優勝 富山大学

上越教育大学 １ ９

金 沢 大 学 ７

＜女子三位決定戦＞

金 沢 大 学 ７

三位 金沢大学

上越教育大学 ４

女子大会打撃ベストテン（規定打席数４以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

○ ２ 伊藤 葉子 上越教育 ４ ２ ２ ３ ・ ・ ２ ・ ・ ３ １ ・ 1．000 ２

８ 庄司美紀子 富 山 ８ ５ ４ ３ ４ １ ２ ・ ・ １ ２ ・ ８００ ２

○ 41 藤井 香織 信 州 ９ ９ ６ ２ ３ ・ ・ ・ ・ ２ ４ ・ ６６７ ２

○ 14 宮戸 史 信 州 ９ ８ ４ ５ ５ ・ １ ・ １ ・ １ １ ５００ ２

○ ６ 斎藤みなみ 富 山 ７ ６ ３ ４ ５ ・ １ ・ ・ １ ・ ・ ５００ ２

２ 丹羽 直美 富 山 ７ ６ ３ ３ ２ ・ １ ・ ２ １ １ １ ５００ ２

○ ７ 山中 麻美 富 山 ６ ４ ２ ３ １ １ １ ・ １ ２ ・ ・ ５００ ２

31 斎藤 佳恵 富 山 ７ ７ ３ １ １ ・ ・ ・ ２ ２ ２ ・ ４２９ ２

○ ８ 田島 幸枝 信 州 ７ ７ ３ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ３ ・ ４２９ ２

○ 13 杉橋 未穂 上越教育 ５ ５ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ２ １ １ ・ ４００ ２

女子大会上位チーム投手成績

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

杉橋 未穂 上越教育 ８ 37 35 ８ ７ ３ ・ ２ ６ ・ 142 2.63 ０ １

宮戸 史 信 州 12 54 42 ９ ８ ５ ２ 10 15 ・ 197 2.92 １ ０

藤田 裕理 富 山 11.2/3 54 50 13 ５ ５ ・ ４ 13 １ 195 3.00 ２ ０

尾関 圭子 金 沢 10 49 46 13 14 ５ １ ２ ５ ２ 170 3.50 １ １

【総評】平成12年度の北信越地区大学ソフトボール新人戦は、好天に恵まれた10月７・８

の両日、福井市において11大学の参加を得て開催されました。大会は、トーナメントに加

えて敗者戦を設け、成る可く多くの試合をと考えて行われました。

今年度は男子が長野大学、女子は富山大学が優勝しました。男子の長野大学は投手と攻
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撃の両輪がうまくかみ合ってバランスの取れたチームで、危なげなく勝ち進みました。特

に剛速球という投手ではなく、コントロールがよく守備にリズムをもたらしている。打撃

は結構良いところがあるように思え、得点もコンスタントであることから優勝は順当なと

ころといえます。準優勝の富山国際大学は、これまで実力を有しながらも上位には進出で

きなかったのですが、今年はピッチャーに恵まれ、初めての準優勝に輝きました。他のチ

ーム此からの楽しみなところで冬場のチーム作り如何ではチャンスはあると思えます。特

に投手の整備にかかっているでしょう。

女子では富山大学と信州大学が競り合って富山が逆転で逃げ切った形であったが力的に

は拮抗している。富山大学の投手はコントロールとスピードがあり、１年生ということか

ら先に期待がもたれる。他のチームも投手の整備によって良くなるチームも多いのでやは

り冬場の投手力整備にかかっていると思われます。

一般にチームは今が出発点なので来春の大会までどの様に作り上げるかにかかっていま

す。

残念なのは女子の長野大学チームが出場しなかったことでありますが、来年は出場して

くれると期待しています。

なお、新たに敦賀短期大学に男子のチームが結成され出場すること、女子も次年度には

できることが予定されているとの報告があり、更に男子チームとして長岡技術大学も出場

する予定であると聞いています。来年度が楽しみであります。（黒田重靖 富山大学）
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東京地区

平成12年度第32回東京都大学ソフトボール春季リーグ戦（男女）

会期：平成12年４月29日・30日、５月３日～６日

主催：東京都大学ソフトボール連盟

【試合結果】

☆男子１部

順 位 大 学 名 日 体 国士舘 学習院 早稲田 中 央 東 京 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 体 大 ５・０・０

５－２ ４－２ ４－２ ７－０ 12－０
● ○ ○ ○ ○

第２位 国 士 舘 大 ４・１・０
２－５ ９－２ ６－４ ８－１ 10－０
● ● ○ ○ ○

第３位 学 習 院 大 ３・２・０
２－４ ２－９ ５－２ ６－４ ８－１
● ● ● ○ ○

第４位 早 稲 田 大 ２・３・０
２－４ ４－６ ２－５ ７－１ ９－６
● ● ● ● ○

第４位 中 央 大 １・４・０
０－７ １－８ ４－６ １－７ ９－２
● ● ● ● ●

第６位 東 京 大 ０・５・０
０－12 ０－10 １－８ ６－９ ２－９

☆男子２部

順 位 大 学 名 桜美林 学 芸 慶 應 杏 林 成 蹊 日 本 勝・負・分

● ○ ○ ○ ○
優 勝 桜 美 林 大 ４・１・０

３－12 ７－３ ９－１ 12－２ ７－６
○ ● ● ○ ○

第２位 東京学芸大 ３・２・０
12－３ ３－12 ５－６ 14－５ ６－５
● ○ △ ○ ●

第３位 慶應義塾大 ２・２・１
３－７ 12－３ ５－５ ７－４ ６－７
● ○ △ ● ○

第４位 杏 林 大 ２・２・１
１－９ ６－５ ５－５ ０－11 12－７
● ● ● ○ ○

第５位 成 蹊 大 ２・３・０
２－12 ５－14 ４－７ 11－０ 10－７
● ● ○ ● ●

第６位 日 本 大 １・４・０
６－７ ５－６ ７－６ ７－12 ７－10

☆男子３部

順 位 大 学 名 東 農 明 治 明 星 文 教 日 歯 専 修 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 東 農 大 ５・０・０

９－７ ８－１ ３－１ 20－０ 11－０
● ○ ○ ○ ○

第２位 明 治 大 ４・１・０
７－９ 11－10 ８－２ 17－３ 21－４
● ● ○ ○ ○

第３位 明 星 大 ３・２・０
１－８ 10－11 ７－４ 10－２ 13－３
● ● ● ○ ○

第４位 文 教 大 ２・３・０
１－３ ２－８ ４－７ ３－０ 13－４
● ● ● ● ○

第５位 日本歯科大 １・４・０
０－20 ３－17 ２－10 ０－３ 10－３
● ● ● ● ●

第６位 専 修 大 ０・５・０
０－11 ４－21 ３－13 ４－13 ３－10
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☆男子４部

順 位 大 学 名 一 橋 東 洋 東 経 武蔵工 ＩＣＵ 帝 京 勝・負・分

○ ○ ● ○ ○
優 勝 一 橋 大 ４・１・０

14－11 16－３ 10－17 28－３ 21－２
● ○ ○ ○ ○

第２位 東 洋 大 ４・１・０
11－14 ９－８ 13－３ 23－11 17－１
● ● ○ ○ ○

第３位 東京経済大 ２・３・０
３－16 ８－９ 17－７ 14－12 24－14
○ ● ● ○ ●

第３位 武蔵工業大 １・２・１
17－10 ３－13 ７－17 14－13 ６－14
● ● ● ● ○

第５位 国際基督大 １・４・０
３－28 11－23 12－14 13－14 18－12
● ● ● ○ ●

第６位 帝 京 大 １・４・０
２－21 １－17 14－24 14－６ 12－18

☆男子１部・２部入れ替え戦

東京大（１部６位）３－１桜美林大（２部１位）＝東京大は１部残留

☆男子２部・３部入れ替え戦

日本大（２部６位）７－10東農大（３部１位） ＝東農大は２部昇格

☆男子３部・４部入れ替え戦

専修大（３部６位）１－10一橋大（４部１位） ＝一橋大は３部昇格

☆女子１部

順 位 大 学 名 日 体 東女体 日女体 学 芸 国士舘 日 本 勝・負・分

△ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 体 大 ４・０・１

０－０ ６－０ 11－０ ４－０ 27－０
△ ○ ○ ○ ○

第２位 東京女体大 ４・０・１
０－４ ８－０ 10－０ 10－０ 11－１
● ● ○ ○ ○

第３位 日本女体大 ３・２・０
０－６ ０－８ ３－２ ８－１ ７－０
● ● ● △ ○

第４位 東京学芸大 １・３・１
０－11 ０－10 ２－３ ２－２ 11－０
● ● ● △ ○

第５位 国 士 舘 大 １・３・１
０－４ ０－10 １－８ ２－２ 10－３
● ● ● ● ●

第６位 日 本 大 ０・５・０
０－27 １－11 ０－７ ０－11 ３－10

☆女子２部

順 位 大 学 名 早稲田 学習院 桜美林 中 央 明 星 勝・負・分

○ ○ ○ ○
優 勝 早 稲 田 大 ４・０・０

11－４ 12－３ 17－７ 21－11
● ○ ○ ○

第２位 学 習 院 大 ３・１・０
４－11 ８－３ ８－０ 10－０
● ● ○ ○

第３位 桜 美 林 大 ２・２・０
３－12 ３－８ 11－６ 10－４
● ● ● ○

第４位 中 央 大 １・３・０
７－17 ０－８ ６－11 ９－１
● ● ● ●

第５位 明 星 大 ０・４・０
11－21 ０－10 ４－10 １－９

☆女子１部・２部入れ替え戦

日本大（１部６位）１－12早稲田大（２部１位） ＝早稲田大は１部昇格
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☆女子３部

順 位 大 学 名 明 治 創 価 勝・負・分

○
優 勝 明 治 大 １・０・０

11－６
●

第２位 創 価 大 ０・１・０
６－11

第35回全日本大学ソフトボール選手権大会東京地区予選会

会期：平成12年５月21・27日

主催：東京都大学ソフトボール連盟

【男子】

学習院大学 33

日本歯科大学 ９
１

文 教 大 学 棄権 第３代表 学習院大学

杏 林 大 学 12
２

慶應義塾大学 13

中 央 大 学 ９

武蔵工業大学 ８ 12
７

明 星 大 学 10 第４代表 中央大学

成 蹊 大 学 ２
２

東京学芸大学 12

東 京 大 学 ３
３

明 治 大 学 ２
第５代表 東京大学

日 本 大 学 ７
２

桜美林大学 ０

なお、東京地区の第35回全日本大学ソフトボール選手権大会出場チームは、上記以外に、全

日本学連推薦（前年度準優勝）で早稲田大学、第１代表は東京都学連推薦で日本体育大学、

第２代表は東京都学連推薦で国士舘大学である。

【女子】

国士舘大学
第３代表 国士舘大学

明 星 大 学 ９
棄権

中 央 大 学 ６

早稲田大学 13
17

創 価 大 学 ７
第４代表 早稲田大学

明 治 大 学 ０
４

学習院大学 10

なお、東京地区の第35回全日本大学ソフトボール選手権大会出場チームは、上記以外に、全

日本学連推薦（前年度優勝と準優勝）で東京女子体育大学と日本女子体育大学、第１代表は

東京都学連推薦で日本体育大学、第２代表は東京都学連推薦で東京学芸大学である。
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平成12年度第32回東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦（男女）

☆男子１部

順 位 大 学 名 国士舘 日 体 早稲田 学習院 中 央 東 京 勝・負・分

△ ○ ○ ○ ○
優 勝 国 士 舘 大 ４・０・１

１－１ ５－０ ３－０ ８－１ ４－３
△ ○ ● ○ ○

第２位 日 体 大 ３・１・１
１－１ 13－２ ３－５ 12－３ ７－４
● ● ○ ○ ○

第３位 早 稲 田 大 ３・２・０
０－５ ２－13 ３－０ ３－０ 27－０
● ○ ● △ ●

第４位 学 習 院 大 １・３・１
１－８ ５－３ ０－３ ２－２ ０－２
● ● ● △ ○

第４位 中 央 大 １・３・１
１－８ ３－12 ０－３ ２－２ ８－１
● ● ● ○ ●

第６位 東 京 大 １・４・０
３－４ ４－７ ０－27 ２－０ １－８

☆男子２部

順 位 大 学 名 東 農 成 蹊 桜美林 杏 林 学 芸 慶 応 勝・負・分

○ △ ○ ○ ○
優 勝 東京農業大 ４・０・１

８－１ ２－２ ７－３ 11－４ ９－６
● ○ ○ ○ ○

第２位 成 蹊 大 ４・１・０
１－８ ４－２ 11－10 17－２ 10－２
△ ● ○ ○ ○

第３位 桜 美 林 大 ３・１・１
２－２ ２－４ 11－３ ３－１ ９－８
● ● ● ○ ○

第４位 杏 林 大 ２・３・０
３－７ 10－11 ３－11 12－４ ５－２
● ● ● ● △

第５位 東京学芸大 ０・４・１
４－11 ２－17 １－３ ４－12 ５－５
● ● ● ● △

第５位 慶應義塾大 ０・４・１
６－９ ２－10 ８－９ ２－５ ５－５

☆男子３部

順 位 大 学 名 日 本 明 星 明 治 文 教 一 橋 日 歯 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 本 大 ５・０・０

９－６ ３－１ 12－２ 15－０ 21－０
● ○ ○ ○ ○

第２位 明 星 大 ４・１・０
６－９ 11－９ ７－０ 10－６ 10－０
● ● ○ ○ ○

第３位 明 治 大 ３・２・０
１－３ ９－11 12－０ 15－２ 13－２
● ● ● ○ ○

第４位 文 教 大 ２・３・０
２－12 ０－７ ０－12 14－５ 12－１
● ● ● ● ○

第５位 一 橋 大 １・４・０
０－15 ６－10 ２－15 ５－14 ９－８
● ● ● ● ●

第６位 日本歯科大 ０・５・０
０－21 ０－10 ２－13 １－12 ８－９

☆男子１部・２部入れ替え戦

東京大（１部６位）２－１東京農業大（２部１位） ＝東京大は１部残留

☆男子２部最下位決定戦

東京学芸大10－３慶應義塾大 ＝慶應義塾大は入れ替え戦へ

☆男子２部・３部入れ替え戦

慶應義塾大（２部最下位）０－11日本大（３部１位） ＝日本大は２部昇格
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☆男子３部・４部入れ替え戦

日本歯科大（３部６位）２－９東洋大（４部１位） ＝東洋大は３部昇格

☆男子４部

順 位 大 学 名 東 洋 ＩＣＵ 専 修 武蔵工 帝 京 勝・負・分

○ ○ ○ ○
優 勝 東 洋 大 ４・０・０

20－９ ６－５ 10－０ 12－１
● ○ ○ ○

第２位 国際基督大 ３・１・０
９－20 11－10 14－12 21－11
● ● △ ○

第３位 専 修 大 １・２・１
５－６ 10－11 ９－９ ８－０
● ● △ ○

第３位 武蔵工業大 １・２・１
０－10 12－14 ９－９ 14－７
● ● ● ●

第５位 帝 京 大 ０・４・０
１－12 11－21 ０－８ ７－14

※東京経済大は棄権

☆女子１部

順 位 大 学 名 日 体 東女体 学 芸 日女体 国士舘 早稲田 勝・負・分

○ ○ ○ ○ ○
優 勝 日 体 大 ５・０・０

４－０ 10－１ ５－０ ８－０ 10－０
● ○ ○ ○ ○

第２位 東京女体大 ４・１・０
０－４ ７－０ ２－１ ９－０ 11－０
● ● ○ △ ○

第３位 東京学芸大 ２・２・１
１－10 ０－７ ４－３ ２－２ 11－２
● ● ● ○ ○

第４位 日本女体大 ２・３・０
０－５ １－２ ３－４ ５－１ 10－０
● ● △ ● ○

第４位 国 士 舘 大 １・３・１
０－８ ０－９ ２－２ １－５ ６－２
● ● ● ● ●

第６位 早 稲 田 大 ０・５・０
０－10 ０－11 ２－11 ０－10 ２－６

☆女子２部

順 位 大 学 名 学習院 日 本 中 央 桜美林 明 星 明 治 勝・負・分

○ △ ○ ○ ○
優 勝 学 習 院 大 ４・０・１

８－１ ２－２ 14－４ 20－３ 18－１
● ○ ○ ○ ○

第２位 日 本 大 ４・１・０
１－８ 16－１ 10－８ ５－２ 10－０
△ ● ○ ○ ○

第３位 中 央 大 ３・１・１
２－２ １－16 ８－２ ８－４ 10－０
● ● ● ○ ○

第４位 桜 美 林 大 ２・３・０
４－14 ８－10 ２－８ 10－０ 10－０
● ● ● ● ○

第４位 明 星 大 １・４・０
３－20 ２－５ ４－８ 10－０ 15－０
● ● ● ● ●

第６位 明 治 大 ０・５・０
１－18 ０－10 ０－10 ０－10 ０－15

☆女子３部

順 位 大 学 名 学習院 日 本 勝・負・分

○
優 勝 創 価 大 １・０・０

８－２
●

第２位 専 修 大 ０・１・０
２－８

☆女子入れ替え戦：早稲田大（１部残留）８－０学習院大、明治大０－14創価大（２部昇格）
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東海地区

愛知県ソフトボール協会創立50周年記念

平成12年度春季第46回東海地区大学（男子）ソフトボールリーグ戦結果

１．主 催：東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管：愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・豊田市ソフトボール協会・

静岡大学

３．開催日：５月３・４・５・６日

４．会 場：愛知県豊田市千石公園ソフトボール場

５．一部リーグ戦対戦成績

チーム 愛 知 聖 徳 常 葉 学 院 中 京 愛 教 勝 分 負 順位

○ ○ ● ● ○
愛 知 ３ ０ ２ ３位

８－６ ６－０ ３－５ ２－４ ６－０
● △ ○ ● ●

岐阜聖徳 １ １ ３ ５位
６－８ ７－７ ２－１ １－７ ２－７
● △ ◎ ○ ◎

常葉学園 ３ １ １ ２位
０－６ ７－７ 14－３ ４－３ 13－３
○ ● ◆ ● ●

愛知学院 １ ０ ４ ６位
５－３ １－２ ３－14 １－３ ２－４
○ ○ ● ○ ○

中 京 ４ ０ １ 優勝
４－２ ７－１ ３－４ ３－１ ４－０
● ○ ◆ ○ ●

愛知教育 ２ ０ ３ ４位
０－６ ７－２ ３－13 ４－２ ０－４

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

６．二部リーグ戦対戦成績

Ａ group 南 山 名 城 名古屋 日 福 勝 分 負 順位

◎ ○ ○
南 山 ３ ０ ０ １位

15－８ ６－４ 10－５
◆ ○ ◎ ★優勝決定戦

名 城 ２ ０ １ ２位
８－15 ７－６ 16－６

南山７－０静岡
● ● ◎

名 古 屋 １ ０ ２ ３位
４－６ ６－７ 17－４ ★３・４位決定戦
● ◆ ◆

日本福祉 ０ ０ ３ ４位 岐阜経済８－７名城
５－10 ６－16 ４－17

★５・６位決定戦
Ｂ group 岐 経 朝 日 静 岡 みずほ 勝 分 負 順位

名古屋14－０朝日
◎ ■ ◎

岐阜経済 ２ ０ １ ２位
10－３ 10－11 14－７ ★７・８位決定戦

◆ ● ◎
朝 日 １ ０ ２ ３位 みずほ15－14日福

３－10 10－12 ９－２
□ ○ ◎

静 岡 ３ ０ ０ １位
11－10 12－10 11－４
◆ ◆ ◆

み ず ほ ０ ０ ３ ４位
７－14 ２－９ ４－11

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

７．大学選手権第３代表決定戦

愛知大学13－０南山大学
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８．個人表彰

最優秀選手賞：小野川直人 投 手（中京大学４年）

敢 闘 選 手 賞：増田 大輔 投 手（常葉学園大学４年）

優 秀 選 手 賞：柏崎 智広 遊撃手（南山大学３年）

一部首位打者賞：水谷 等 中堅手（愛知学院大学４年）

坂本 英也 遊撃手（愛知大学４年）

二部首位打者賞：百合草昭博 中堅手（朝日大学４年）

ベストナイン：投 手 小野川直人（中京大学４年）

捕 手 岡村 卓典（中京大学４年）

一 塁 手 西山 忠義（常葉学園大学４年）

二 塁 手 福井 庸祐（中京大学２年）

三 塁 手 小岩 正敏（中京大学４年）

遊 撃 手 坂本 英也（愛知大学４年）

外 野 手 櫻井 司（常葉学園大学３年）

外 野 手 水谷 等（東海女子大学２年）

外 野 手 田辺 正彦（愛知大学２年）

指名打者 坂東 俊輔（岐阜聖徳学園大学２年）

９．総評

今リーグ戦は愛知県ソフトボール協会創立50周年記念の事業のひとつとして開催され、五月

晴れのもと、４日間の日程により参加14校による一部リーグ戦15試合、二部リーグ戦12試合・

同順位決定戦４試合、大学選手権第３代表決定戦１試合の合計32試合が展開された。４日間と

も春の日差しがまぶしい中、順延もなく順調に試合は消化された。

一部は近年になく混戦模様となった。各大学のチーム力が均衡してきたといえようか。今後

も各大学とも切磋琢磨して、さらにハイレベルなゲーム展開がされることを希望したい。中京

大学が４勝１敗で２季ぶり35回目の優勝を飾った。最優秀選手賞にも輝いた小野川投手（４年

：高知：高知商高出）を中心に各ゲームとも最少失点に抑えたことが優勝につながった。常葉

学院大学は中京大学に土をつけた唯一のチーム。打撃力を生かして大学選手権で上位を狙いた

い。愛知大学は守備が大きく乱れ、苦戦を強いられた。基本にかえって立て直しを望みたい。

愛教大は２勝をあげ大健闘。この雰囲気を維持してさらに上位を目指してほしい。岐阜聖徳学

園大は前季の勢いがやや薄れていた。悲願の大学選手権出場を目指して奮起を期待したい。愛

知学院大は２部転落と残念な結果となった。伝統あるチームだけにかつての元気を早く取り戻

してほしい。（愛知大 紅林和博）

愛知県ソフトボール協会創立50周年記念

平成12年度春季第35回東海地区大学（女子）ソフトボールリーグ戦結果

１．主 催：東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管：愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・幸田町ソフトボール協会・

名古屋大学

３．開催日：５月３・４・５・６日
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４．会 場：愛知県幸田町とぼね運動場

５．一部リーグ戦対戦成績

チーム 中 京 中 女 東 海 明 徳 桜 花 勝 分 敗 順位

○ ○ ◎ ◎
中 京 ４ ０ ０ 優勝

２－０ １－０ ７－０ ８－１

● ● ○ ◎
中京女子 ２ ０ ２ ３位

０－２ ０－１ ５－１ ８－０

● ○ □ ◎
東海女子 ３ ０ １ ２位

０－１ １－０ ２－１ ７－０

◆ ● ■ ○
明 徳 １ ０ ３ ４位

０－７ １－５ １－２ ５－１

◆ ◆ ◆ ●
桜花学園 ０ ０ ４ ５位

１－８ ０－８ ０－７ １－５

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

６．女子二部リーグ戦結果

チーム 常 葉 静 岡 愛 教 名古屋 勝 分 敗 勝点 順位

○ ◎ ◎
常葉学園 ３ ０ ０ ＋８ １位

７－３ ８－０ 10－５

● ◎ ◎
静 岡 ２ ０ １ ＋４ ２位

３－７ 14－４ ９－０

● ◆ ◆
愛知教育 ０ ０ ３ －８ ４位

０－８ ４－14 ３－10

◆ ◆ ◎
名 古 屋 １ ０ ３ －３ ３位

５－10 ０－９ 10－３

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

７．大学選手権第３代表決定戦

中京女子大学４－１常葉学園大学

８．個人表彰

最優秀選手賞：安田真富果 中堅手（中京大学３年）

敢 闘 選 手 賞：大瀧百合香 捕 手（東海女子大学３年）

優 秀 選 手 賞：河村由美子 左翼手（常葉学園大学３年）

一部首位打者賞：小池有香理 二塁手（中京大学３年 ６割２分５厘）

二部首位打者賞：中根 江美 遊撃手（常葉学園大学４年 ５割５分６厘）

：福田美樹子 投 手（常葉学園大学１年 ５割５分６厘）

ベストナイン：投 手 白井 景子（中京大学３年）

捕 手 山田麻由佳（中京大学４年）

一 塁 手 可児 優佳（東海女子大学４年）
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二 塁 手 小池有香理（中京大学３年）

三 塁 手 峰 和子（中京大学４年）

遊 撃 手 牟田 有紀（中京大学４年）

外 野 手 安田真富果（中京大学３年）

外 野 手 厚見 絵里（東海女子大学２年）

外 野 手 松本 陽子（中京女子大学４年）

指名打者 杉林佳代子（中京女子大学４年）

９．総評

さわやかな青空と目に眩しい新緑のもと、連続４日間の好天に恵まれて、リーグ戦は一

部５チーム二部４チームの計10チームで展開された。チーム登録を済ませながらも、部員

数の不足によって、愛知学泉大学・南山大学・岐阜聖徳学園大学が出場できなかったこと

は、誠に残念であった。

これまでと異なる本リーグ戦の大きな変化は、１部２部ともに外野フェンスを設置した

ことである。一つは学連で準備し、もう一つは安城協会からお借りした。鉄杭にネットを

かけただけの簡単なものであるが、試合内容は劇的に変化したといってよい。外野手の間

を抜ける打球がなくなり、ゲームは格段にスピードアップした。また、的確な中継プレー

によって、２塁・３塁上でのクロスプレーがゲームに緊張感を与えるようになった。

さて、一部リーグ戦は、終わってみればいつもの指定席に納まったように感じられるが、

それぞれに見応えのある試合が展開された。特に、上位３チームの対戦は、ひとつのプレ

ーによって勝敗が逆転する試合展開であり、最後まで目を離すことができなかった。また、

４位に甘んじた名古屋明徳短大も上位に食い込む力を有しており、短大大会での活躍が期

待される。優勝を決めた中京大学は、豊富な投手陣と層の厚い攻撃陣を有しているが、守

備に一抹の不安があり、大学選手権までにはその強化を図ってもらいたい。印象に残った

選手では、最優秀選手に輝いた中京大の安田真富果中堅手の攻守にわたる大活躍をまずあ

げなければならない。また、高打率で首位打者を獲得した中京大の小池有香理二塁手のシ

ュアなバッティングは、称賛に値する。

また、二部リーグ戦は、常葉学園大と静岡大がともに全勝で最終日に死闘を演じたが、

打力にやや優る常葉学園大の優勝となった。常葉学園大の４選手による首位打者争いも熾

烈で、中根遊撃手が、最後の４打席を連続安打で福田投手に追いつき同率となった。今回

もこれまでのような混戦がなく、すっきり順位が決定したが、二部チームの選手数の少な

さと学年の高さが非常に気になる。一人でも多くの仲間を増やしてもらいたいものである。

（中京女子大 水谷 博）

高浜市制30周年記念

平成12年度秋季第47回東海地区大学（男子）ソフトボールリーグ戦結果

１．主 催：東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管：愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・高浜市ソフトボール連盟・

静岡大学

３．開催日：９月30日、10月・８・21日
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４．会 場：愛知県高浜市碧海グラウンド

５．一部リーグ戦対戦成績

チーム 中 京 常 葉 愛 知 学 教 聖 徳 南 山 勝 分 負 順位

● ○ ● ○ ○
中 京 ３ ０ ２ ３位

３－４ ５－１ ４－５ ７－６ ８－０
○ ● ○ ◆ ○

常葉学園 ３ ０ ２ ４位
４－３ ４－８ 13－５ ０－10 ５－０
● ○ ◎ ■ ○

愛 知 ３ ０ ２ ２位
１－５ ８－４ 11－１ ０－１ ９－０
○ ● ◆ □ ●

愛知教育 ２ ０ ３ ５位
５－４ ５－13 １－11 ２－１ ０－６
● ◎ □ ■ ◎

岐阜聖徳 ３ ０ ２ 優勝
６－７ 10－０ １－０ １－２ 10－０
● ● ● ○ ◆

南 山 １ ０ ４ ６位
０－８ ０－５ ０－９ ６－０ ０－10

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

※１～４位の順位の決定はリーグ戦規定に基づき、勝ち数・負け数・対戦相手との勝敗で
は決定できないので、勝ち点により３位中京大学・４位常葉学園大学が決定、勝ち点の同
じ岐阜聖徳学園大学と愛知大学は、失点の少ない岐阜聖徳学園大学が優勝、失点の多い愛
知大学が準優勝となった。

６．二部リーグ戦対戦成績

Ａ Group 学 院 岐 経 名古屋 みずほ 勝 分 負 順位
○ △ ○

愛知学院 ３ ０ ０ １位
13－５ ４－４ 11－６

● ○ ● ★優勝決定戦
岐阜経済 １ ０ ２ ４位

５－13 ６－４ ５－11
愛知学院５－１名城

△ ● ◎
名 古 屋 １ １ １ ２位

４－４ ４－６ 15－５ ★３・４位決定戦
● ○ ◆

み ず ほ １ ０ ２ ３位 名古屋９－２静岡
６－11 11－５ ５－15

★５・６位決定戦
Ｂ Group 静 岡 名 城 朝 日 日 福 勝 分 負 順位

● ○ ◎ 朝日13－２みずほ
静 岡 ２ ０ １ ２位

１－８ ５－４ 10－０
★７・８位決定戦

○ ○ ◎
名 城 ３ ０ ０ １位

８－１ 12－４ 12－２ 岐阜経済５－３日福
● ● ○

朝 日 １ ０ ２ ３位
４－５ ４－12 20－15
◆ ◆ ●

日本福祉 ０ ０ ３ ４位
０－10 ２－12 15－20

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)
■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

７．一部二部入れ替え戦

南山大学（一部６位）10－３愛知学院大学（二部１位） 南山大学は一部残留

８．個人表彰

最優秀選手賞：河村 聡 投 手（聖徳大３年）

敢 闘 選 手 賞：稲田 哲也 投 手（愛知大２年）

優 秀 選 手 賞：佐藤 健二 中堅手（学院大２年）

一部首位打者賞：増田 大輔 投 手（常葉大４年）打率５割４分５厘
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二部首位打者賞：仲倉 太一 投 手（学院大２年）

村井 克年 一塁手（名城大２年）打率５割７分１厘

ベストナイン：投 手 河村 聡 （聖徳大３年）

捕 手 大釜 啓之（聖徳大２年）

一 塁 手 伊藤 真也（南山大４年）

二 塁 手 渡口 竜也（中京大３年）

三 塁 手 牧野 宣仁（常葉大３年）

遊 撃 手 福井 庸祐（中京大２年）

外 野 手 須藤 竜太（愛知大３年）

外 野 手 板津呂 健（愛教大３年）

外 野 手 橋口 智広（中京大２年）

指名打者 坂本 英也（愛知大４年）

９．総評

今リーグ戦は高浜市制30周年記念の事業のひとつとして開催され、上記４日間の日程により

参加14校による１部15試合・２部12試合、２部順位決定戦４試合、１部・２部入替戦１試合の

合計32試合が展開された。日程変更も一部あり、日程消化が懸念されたが、白熱したゲームが

展開された。

１部は春に引き続き、混戦模様がさらに激化した。４チームが３勝２敗と並んだ結果、勝ち

点および失点差により岐阜聖徳学園大が初優勝を飾った。年々、力をつけてきたチームの目標

が結実したといえよう。今後の課題としては最優秀選手に輝いた河村投手（３年：石川：尾山

台高出）に次ぐ投手の育成であろう。来春のリーグ戦においては、今春の失敗を繰り返さぬよ

う調整を図って大学選手権出場を目指してほしい。また、従来の上位チームの愛知・中京・常

葉学園の３大学はどこも決定力不足である。２位の愛知大学の稲田投手（２年：石川：星稜高

出）の好投が目立った程度だった。部員減少による盛り上がり不足もあるが、立て直しを図っ

てほしいものである。５位となった愛知教育大学は、中京大学に大会史上初めて土をつけた。

リーグ戦発足以来の参加大学であるだけに今以上の盛り上がりのきっかけにしてほしい。南山

大学は最下位に甘んじたが、入替戦で愛知学院大学に勝ち１部残留を決めたのは評価される。

２部については、年々レベルが上がっており、以前のような大きな得点差のゲームが減少し

てきた。これは審判員をはじめとする大会役員の認めるところであり、当リーグ全体の底上げ

は十分図りつつある。２部チームの１部チームに対する突き上げがますます激しくなることを

望みたい。（愛知大学 紅林和博）

愛知県ソフトボール協会創立50周年記念

平成12年度秋季第35回東海地区大学（女子）ソフトボールリーグ戦結果

１．主 催：東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管：愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・刈谷市ソフトボール連盟・

名古屋大学

３．開催日：10月８・15・16・22日
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４．会 場：愛知県刈谷市刈谷駅南運動広場

５．一部リーグ戦対戦成績

チーム 中 京 東 海 中 女 明 徳 常 葉 桜 花 勝 分 敗 順位

○ ○ ○ ○ ◎
中 京 ５ ０ ０ 優勝

１－０ ４－１ ９－２ ７－０ 12－２
● ○ ○ ○ ◎

東海女子 ４ ０ １ ２位
０－１ ８－２ ７－０ ７－１ 10－０
● ● ● ○ ○

中京女子 ２ ０ ３ ４位
０－１ ２－８ １－４ ２－１ 12－４
● ● ○ ○ ◎

明 徳 ３ ０ ２ ３位
２－９ ０－７ ４－１ ８－０ 15－２
● ● ● ● ●

常葉学園 ０ ０ ５ ６位
０－７ １－７ １－２ ０－８ ２－４
◆ ◆ ◆ ● ○

桜花学園 １ ０ ４ ５位
２－12 ０－10 ４－12 ２－15 ４－２

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

６．女子二部リーグ戦結果

チーム 静 岡 愛 教 名古屋 南 山 聖 徳 勝 分 敗 順位

○ ○ ○ ○
静 岡 ４ ０ ０ １位

13－９ ７－４ ７－０ ５－１
● ● ● ●

愛知教育 ０ ０ ４ ５位
９－13 １－３ ５－６ １－５
● ○ ○ ◎

名 古 屋 ３ ０ １ ２位
４－７ ３－１ 11－３ 12－２
● ○ ● ○

南 山 ２ ０ ２ ３位
０－７ ６－５ ３－11 ４－０
● ○ ◆ ●

岐阜聖徳 １ ０ ３ ４位
１－５ ５－１ ２－12 ０－４

◎:コールド勝ち(＋３) ○:勝ち(＋２) □:タイブレイク勝ち(＋１) △:引き分け(±０)

■:タイブレイク負け(－１) ●:負け(－２) ◆:コールド負け(－３) ( )内は勝点

７．一部二部入れ替え戦

常葉学園大学（一部６位）９－０静岡大学（二部１位） 常葉学園大学は一部残留

８．個人表彰

最優秀選手賞：安田真富果 中堅手（中京大学３年）

敢 闘 選 手 賞：綾部 稚恵 捕 手（東海女子大学２年）

優 秀 選 手 賞：海老佐江子 遊撃手（静岡大学４年）

一部首位打者賞：大矢 留美 三塁手（東海女子大学２年）

二部首位打者賞：村井万里子 二塁手（静岡大学１年）・

大西玲子 遊撃手（名古屋大学１年）

ベストナイン：投 手 鬼頭 直子（中京大学２年）

捕 手 小嶋 春奈（名古屋明徳短期大学２年）

一 塁 手 蔦 ゆみ子（中京大学２年）

二 塁 手 小池有香理（中京大学３年）

三 塁 手 大矢 瑠美（東海女子大学３年）

遊 撃 手 松山 香織（名古屋明徳短期大学２年）
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外 野 手 安田真富果（中京大学３年）

外 野 手 厚見 絵里（東海女子大学２年）

外 野 手 卜部 智美（中京大学３年）

指名打者 高見美智菜（中京女子大学３年）

９．総評

ほぼ好天に恵まれて、リーグ戦は一部６チーム、二部は南山大学と岐阜聖徳学園大学が

復帰を果たして５チームの計12チームで展開された。

一部リーグ戦は、最終日に全勝・２勝２敗・全敗で迎えた各２チームが１・３・５位を

争ったが、いつもの指定席に変化が見られた。まず、それまでコールド負けの続いた桜花

学園大が最後の意地を発揮してさわやかな戦いぶりの常葉学園大に快勝して、入れ替え戦

を免れた。続く試合も１点先行された名古屋明徳短大が逆転で初の３位を確保し、中京女

子大はこれもまた初の４位に甘んじる結果になった。優勝を決定する最終試合は、中京大

が一つのミスを突いて東海女子大に辛勝し、４季連続23回目の優勝を決めた。印象に残っ

た選手では、最優秀選手に輝いた中京大の安田真富果中堅手とベストナインの明徳短大松

山香織遊撃手の打撃程度で、全体としては低調であったと言わざるを得ない。これは、新

チームに切り替わったところが多く、まだ十分な練習が積まれていないことによると思わ

れるが、来年８月に地元で開催される西日本大学選手権大会とそれに連続するインカレに

向けて、今から競技力の向上に努めてもらいたい。。

また、５チームによる争いになった二部リーグ戦は、静岡大と名古屋大がともに全勝で

最終日に死闘を演じたが、打力にやや優る静岡大の優勝となった。何といっても残念なの

は、これまで一部でも活躍してきた愛知教育大が１勝もできずに最下位に甘んじたことで

ある。復帰を果たした二大学の溌剌プレーはさわやかだった。来季は新規加盟大学が予定

されているので、この面でもいっそう充実したものになることを期待する。（中京女子大

学 水谷 博）
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近畿地区

平成12年度第32回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）結果

主催：関西学生ソフトボール連盟男子事務局

後援：大阪ソフトボール協会、ラジオ大阪

協賛：（株）MIZUNO、（株）ツヅキ

期日：平成12年４月１，９，23，29，30，５月３日

会場：万博公園スポーツ広場

１ 部 同志社 京 産 京 都 神 院 立命館 関 西 勝 敗 分 点 順

● ● ● ● ●
同 志 社 ０ ５ ０ ０ ６

０－14 ３－７ ０－10 ２－９ ３－８

○ ○ ○ ○ ○
京都産業 ５ ０ ０ 15 １

14－０ ７－１ ４－３ ３－１ ４－２

○ ● ● ● ●
京 都 １ ４ ０ ３ ５

７－３ １－７ ０－１ ４－８ ０－１

○ ● ○ ○ ●
神戸学院 ３ ２ ０ ９ ３

10－０ ３－４ 11－０ ２－０ ０－６

○ ● ○ ● ●
立 命 館 ２ ３ ０ ６ ４

９－２ １－３ ８－４ ０－２ ２－６

○ ● ○ ○ ○
関 西 ４ １ ０ 12 ２

８－３ ２－４ 18－０ ６－０ ６－２

５位の京都大学は入れ替え戦へ、６位の同志社大学は自動的に２部に降格

【１部総評】

リーグ戦の初日を迎えてまず話題は優勝争いの行方となるが、それとともに２部から昇

格してきた京都大学と同志社大学がどのような戦いをするかにも関心が集まった。その昇

格組であるが、初日を見たところ原動力であった主力投手の引退等によって戦いは攻撃重

視とならざるを得ない状況で、上位に食い込むのは正直難しいという感じをもった。最終

結果からもそのことは伺え、１部で結果を残すためにはまず「投手力」が重要ということ

を改めて実感した。一方の優勝争いもやはり投手力が鍵となった。西條（京都産業）、古

里（立命館）、竹下（神戸学院）といった４年生好投手の中で、今リーグ最も安定してい

たのが西條であった。その安定性に加えて、ここぞという時の勝負強い打撃陣の活躍で、

京都産業大学が全勝で昨年秋に続き優勝を果たした。また、優勝には一歩届かなかったも

のの、リーグの古豪である関西大学が星投手を中心とした堅い守りで神戸学院大学、立命

館大学を下して久しぶりの準優勝となった。

おそらく秋から１部チームは世代交代が行われるが、新たな投手や打者がどの程度出て

くるかで勢力地図はまた変わってくることも予想されよう。（文責：理事長 森田啓之）
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２部Ａ 仏 教 奈良教 関 学 府 立 大 体 勝 敗 分 点 順

○ ○ ○ ●
仏 教 ３ １ ０ ９ ３

13－２ 12－６ ３－２ ４－７

● ● ● ●
奈良教育 ０ ４ ０ ０ ５

２－13 ５－６ ３－９ ０－10

● ○ ● ●
関西学院 １ ３ ０ ３ ４

６－10 ６－５ ２－７ ０－21

● ○ ○ ○
大阪府立 ３ １ ０ ９ ２

10－０ ３－４ 11－０ ２－０

○ ○ ○ ●
大阪体育 ３ １ ０ ９ １

７－４ 10－０ 21－０ ３－５

１位、２位、３位は総得失点差による

２部Ｂ 大阪工 阪 大 経 法 和歌山 勝 敗 分 点 順

● ● ○
大阪工業 １ ２ ０ ３ ３

13－２ 12－６ ３－２

○ ● ○
大 阪 ２ １ ０ ６ ２

５－３ ０－７ 12－２

○ ○ ○
大阪経法 ３ ０ ０ ９ １

６－10 ６－５ ２－７

● ● ●
和 歌 山 ０ ３ ０ ０ ４

７－４ 10－０ 21－０

２部Ｃ 兵 教 龍 谷 神 戸 桃 山 勝 敗 分 点 順

● ● ○
兵庫教育 １ ２ ０ ３ ３

０－10 ４－９ ２－１

○ ○ ○
龍 谷 ３ ０ ０ ９ １

９－４ 12－１ ７－０

○ ● ●
神 戸 １ ２ ０ ３ ２

９－４ １－12 １－２

● ● ○
桃山学院 １ ２ ０ ３ ４

１－12 ０－７ ２－１

１位、２位、３位は総得失点差による

【２部リーグ総評】

今回２部リーグで注目されたのは、２年前に部員減少のためリーグから姿を消していた、

かつての１部リーグ常連校大阪体育大学の復帰であった。２年間のブランクがあったにも

かかわらず、見事にノーシードながらＡブロックでの優勝を果たした。他のＢ、Ｃブロッ

クではそれぞれシード校が圧倒的な力を見せつけて優勝した。その中でも特にＢブロック

を制した大阪経済法科大学は新入生エースが活躍して、リーグ全試合で完封コールド勝ち
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２部Ｄ 近 畿 姫 獨 四 仏 大 市 勝 敗 分 点 順

● ● ●
近 畿 ０ ３ ０ ０ ４

４－９ 棄 権 ３－９

○ ● ●
姫路獨協 １ ２ ０ ３ ３

９－４ ０－４ ２－６

○ ○ ○
四国仏教 ３ ０ ０ ９ １

棄 権 ４－０ 13－１

○ ○ ●
大阪市立 １ ２ ０ ３ ４

９－３ ６－２ １－13

を収めるなど、他大学を全く寄せ付けることはなかった。今回はこのように力のある大学

とそうでない大学との実力差が歴然と表れ、コールドゲームが例年になく多かったようで

ある。今回屈辱を味わったチームにとっては投手力アップと守備力の向上が次回のリーグ

に向けての課題になるであろう。

【ブロック決勝及び１部・２部入れ替え戦】

準決勝第１試合 ○大阪経済法科大学：●大阪体育大学

第２試合 ○龍谷大学：●四天王寺国際仏教大学

決 勝 ○大阪経済法科大学６－５●龍谷大学

入 れ 替 え 戦 ○龍谷大学２－０●京都大学

２部ブロックトーナメント１回戦の大阪体育大学VS大阪経済法科大学は投手力と打撃力

に勝る大阪経済法科大学が大勝して、決勝にコマを進めた。一方、今回２部リーグの台風

の目であった大阪体育大学は、あと一歩のところまで追いつめたシーンもあったが、結局

は好投手を打ち崩すことができず、ここで力尽きた。１回戦のもう１試合、龍谷大学VS四

天王寺国際仏教大学では延長戦の末、辛くも龍谷大学がサヨナラで決勝に進んだ。決勝戦

の大阪経済法科大学VS龍谷大学では、大阪経済法科大学のエースが相手打線を０点に抑え、

一方的に勝利して２部リーグ優勝を果たし、見事に１部リーグ昇格を決めた。

破れた龍谷大学は相手の好投手に対して全くいいところがなく、コールド負けを喫し、

１部・２部入れ替え戦に１部昇格をかけることになった。その入れ替え戦は京都大学との

間で行われ、京都大学が先制したものの、その後龍谷大学が反撃してあっさり逆転すると、

その後も得点を重ね、追いすがる京都大学を振り切り、コールドで勝利を収め、１部昇格

を果たした。ここでもコールド試合が多く、いかに大阪経済法科大学の力が飛び抜けてい

たかがよく分かった。（文責：記録次長 神戸大学 渡辺崇弘）

平成12年度第32回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）結果

会期：平成12年４月23・29・30日、５月３・４・５日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・兵庫教育大学・京都女子大学

主催：関西学生ソフトボール連盟

主管：関西学生ソフトボール女子事務局・兵庫県大学ソフトボール連盟
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後援：兵庫県ソフトボール協会・京都府ソフトボール協会

１部 龍 谷 親 和 園 田 立 命 武庫川 関外語 国 際 大 谷 順位

○ ○ ○ ● ● ○ ○
龍 谷 ２

２－１ ２－１ １－０ １－２ １－３ １－０ ４－０

● ● ○ ● ○ ○ ○
親 和 ３

１－２ ０－３ ３－１ ０－１ １－０ ２－１ ４－１

● ○ ● ● ○ ○ ●
園 田 ４

１－２ ３－０ ２－３ ０－４ ３－０ ３－０ １－２

● ● ○ ○ ● ● ○
立命館 ７

０－１ １－３ ３－２ １－０ ０－２ １－３ ２－１

○ ○ ○ ● ○ ● ○
武庫川 優勝

２－１ １－０ １－０ ０－１ ２－０ １－３ １－０

○ ● ● ○ ● ● ○
関外語 ６

３－１ ０－１ ０－３ ２－０ ０－２ ０－１ ２－０

● ● ● ○ ○ ○ ●
国 際 ５

０－１ １－２ ０－２ ３－１ ３－１ １－０ ０－１

● ● ○ ● ● ● ○
大 谷 ８

０－４ １－４ ２－１ １－２ ０－１ ０－２ １－０

１・２位は当該成績、４～７位は４チーム間の当該成績により順位を決定

【１部個人打撃成績】

氏 名 大 学 試合 打 数 安 打 打 点 打 率

１ 大西 真弓 園 田 ７ ２１ １２ ０ ０ ．５７１

２ 安里 涼子 関外大 ７ ２２ ８ １ ０ ．３６３

３ 河村 茜 国 際 ６ １４ ５ １ ０ ．３５７

４ 薦田 依子 龍 谷 ７ ２２ ７ １ ０ ．３１８

５ 前田 幸子 園 田 ７ １９ ６ ０ ０ ．３１６

６ 田中 祐規 親 和 ６ １６ ５ １ ０ ．３１３

７ 吉澤 純子 武庫川 ７ ２３ ７ ５ ０ ．３０４

８ 松本 千代 園 田 ６ ２０ ６ １ ０ ．３００

９ 増野 由佳 関外大 ７ ２１ ６ ０ ０ ．２８５

１０ 平川 香奈子 武庫川 ７ ２２ ６ ０ ０ ．２７３

【１部個人投手成績】

氏 名 大 学 試合 投球回数 勝 負 打者数 自責点 防御率

１ 宮原 洋子 武庫川 ６ ４８ 2/3 ５ １ １７２ １ ０．２８８

２ 山下 郁代 龍 谷 ７ ５６ ５ ２ ２１４ ４ ０．５００

３ 松本 薫 親 和 ７ ４０ 1/3 ４ ３ １５９ ２ ０．５２１

４ 前原 千春 国 際 ５ ２２ ３ ２ ８９ ２ ０．６３６

５ 帰山 悦子 関外大 ５ ３０ 1/3 ２ ３ １０６ ３ ０．６９２
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【１部ベストナイン】

位 置 氏 名 大 学 防御率打率

投 手 宮原 洋子 武庫川 ０．２８８

捕 手 該当者なし

一塁手 該当者なし

二塁手 大西 真弓 園 田 ０．５７１

三塁手 薦田 依子 龍 谷 ０．３１８

遊撃手 該当者なし

左翼手 安里 涼子 関外語 ０．３６３

中堅手 前田 幸子 園 田 ０．３１６

右翼手 河村 茜 国 際 ０．３１３

Ｄ．Ｈ 該当者なし

【１部優秀選手賞】

氏 名 大 学 打 率

田中 祐美 神戸親和女子大学 ０．３１３

吉澤 純子 武庫川女子大学 ０．３０４

松本 千代 園田学園女子大学 ０．３００

【１部盗塁賞】 宮林 里佳（龍谷大学）記録４

【１部ホームラン賞】 吉澤 純子（武庫川女子大学）記録１

２部 大阪体育大 学 大阪成蹊女短大 兵 庫教育大学 佛 教 大 学 順位

○ ○ ○ ○ ○ ○
大体大 １

５－０ ８－０ 10－０ ８－０ 24－０ 11－０

● ● ○ ● ○ ○
成 蹊 ２

０－５ ０－８ ３－２ ４－５ 13－１ 16－１

● ● ● ○ ○ ○
兵 教 ３

０－10 ０－８ ２－３ ５－４ 11－０ ７－０

● ● ● ● ● ●
佛 教 ４

０－24 ０－11 １－13 １－16 ０－11 ０－７

２・３位は得失点差により順位を決定

３ 部 神 戸 四天王 府立大 京 女 奈良教 勝 敗 分 点 順

● ○ ○ ●
神 戸 ２ ２ ０ ６ ３

13－２ 12－６ ３－２ ４－７

○ ○ ○ ○
四天王寺 ４ ０ ０ 12 １

２－13 ５－６ ３－９ ０－10

● ● ○ ○
大阪府立 ２ ２ ０ ６ ２

０－７ ６－11 14－３ 20－６

● ● ● ●
京都女子 ０ ４ ０ ０ ５

10－０ ３－４ 11－０ ２－０

○ ● ● ○
奈良教育 ２ ２ ０ ６ ４

９－５ ０－12 ６－20 ８－６

２・３・４位は得失点差により順位を決定
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【１部２部入れ替え戦（ページシステムを採用）】

立命館大学２－３大阪体育大学（大阪体育大学は１部昇格）

大谷女子大学７－１大阪成蹊女子短期大学

立命館大学３－０大谷女子大学（立命館大学は１部残留）

【２部３部入れ替え戦（ページシステムを採用）】

兵庫教育大学14－０四天王寺国際仏教大学（兵庫教育大学は２部残留）

佛教大学14－３大阪府立大学

佛教大学11－４四天王寺国際仏教大学（佛教大学は２部残留）

【リーグ再編成について】

平成12年度より、関西学生ソフトボールリーグ（女子の部）は、(１)１部リーグの試合

を増やし、各チームの技術向上を図る、(２)各部所属リーグの試合数を多くする、を目的

とし、リーグの再編成を行いました。結果、１部８チーム、２部４チーム、３部５チーム

でリーグを実施し、内容のあるゲームも多数展開されました。しかしながら、今回のリー

グ編成は、１部リーグを中心とした再編成であったため、２・３部におけるゲームの保障

（リーグ内の実力差が大きすぎて有意義なゲームができない、棄権や廃部によって安定し

た試合数が確保できない）や、全日本大学ソフトボール選手権大会(インカレ)の出場権利

獲得方法が十分に検討されなかったため、平成13年度ではさらなる改革を考えています。

関西リーグ女子としては、全体を見渡した「活性化」をテーマに、強いチームにはより強

くなり全国で活躍することを望み、学生主体のチームには、いい刺激を何らかの形で提供

できないものかと思っています。

また、今回のリーグ編成に伴い、選手の日頃の努力をより正当に評価するため、新しい

表彰制度を設けました。内容は、今までの各部１～３位までの表彰、最優秀投手賞、首位

打者賞の他に、ベストナイン、優秀選手賞、盗塁賞、ホームラン賞(１部のみ)であります。

さらに、閉会式と表彰式を合同で立食パーティーの形式で行い、新しい試みを実施してみ

ました。

【リーグ戦総評】

１部リーグ戦は、今までの６チームから８チームになったため、各チームどのような戦

い方をするのかが楽しみであった。戦前の予想では、昨年度春季リーグを制した武庫川女

子大学、秋季リーグを制した龍谷大学の２チームが、主戦投手が卒業していないため有利

にリーグを進めていくものと思われた。予想通り、武庫川女子大学が５勝２敗で優勝、同

じ戦績であったが直接対決で負けた龍谷大学が準優勝であった。３位に神戸親和女子大学、

４・５・６・７位には、３勝４敗で４チームが並び当該成績で園田学園女子大学、大阪国

際女子大学、関西外国語大学、立命館大学であった。最下位は、２勝５敗の大谷女子大学

であった。終わってみれば全勝・全敗がなく、レベルの均衡したリーグ戦であった。選手

も接戦の試合を多く経験できよかったとの感想も聞かれた。

最後に、関西リーグの上位チームははここ２～３シーズン、順位の入れ替えが激しいリ

ーグ戦を展開している。各チームともレベルが均衡しており、この傾向は今後も続くと予

想される。全体のレベルアップを図るためにも、より一層の努力を期待する。

２部リーグ戦は戦前の予想通り、大阪体育大学が圧勝で全勝優勝を飾った。特に目を引

いたのは、兵庫教育大学が大阪成蹊女子短期大学相手に１勝１敗の戦績で、１敗も延長10
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回タイブレークでの負けであった。今後の活躍に期待ができる。２部は、各チーム相手に

２試合ずつ６試合実施したが、対戦相手が少ないため面白さに欠けるとの声も聞かれ、今

後のリーグ再編成に期待が寄せられる。

３部は投手力・攻撃力とも頭ひとつ抜け出している四天王寺国際仏教大学が有利にゲー

ムを進め、優勝を飾った。２・３・４位は、得失点差で大阪府立大学、神戸大学、奈良教

育大学、５位には京都女子大学であった。３部は、近年廃部する大学も増え登録大学が減

少しています。このような現状の中、部員確保はどの大学でも難しいですが、これまでの

先輩達の思いをできるだけ引き継いで欲しいと思います。

（文責：久保田豊司 大阪国際女子大学）

平成12年度第32回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）結果

主催：関西学生ソフトボール連盟男子事務局

後援：大阪ソフトボール協会、ラジオ大阪

協賛：（株）MIZUNO、（株）ツヅキ

期日：平成12年10月１，８，15，22，29，11月12，19日

会場：万博公園スポーツ広場

１部リーグ 龍 谷 大経法 立命館 京 産 関 西 神 院 勝 敗 分 順位

● ○ ○ ○ ●
龍 谷 ３ ２ ０ ２位

１－８ ４－２ ２－１ ４－２ ０－４

○ △ ● ○ ○
大 阪 経 法 ３ １ １ 優勝

８－１ ０－０ １－５ ７－０ ４－３

● △ ○ ○ ●
立 命 館 ２ ２ １ ４位

２－４ ０－０ ７－０ ５－１ １－５

● ○ ● ○ △
京 都 産 業 ２ ２ １ ５位

１－２ ５－１ ０－７ ３－１ ０－０

● ● ● ● ○
関 西 １ ４ ０ ６位

２－４ ０－７ １－５ １－３ ２－１

○ ● ○ △ ●
神 戸 学 院 ２ ２ １ ３位

４－０ ３－４ ５－１ ０－０ １－２

３位，４位，５位は該当チーム間勝ち点規定による

５位の京都産業大学は入れ替え戦へ，６位の関西大学は自動的に２部へ降格

２ 部 Ａ 姫 獨 兵 教 四 仏 京 園 甲 南 勝 敗 分 勝点 順位

● ● ○ ○
姫 路 獨 協 ２ ２ ０ ６ ３位

３－５ ４－10 10－０ 11－３
○ ● ○ ○

兵 庫 教 育 ３ １ ０ ９ ２位
５－３ ３－４ ５－０ 12－１
○ ○ ○ ○

四 国 仏 ４ ０ ０ 12 １位
10－４ ４－３ 13－０ 10－０
● ● ● ○

京都学園 １ ３ ０ ３ ４位
０－10 ０－５ ３－13 15－４
● ● ● ●

甲 南 ０ ４ ０ ０ ５位
３－13 １－12 ０－10 ４－15
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２ 部 Ｂ 関 学 大 府 京 都 奈良教 神 戸 勝 敗 分 勝点 順位

● ● ● ●
関 西 学 院 ０ ４ ０ ０ ５位

２－８ ０－８ ３－４ ０－４
○ ○ ○ ○

大 阪 府 立 ４ ０ ０ 12 １位
８－２ ４－１ ４－２ ９－１
○ ● ○ ○

京 都 ３ １ ０ ９ ２位
８－０ １－４ ６－１ ４－０
○ ● ● ○

奈 良 教 育 ２ ２ ０ ６ ３位
４－３ ２－４ １－６ ６－５
○ ● ● ●

神 戸 １ ３ ０ ３ ４位
４－０ １－９ ０－４ ５－６

２ 部 Ｃ 仏 教 大 体 和歌山 大 阪 勝 敗 分 勝点 順位

● ○ ●
仏 教 １ ２ ０ ３ ３位

５－８ ６－０ ０－５
○ ○ ○

大 阪 体 育 ３ ０ ０ ９ １位
８－５ 11－１ ３－２
● ● ●

和 歌 山 ０ ３ ０ ０ ５位
０－６ １－11 ２－12
○ ● ○

大 阪 ２ １ ０ ６ ２位
５－０ ２－３ 12－２

２ 部 Ｄ 桃 学 同志社 大 工 大 市 勝 敗 分 勝点 順位

△ ● ●
桃 山 学 院 ０ ２ ０ １ ４位

９－９ ０－10 ２－８
△ ○ ○

同 志 社 ２ ０ １ ７ １位
９－９ 10－３ ６－４
○ ● ●

大 阪 工 業 １ ２ ０ ３ ３位
10－０ ３－10 １－11
○ ● ○

大 阪 市 立 ２ １ ０ ６ ２位
８－２ ４－６ 11－１

２部ブロック決勝トーナメント

準決勝第１試合 四天王寺国際仏教大VS大阪府立大は、四天王寺国際仏教大が勝利

第２試合 大阪体育大VS同志社大は、大阪体育大が勝利

決勝 四天王寺国際仏教大VS大阪体育大は、四天王寺国際仏教大が勝利し１部昇格

入れ替え戦 京都産業大VS大阪体育大は、大阪体育大が棄権のため京都産業大が１部残留

【１部リーグ総評】

2000年度関西学生ソフトボール男子秋季リーグは、例年にない混戦を極めた。その中で、

インターハイ優勝投手の中村を軸とする大阪経済法科大学は、開幕ゲームで龍谷大学に快

勝し、その後も安定した強さを発揮し、１部昇格直後である今リーグで優勝を飾った。同

じく１部昇格組の龍谷大学は、初戦こそ敗れたものの、前評判の高かった立命館大学、京

都産業大学を下す快進撃で２位となった。春季リーグ２位の関西大学は、初戦の神戸学院

大学にサヨナラ勝ちをおさめ好スタートを切ったが、その勢いにのれずに８年ぶりの２部

降格となった。また、３位～５位（２勝２敗１分）は当該チーム間の勝ち点規定によって

決定するという珍しいパターンとなった。初戦サヨナラ負けでスタートした神戸学院は、

その後に竹下・吉田のバッテリーが攻守ともに活躍し、尾上投手が粘り強い投球を展開し

た立命館を抑え、３位に入った。春季リーグ優勝の京産大は、春同様のメンバーという万
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全の体制で臨んだリーグだったが、入れ替え戦にまわるという不本意な結果に終わってし

まった。（文責：事務次長 関西大学 高村慎一郎）

【２部リーグ及び１部・２部入れ替え戦総評】

現在２部リーグ制で行われている本リーグ戦も来年の春季リーグから３部制に移行する

ため、今回２部の各チームはブロック優勝そしてリーグ優勝を果たして１部リーグに昇格

することを目指すとともに、悪くとも２部リーグ残留のために３部リーグに転落しないよ

うな成績を収めることにも神経を使わねばならなかった。そのような２つの関心が錯綜す

る中で、Ａブロックでは優勝候補の四天王寺国際仏教大学が直接対決で粘る兵庫教育大学

を振り切り優勝を果たした。一方、Ｂブロックは走攻守にバランスのとれた大阪府立大学

が、Ｃブロックは１年生中心だが素質のある選手の目立つ大阪体育大学が、またＤブロッ

クは地力に勝る同志社大学が、それぞれブロック決勝にコマを進めた。ブロック決勝にお

いては、終始安定した力を見せつけた四天王寺国際仏教大学が14季ぶりに２部リーグ優勝

を果たし、１部昇格の切符を手にした。なお、準優勝した大阪体育大学と１部５位の京都

産業大学との間で行われる予定だった１部・２部入れ替え戦は、大阪体育大学が棄権した

ため、京都産業大学の不戦勝となった。

今回のリーグ戦では各チーム間の実力の差がはっきりと表われた試合が多かった。また、

１部リーグで通用するような絶対的なエースも現れてこなかった。各投手のこの冬の成長

に是非とも期待したい。また、残念ながら結果が振るわず（12年度の春季と秋季の結果で

判断される）、来季から３部リーグでのプレーを余儀なくされるチームにとっては、投手

力を中心とした守備力の向上が２部リーグ復帰への鍵となるように思われる。（文責：記

録次長 神戸大学 渡辺崇弘）

【リーグの再編成について】

関西リーグ男子はここ15年間ほど現在の２部リーグ制でリーグ戦を実施してきた。１部

は６チーム、そして残りのすべてのチームが２部として４ブロックに分けられ、ブロック

優勝の４チームが２部リーグ優勝をトーナメントで争うというスタイルである。この方法

によるメリットは、１回のリーグで１部をねらうことができるという点、さらに１部に近

いレベルのチームを各ブロックに配することで他チームの刺激やレベルアップにつながる

ことが挙げられる。ただ、ここ数年、チーム数の減少やチーム間の取り組みの格差が目立

つようになり、２部では大味な試合が多く見られるようになってきた。例えば、１部昇格

をねらうチームとそうでないチームの試合が大量得失点差で決まったり、昇格の見込みが

なくなったチームにとっては残りゲームが消化試合になってしまったりというようなこと

である。そこで、今年度当初の学生会議で、思い切って13年度から３部リーグ制にするこ

とが決議された。なお、本来は２部、３部ともリーグ戦形式で実施したかったが、グラン

ド確保の関係でそれぞれブロック制（４ないし５チームのブロックが２部、３部とも２つ）

にせざるをえなかった。リーグ戦形式でできるだけ多くの試合を各チームに保証するのが

ベストであるが、男子チームはグランドを提供できる大学がほとんどないため、今後の難

しい課題として残っている。ただ、少なくとも今回の決断（３部制）によってそれぞれの

チーム力に応じた試合が可能になってくるのではないかとは思っている。男子の大学ソフ

トボールを運営していく難しさ（課題）を主要学連役員の学生とともに実感しつつ、関係

各位に折衝を現在続けている。（文責：理事長 兵庫教育大学 森田啓之）
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平成12年度 第32回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）結果

会期：平成12年９月24日、10月１・22・29日、11月３・４・５日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・兵庫教育大学・大谷女子大学・

四天王寺国際仏教大学

主催：関西学生ソフトボール連盟

主管：関西学生ソフトボール女子事務局・兵庫県大学ソフトボール連盟

後援：兵庫県ソフトボール協会・大阪府ソフトボール協会

１部 武庫川 龍 谷 親 和 園 田 国 際 関外大 大体大 立 命 順位

● ○ ○ ○ ○ ○ ○
武庫川 優勝

０－２ ２－１ 11－０ １－０ ５－１ ４－０ １－０

○ ● ● ○ ● ○ ○
龍 谷 ５

２－０ １－２ ０－１ １－０ ０－１ ３－０ １－０

● ○ ● ○ ○ ○ ○
親 和 ３

１－２ ２－１ ０－３ ２－０ １－０ ９－０ ２－０

● ○ ○ ○ ○ ○ ●
園 田 ２

０－11 １－０ ３－０ １－０ ２－０ ５－０ ２－４

● ● ● ● ● ○ ○
国 際 ６

０－１ ０－１ ０－２ ０－１ ０－２ ３－１ ３－２

● ○ ● ● ○ ○ ○
関外大 ４

１－５ １－０ ０－１ ０－２ ２－０ ２－０ １－０

● ● ● ● ● ● ●
大体大 ８

０－４ ０－３ ０－９ ０－５ １－３ ０－２ ０－２

● ● ● ○ ● ● ○
立 命 ７

０－１ ０－１ ０－２ ４－２ ２－３ ０－１ ２－０

＊ ２・３位、４・５位、６・７位は当該成績により順位を決定しました。

【１部個人打撃成績】

氏 名 大 学 試合 打 数 安 打 打 点 打 率

１ 大西 真弓 園 田 ７ ２４ ９ ２ ０ ．３７５

２ 平川 香奈子 武庫川 ７ ２２ ８ ３ ０ ．３６４

３ 氏福 翠 武庫川 ６ １７ ６ ４ ０ ．３５３

４ 星野 恵 国 際 ７ ２０ ６ ０ ０ ．３００

５ 南 みどり 関外大 ７ ２１ ６ １ ０ ．２８６

６ 藤原 弘美 武庫川 ６ １８ ５ ２ ０ ．２７８

６ 前田 真美 親 和 ７ １８ ５ ４ ０ ．２７８

８ 小倉 琴子 親 和 ７ １９ ５ ０ ０ ．２６３

９ 宮林 里香 龍 谷 ７ ２３ ６ ０ ０ ．２６１

１０ 森 雅代 武庫川 ７ ２５ ６ １ ０ ．２４０

１０ 吉澤 純子 武庫川 ７ ２５ ６ ４ ０ ．２４０
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【１部個人投手成績】

氏 名 大 学 試合 投球回数 勝 負 打者数 自責点 防御率

１ 堀田 真美 親 和 ４ １８ ３ １ ６９ ０ ０．０００

１ 前原 千春 国 際 ５ ２５ ２ ２ ９７ ０ ０．０００

３ 山下 郁代 龍 谷 ７ ５４ ４ ３ １９９ １ ０．１３０

４ 敷地由美子 立命館 ４ ３６ １ ３ １３２ １ ０．１９４

５ 宮原 洋子 武庫川 ５ ２８ ３ ０ １０６ １ ０．２５０

【１部ベストナイン】

位 置 氏 名 大 学 防御率打率

投 手 堀田 真美 親 和 ０．２８８

捕 手 該当者なし

一塁手 藤原 弘美 武庫川 ０．２７８

二塁手 大西 真弓 園 田 ０．３７５

三塁手 平川香奈子 武庫川 ０．３６４

遊撃手 該当者なし

左翼手 該当者なし

中堅手 該当者なし

右翼手 氏福 翠 武庫川 ０．３５３

Ｄ．Ｈ 前田 真美 親 和 ０．２７８

【１部盗塁賞】 星野 恵（大阪国際女子大学）記録３

【１部ホームラン賞】 計盛 志津子（神戸親和女子大学）記録１

２ 部 大谷女子大学 大阪成蹊女短大 兵庫教育大学 佛教大学 順位

○ ○ ○ ○ ○ ○
大 谷 １

４－１ １－０ ７－０ ７－０ 13－０ ７－０

● ● ● ● ○ ○
成 蹊 ３

１－４ ０－１ ０－１ ２－５ 13－１ 10－０

● ● ○ ○ ○ ○
兵 教 ２

０－７ ０－７ １－０ ５－２ ９－１ ８－０

● ● ● ● ● ●
佛 教 ４

０－13 ０－７ １－13 ０－10 １－９ ０－８

＊１部・２部入れ替え戦はページシステムを採用

立命館大学３－２大谷女子大学（立命館大学は１部残留）

大阪体育大学８－２兵庫教育大学

大阪体育大学１－２大谷女子大学（大谷女子大学は１部昇格）

＊２部・３部入れ替え戦はページシステムを採用

大阪成蹊女子短期大学13－５天理大学（大阪成蹊女子短期大学は２部残留）

佛教大学９－２天理大学（佛教大学は２部残留） ＊京都女子大学は入れ替え戦棄権
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３ 部 四天王 大阪府 神 戸 京 女 天 理 勝 敗 分 点 順

● ○ ● ●
四天王寺 １ ３ ０ ２ ５

１－11 ９－７ ０－７ ０－４

○ ● ● ●
大阪府立 １ ３ ０ ２ ３

11－１ 12－14 ３－13 ５－６

● ○ ● ●
神 戸 １ ３ ０ ２ ４

７－９ 14－12 ２－９ ４－14

○ ○ ○ ●
京都女子 ３ １ ０ ６ ２

７－０ 13－３ ９－２ ０－10

○ ○ ○ ○
天 理 ４ ０ ０ ８ １

４－０ ６－５ 14－４ 10－０

＊ ３・４・５位は得失点差により順位を決定しました。

【リーグ戦総評】

１部リーグ戦の戦前の予想は、春季リーグを制した武庫川女子大学、全日本インカレ準

優勝の園田学園女子大学、同じく３位の神戸親和女子大学、そして、ここ２シーズンリー

グ戦で優勝、準優勝の実績を残している龍谷大学の４チームが有利にリーグを進めていく

ものと思われた。予想通り、投打に安定した力を発揮した武庫川女子大学が６勝１敗で優

勝（春・秋連覇）、準優勝は園田学園女子大学あった。園田学園については、リーグ初戦

の立命館大学戦の敗戦が痛かったように思われる。３位には神戸親和女子大学と実力通り

の結果であった。４位には投手力が優れていた関西外国語大学、５位に龍谷大学、６位に

大阪国際女子大学、７位に立命館大学であった。リーグ戦の試合より、下位のチームでも

投打がかみ合えば十分に上位へ進出できる実力があるものと思われる。８位には春の入れ

替え戦で勢いよく１部へ昇格した大阪体育大学であったが、思ってた以上に１部の壁は厚

かったようである。終わってみれば、リーグ戦28試合中９試合が延長戦であり、レベルの

均衡したリーグ戦であった。

最後に、関西リーグはここ２～３シーズン激しいリーグ戦を展開している。各チームと

もレベルが均衡しており、この傾向は今後も続くと予想される。勝敗の鍵を握るのは、つ

まらないミスを無くし普段の力をいかにして出すかであろう。全体のレベルアップを図る

ためにも、各チームより一層の努力を期待する。

２部リーグ戦は戦前の予想通り、大谷女子大学が圧勝で全勝優勝を飾った。特に目を引

いたのは、兵庫教育大学が大阪成蹊女子短期大学相手に連勝し堂々の準優勝、来シーズン

は、主戦投手も残り今後の活躍に期待ができる。また、大阪成蹊女子短期大学については、

伝統の力を出し復活を期待したい。

３部リーグ戦は、今秋よりリーグ加盟した天理大学が投手力・攻撃力とも安定した力を

発揮し優勝を飾った。２位には京都女子大学、３・４・５位は、得失点差で大阪府立大学、

神戸大学、四天王寺国際仏教大学であった。３部も年々レベルが高くなっており、部員確

保はどの大学でも難しいですが、この財産を引き継ぐべく頑張って欲しいと思います。

（文責：久保田豊司 大阪国際女子大学）

97

ウインドミル №４



中国地区

第35回全日本大学ソフトボール選手権大会

第32回西日本大学ソフトボール選手権大会

中 国 地 区 予 選 会

会 期：平成12年５月28日（日）

会 場：鳥取市千代川倉田スポーツ広場、千代水スポーツ広場、鳥取女子高校

主 催：中国地区大学ソフトボール連盟、中国ソフトボール協会

主 管：鳥取県ソフトボール連盟、鳥取市ソフトボール連盟

中国地区大学ソフトボール連盟

結 果：

【男子Ａゾーン】

広島 修道 大学 ４

広 島 大 学 ９ ２
８

岡 山 大 学 ５
広島経済大学

福山 平成 大学 ０
７

広島 経済 大学 ９ ９

山口大学工学部 ０

【男子Ｂゾーン】

東 亜 大 学 １

近畿大学工学部 ６ ６
10

鳥 取 大 学 １
近畿大学工学部

岡山 理科 大学 ９
４

岡山 商科 大学 ２ １

広島 工業 大学 ６

【男子５・６位決定戦】

広島 修道 大学 ０
山口大学工学部

山口大学工学部 ５

東 亜 大 学 ２
岡山理科大学

岡山 理科 大学 ３

【男子７位決定戦】

広島 修道 大学 ５
広島修道大学

東 亜 大 学 １

【出場権獲得チーム】

全日本大学選手権大会：広島経済大学・近畿大学工学部

西日本大学選手権大会：広島経済大学・近畿大学工学部

広島大学・広島工業大学

山口大学工学部・岡山理科大学

広島修道大学
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【女子】

鳥取女子短期大学 10
鳥取女子短期大学

岡 山 大 学
０

新 見 公 立 大 学 棄権

岡 山 理 科 大 学 １
８

広 島 大 学 ０ 岡山理科大学

川崎医療福祉大学 ０

【出場権獲得チーム】

全日本大学選手権大会：鳥取女子短期大学・岡山理科大学

西日本大学選手権大会：鳥取女子短期大学・岡山理科大学

岡山大学・川崎医療福祉大学

【総 評】

今年度の予選会は、初めて会場を広島市から鳥取市へ移し、男子12大学、女子６大学の合計18

大学の出場を得、５月27日、28日の日程で開催した。第一日目の27日を雨天による中止としたた

め、全試合を28日一日で行わなければならなくなり、出場チームには大変厳しい試合日程での大

会運営となった。

大会の成績は前述のとおりで､男子では広島経済大学、近畿大学工学部が、女子では岡山理科

大学、鳥取女子短期大学がそれぞれ全日本大学選手権への出場権を獲得し、西日本大学選手権へ

は男子の広島経済大学、近畿大学工学部、広島大学、広島工業大学、岡山理科大学、広島修道大

学､山口大学の７大学と、女子の岡山理科大学、鳥取女子短期大学、岡山大学、川崎医療福祉大

学の４大学が出場権を獲得した。

男子の部では、昨年度大学選手権大会に出場した２チームの連続出場が果たせ得ず、雪辱に燃

えた広島経済大学と近畿大学工学部が危なげない試合運びで出場権を手中に納めた。

女子の部では、参加申込締め切り後の棄権、そして大会二日目の棄権と過去最低数での大会と

なったが、それぞれ相手に得点を与えなかった２チームが大学選手権への出場権を得た。

西日本大学ソフトボール選手権の最後の出場権を争うこととなった広島修道大学と東亜大学の

試合は、18時45分に４回日没コールドゲームとなったが、両チームとも真摯的な試合運びで、最

後の席を争うに相応しい好ゲームであった。
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四国地区

平成12年度四国地区大学男子ソフトボール春季大会

会期： 平成12年５月４・５日

会場： 高知県春野運動公園

【予選リーグ】

Ａ Group 香 川 徳 島 松 山 高知短 勝 分 負 順位
○ ●

香 川 大 － １ ０ １ ２位
13－３ ０－６

● ●
徳 島 大 － ０ ０ ２ ４位

５－13 １－６
○ ○

松 山 大 － ２ ０ ０ １位
６－０ ６－０

○ ●
高知短大 － １ ０ １ ３位

６－１ ０－６

Ｂ Group 高 知 四 国 高松 勝 分 負 順位
○ ○

高 知 大 ２ ０ ０ １位
６－１ 13－０

● ○
四 国 大 １ ０ １ ２位

１－６ 18－９
● ●

高 松 大 ０ ０ ２ ３位
０－13 ９－18

Ｃ Group 愛 媛 四 学 高知工 勝 分 負 順位
○ ○

愛 媛 大 ２ ０ ０ １位
４－３ 10－４

● ○
四国学院 １ ０ １ ２位

３－４ ５－３
● ●

高知工科 ０ ０ ２ ３位
４－10 ３－５

【順位決定リーグ】

１～３位 松 山 高 知 愛 媛 勝 分 負 順位
○ ○

松 山 大 ２ ０ ０ 優勝
１－０ 10－０

● ○
高 知 大 １ ０ １ ２位

０－１ １－０
● ●

愛 媛 大 ０ ０ ２ ３位
０－10 ０－１

４～６位 四 国 香 川 四 学 勝 分 負 順位
○ ○

四 国 大 ２ ０ ０ ４位
３－２ 12－３

● ○
香 川 大 １ ０ １ ５位

２－３ ６－１
● ●

四国学院 ０ ０ ２ ６位
３－12 １－６

【講評】５月４・５日両日とも晴天に恵まれ、ソフトボール協会のご協力をいただき無事全試合

終了した。新入生が入って間もない時期での大会で、点差の開いた試合や投手陣の制球難による

長時間の試合もあったが、新たに高知工科大学と高知短大チームの加盟もあって、盛り上がった

大会になった。優勝した松山大学、準優勝の高知大学は安定した投手力と守備力で今後の活躍が

期待される。その他にも今後伸びてくると思われるチームも数チームあり、精進・飛躍を期待し
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たい。

７～10位 高知短 徳 島 高知工 高 松 勝 分 負 順位
○ ○

高知短大 － ２ ０ ０ ７位
13－３ 14－９

● ○
徳 島 大 － １ ０ １ ８位

１－５ ７－２
● ○

高知工科 － １ ０ １ ９位
２－７ ８－７

● ●
高 松 大 － ０ ０ ２ 10位

９－14 ７－８

第35回全日本大学ソフトボール選手権大会四国予選兼

第32回西日本大学ソフトボール選手権会四国予選

会期：平成12年５月20・21日

会場：香川県丸亀市河川敷運動公園

結果：

【男子】

四国学院大学 ５

徳 島 大 学 ２ ２
４

愛 媛 大 学 １ ２

香 川 大 学 １
12

高知工科大学 ０ 高知大学

高 松 大 学 ０
４

高 知 大 学 ６
６

松 山 大 学 ３
０

四 国 大 学 ０

【講評】 20・21日両日とも好転に恵まれて、随所に好プレーときびきびした試合が展開さ

れた。登録チーム数は男子が１チーム増しの10チーム、女子は昨年と同じ８チームであった

が、本大会には部員不足や故障者のため男子が１チーム、女子は５チーム出場辞退があった。

特に女子の部は部員不足が深刻で困難となるチームが続出するのではと案じている。

香川大学は１回表高知大学森近投手の立ち上がりを捉えて、１番斎藤が左中間二塁打で出塁し、

２番が送り３番内海の犠打で１点を先取。対する高知大学は３回裏一死後、１・２・３番の連打

で同点に追いつき、二死後５番松岡の３点本塁打で逆転する。４回にも安里のソロ本塁打、６回

は二死後３連打で追加点を奪う。香川大学は６回３番内海のセンターオーバーの本塁打で１点を

返したが、高知大学森近投手の力投の前に屈した。

【女子】

チーム 愛媛短 香 川 徳 島 勝 分 負 順
○ ○

愛媛女短 ２ ０ ０ 優
11－０ 22－０

● ○
香 川 大 １ ０ １ ２

０－11 ８－１
● ●

徳 島 大 ０ ０ ２ ３
０－22 １－８
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【講評】昨年同様、部員不足などで５チームが出場を辞退し、３チームによるリーグ戦とな

った。また、３チームの戦力差がはっきり現れて３試合ともコールドゲームの一方的な試合

となった。その中にあって、学校の全面的なバックアップで戦力を整えつつある愛媛女子短

大の活躍に期待したい。

平成１２年度四国地区大学男子ソフトボール秋季大会

会期：平成１２年10月14日（土）・15日（日）

会場：香川県丸亀市丸亀土器川河川敷グラウンド

【男子グループ予選結果】

Ａグループ

４ 高松大学 ０

５

高知大学 ７

３位高松大学 １位高知大学

愛媛大学 ６

１

３ 四国大学 ４

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 香 川 徳 島 高知短 Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ 松 山 四国学 高知工

○ ○ ○ ●
香川大学 松山大学

７－０ 12－３ 13－１ ７－８

● ○ ● ○
徳島大学 四国学院

０－７ 14－０ １－13 ４－２

● ● ○ ●
高知短大 高知工科

３－12 ０－14 ８－７ ０－14

【男子順位決定戦結果】

７～10位

９位 高松短大 ５

５

８位 高松大学 10

四国大学

９位 高知工科 ０

６

７位 四国大学 ７

４～６位 愛 媛 徳 島 四国学 順位

○ ●
愛媛大学 ５位

11－10 ３－５
● ●

徳島大学 ６位
10－11 １－８
○ ○

四国学院 ４位
５－３ ８－１
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１～３位 香 川 高 知 松 山 順位

○ ●
香川大学 ２位

４－２ ３－４

● ○
高知大学 優勝

２－４ ８－１

○ ●
松山大学 ３位

４－３ １－８

※順位は得失点差による。

【女子リーグ戦】

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 高 知 香 川 愛媛短 順位

● ●
高知大学 ３位

２－33 ０－26

○ ●
香川大学 ２位

33－２ １－７

○ ○
愛媛女短 2 優勝

6－０ ７－１

【講評】

男子の部は上位３チームの力はよく似ているが、僅かに高知大学が投打・守備のバラン

スがとれていた。特に高知大学森近投手の投打にわたる活躍が目についた。女子の部は愛

媛女子短大が選手の質・量ともに揃って他チームに圧勝した。 来年度以降の登録チーム

については、男子は余り心配はないと思うが、女子の部員数激減が目につき、チーム編成

ができない大学・短大が多くなるのではと心配である。
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【九州地区】
第20回九州地区大学男子・女子ソフトボール大会

（兼第35回全日本大学男子・女子ソフトボール選手権大会予選）

会期：平成12年５月13・14日

会場：知覧町・平和公園多目的球場他

主催：九州ソフトボール協会・九州地区大学ソフトボール連盟

主管：鹿児島県ソフトボール協会・南薩支部ソフトボール協会

後援：鹿児島県教育委員会・鹿児島県体育協会・知覧町教育委員会

知覧町体育協会・南日本新聞社

男子試合結果

福 岡 大 学 16

大 分 医 科 大 学 ７ 11
１ 福岡大学

産 業 医 科 大 学 １ １

琉 球 大 学 13
０

九 州 大 学 ６ 沖縄国際大学
１

第 一 経 済 大 学 ９

第 一 工 業 大 学 ０ ２
０

西日本工業大学 ７ ２

西 南 学 院 大 学 ０
３

沖 縄 国 際 大 学 13
熊本学園大学

熊 本 学 園 大 学 15

福 岡 工 業 大 学 17 ７
０

宮崎産業経営大学 ０

久留米工業大学 １ ４
５

日 本 文 理 大 学 ８ ０

九 州 東 海 大 学 14 ５

長 崎 県 立 大 学 １
７

九 州 共 立 大 学 ２
１

名 桜 大 学 ０
１ 九州共立大学

九 州 産 業 大 学 ９ ４

鹿児島国際大学 ２

【５位決定戦】

琉 球 大 学 ０
５

第 一 経 済 大 学 11
第一経済大学

九 州 東 海 大 学 １
１

鹿児島国際大学 ２
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【女子】

九 州 女 子 大 学 ０

７

名 桜 大 学 ０

１

福 岡 大 学 ７ 福岡大学

九 州 産 業 大 学 １

４

沖 縄 国 際 大 学 13

【３位決定戦】

名 桜 大 学 10

０

九 州 産 業 大 学 ３ 九州女子大学

九 州 女 子 大 学 ６

【講評】平成12年度九州地区大学ソフトボール大会は５月13・14日の両日、鹿児島県川辺

郡知覧町の知覧町平和公園多目的球場に於いて開催され、天候にも恵まれて熱戦が展開され

た。

21チームが参加した男子は、福岡大学、九州共立大学、熊本学園大学、沖縄国際大学がベ

スト４に進出し、決勝戦では、熊本学園大学が沖縄国際大学を５対１で破り、３年ぶり２回

目の優勝を飾った。また第５代表決定戦では、第一経済大学が昨年全日本選手権に出場した

鹿児島国際大学を敗り代表権を獲得した。

昨年より２校増え５チームが参加した女子は、決勝戦で福岡大学が沖縄国際大学を７対４

で破り、平成７年以来５年ぶりに全日本選手権大会の代表権を獲得した。また、九州地区常

任理事であり善き指導者であった原田和之先生を失った九州女子大学は、学生を中心に健闘

したが準決勝で福岡大学に０対１で惜敗し、４年連続優勝を逃した。

なお、最後になりましたが、九州地区の大学ソフトボールの発展に寄与され、志半ばで急

逝された原口先生の遺徳を偲び、ご冥福を申し上げます。合掌
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調査・研究委員会から 第４号の編集について

森 田 啓 之（兵庫教育大学）

まず、機関誌「ウインドミル第５号」にご投稿いただいた諸先生方、多忙な中をご執筆

いただき有り難うございます。指導者や役員の方だけでなく、学生プレイヤーの皆さんに

も是非読んでほしい内容ばかりです。

なかでも、学連の大先輩であり、競技者としてはもちろんのこと、現在は指導者として

も第一線で活躍されている三宅さんの文章には、胸にぐっとくるものがありました。私は

大学から競技としてのソフトボールに関わり、３年生の時に仲間と大阪に出かけて、全日

本総合選手権というものを初めて見ました。そこでの三宅さんの迫力満点のピッチングは

今も記憶に強く残っています。そのイメージがあって、今回の文章を読ませていただくと、

あの気迫溢れるボールやプレイスタイルはまさに三宅さんの熱い思いそのものなのだと強

く感じました。また、「ソフトボールを理解してもらおうとすれば、プレイ中はもちろん

のことグランド以外での振る舞いこそ尊敬を受けるものに！」という部分に、私は全く共

感します。「強ければよし」ではなく、「強いからこそ、より一層フェアでなければなら

ない」のです。この点はプレイヤー全体に関わることですが、特に最高学府の「教育機関」

である大学でソフトボールをすることの意味は、三宅さんがおっしゃるような「自律した

プレイヤー」に自分がどれくらい近づけたかという点にこそあると思います（指導者や役

員の側でしたら、そのようなプレイヤーに育てることができたのかということです）。た

だ、残念ながら昨今の大学ソフトボールの現状は、決して手放しで喜べないことも事実で

す（昨年のウインドミルへの寄稿にもありましたが）。その意味では、「大学ソフトボー

ルプレイヤーの『質』（技術はもちろんですが、社会的な行動の点を）をどのように高め

ていくか」が、これからの学連の課題になってくるのではないでしょうか。ただ、これは

指導者や役員がいくら頑張っても限界があります。一方で、学生は学生なりに考えもある

でしょう。したがって、三宅さんの言葉を借りれば、学生プレイヤーとわれわれ指導者や

役員が、「ソフトボールを“つくる”」という意識で一緒に取り組んでいく必要があると

思います。この点について、これから少しずつでもいい方向に向かうべく踏み出していけ

ればと考えていますので、是非ともご意見やご提言、方策などを多くの方からいただけま

すようお願い申し上げます。

原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も内容をいっそう充実、発展させていくために、どしどし原稿をお願いします。論説、提

言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様なものを期待しています。とともに、こんな研

究内容や企画をしてほしい！というようなものがあれば、併せて連絡を下さいますようお願いします。

特に学生の皆さんから。なお、毎年11月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ておりますので、下

記までご連絡を下さい。（研究調査委員会 小川幸三・森田啓之）

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７ E-mail:hmorita@life.hyogo-u.ac.jp
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投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボール連盟に登録された者（理事、監督、コ

ーチ、選手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認めた者については、この限りで

はない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践

研究、事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿は、原則として一編につき本誌４ペ

ージ以内（巻頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調査・研究委員会が必要と認

めた場合はこの限りではない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊のものであっても

よい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものは全て受理・採択する。なお、書式等に問題がある場合は、

調査・研究委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総説、論文などの別を指定して、調査・研究

委員会へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設けないが、毎年11月20日で区切る

ものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守されたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、ワードプロセッサで原稿を作成する場合

は、Ａ４版縦置き横書き、全角40字×20行（上下余白25mm、左右余白20mm以上）を基本と

する。できれば使用機種、ソフト名を記して、フロッピィ・ディスクとともに提出するこ

とが望ましい。

手書きの場合は、Ａ４版横書き4 0 0字詰め原稿用紙に清書し提出する。
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広報・記録委員会から ＨＰの開設について

広報・記録委員会では、インターネット上に全日本大学ソフトボール連盟の公式ホーム

ページを平成12年10月23日に開設し、随時更新しています。内容は以下に示すとおりです

ので、ぜひ覗いてみてください。学連へ直接問い合わせや質問もできます。

ＵＲＬは http://www.chujo-u.ac.jp/ajc-softball/ であり、検索エンジンがあればグ

ー（http://www.goo.ne.jp）やヤフー（http://www.yahoo.co.jp）で「全日本大学ソフト

ボール連盟」をキーワードに検索することができます。なお、中京女子大学のＨＰからも

直接アクセスすることができます。

今後は掲示板を設置するなど、学連全体の交流の場にしていきたいと思っていますので、

ぜひ建設的なご意見をお寄せください。
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常任理事会、東西対抗に代わる全国大会の新設を提案

11月19日（日）に学習院大学で開催された本年度の第２回の常任理事会において、「東

西対抗」後の新設大会についても審議されました。その概要は以下のとおりです。常任理

事会では、加盟大学の意向を聞いて平成13年３月の理事会・総合役員会において決定し、

平成14年度からの事業として開催を考えています。

新しい全国大会案の概要

１．名称

全日本大学ソフトボール選抜選手権大会または全日本大学地区対抗選手権大会

２．趣旨

全日本大学ソフトボール連盟の主催する東西対抗に代わり、同連盟の指定する９地区（北

海道・東北、関東、東京、北信越、東海、近畿、中国、四国、九州）内の大学間並びに地

域間との交流を促進するとともに、研修大会的な要素を付加することによって大学ソフト

ボールの競技力強化を図る。よって、本大会は各地域のトップレベルの選手がその技量を

競うとともに、研鑽に励み仲間と交流する場とする。

３．主催

全日本大学ソフトボール連盟

４．主管

東海地区大学ソフトボール連盟・愛知県ソフトボール協会・同協会西三河支部・安城市

ソフトボール協会

５．後援

日本ソフトボール協会・愛知県・愛知県教育委員会・愛知県体育協会・安城市・安城市

教育委員会・安城市体育協会・中日新聞社・東海テレビ（申請予定）

６．協賛

地元の全国規模の企業一社（冠大会にすることも検討する。）

７．大会運営

全日本大学ソフトボール連盟並びに東海地区大学ソフトボール連盟が主体的に責任を負

い、主管ソフトボール協会は会場と審判員の確保を中心とする。

８．大会会場

安城市総合運動公園内の６球場（ソフトボール専用２球場を含む）とし、監督主将会議

及び開会式は体育館において行う。

９．開催時期

第１回大会の開催を平成15年３月末を目途に準備を進め、当面５年間程度は会場・時期

とも固定する。

10．大会期間

監督主将会議及び開会式に午後半日、試合日２日間、予備日１日（いずれも平日）

（開催が決定されれば第１回大会は、開会式：平成15年３月26日(火)、試合：27日(水)・

28日(木)、予備日：29日(金)を予定する。）

11．出場資格
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全日本大学ソフトボール連盟及び日本ソフトボール協会に登録している短期大学を含む

大学（男女）のあらかじめ選手登録された選手20名（または25名）以内、監督１名、コー

チ２名、トレーナー１名、スコアラー１名（公認指導者を１名以上含むとともにスコアラ

ーは公式記録員の資格を有すること）で、各地区から選抜された者

12．出場チーム

男女各９地区から１チーム（選抜方法については地区に一任し、単独でも混成でも可と

する。）計18チームとし、チーム名は「○○選抜」または「○○大学」とする。（予算規

模と主管者の負担から、チーム数・日数ともこれが限度）

13．参加料

全日本大学ソフトボール連盟が負担し、各チームからは徴収しない。（交通費・滞在費

等はチーム負担）

14．競技方法

男女各９チームを３チームずつに分けて予選リーグを１日で実施し、翌日１位グループ

・２位グループ・３位グループによる順位決定リーグ戦を行う。（各チームとも１日２試

合、計４試合を実施する。）

第１日：男子予選リーグ３球場で各３試合、計９試合

女子予選リーグ３球場で各３試合、計９試合

第２日：男子順位決定リーグ戦３球場で各３試合、計９試合

女子順位決定リーグ戦３球場で各３試合、計９試合

15．使用球

公認革製３号球とし、主催者が提供する。

16．表彰

優勝のチームに対し、賞状とカップを授与し、２位・３位チームに賞状と盾を授与する。

また、最優秀選手と敢闘選手男女それぞれ各１名に賞状と盾を授与する。

平成12年度全日本大学ソフトボール連盟表彰

全日本大学ソフトボール連盟は、東京女子体育大学のアジア女子選手権大会における準

優勝を祝し、これを表彰しましたので、ここにその賞状の全文を紹介し、栄誉を讃えます。

また、全日本短期大学大会において、第３～５回の３連覇を成し遂げた大阪国際女子短期

大学に対しても第６回の開会式において連盟表彰を行いました。
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平成11・12・13年度

全日本大学ソフトボール連盟役員名簿

職 名 氏 名 （上）自宅住所 （下）勤務先 ＴＥＬ ＦＡＸ

〔自〕
会 長 大内 敬哉

〔勤〕 中京大学 0565-45-0971

〔自〕
副会長 一谷 宣宏

〔勤〕 園田学園女子大学理事長・学長 06-6427-7848

〔自〕
副会長 斎藤 滋雄

〔勤〕 学習院大学 03-3971-8989

〔自〕
顧 問 坂井 正郎

〔勤〕 国士舘大学名誉教授・評議員 03-5996-3611

〔自〕
顧 問 角田真一郎

〔勤〕

〔自〕
顧 問 水野 信義

〔勤〕

〔自〕
理事長 末井 健作

〔勤〕 姫路工業大学 0792-92-1515

副理事長 〔自〕
小川 幸三

常任理事 〔勤〕 日本体育大学 03-5706-0925

副理事長 〔自〕
水谷 博

常任理事 〔勤〕 中京女子大学 0562-46-1291

常任理事 大和田 寛
〔勤〕 仙台大学 0224-55-1121

〔自〕
常任理事 高橋 伸次

〔勤〕 高崎経済大学 027-344-7517

〔自〕
常任理事 黒田 重靖

〔勤〕 富山大学 076-445-6819

〔自〕
常任理事 森田 啓之

〔勤〕 兵庫教育大学 0795-44-2227

〔自〕
常任理事 久保田豊司

〔勤〕 大阪国際女子大学 06-6902-0791

〔自〕
常任理事 逢坂 秀樹

〔勤〕 鳥取女子短期大学 0858-26-1811

〔自〕
常任理事 川田 健司

〔勤〕

〔自〕
常任理事 中野 元

〔勤〕 熊本学園大学 096-364-5161

事務局長 〔自〕
中野 紀明

理 事 〔勤〕 国士舘大学 0427-36-2324
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職 名 氏 名 （上）自宅住所 （下）勤務先 ＴＥＬ ＦＡＸ

〔自〕
理 事 小嶋 高良

〔勤〕 八戸工業大学 0178-25-3111

〔自〕
理 事 飯島 隆

〔勤〕 盛岡大学 0196-88-5555

〔自〕
理 事 松永 尚久

〔勤〕 東海大学 0463-50-2220

〔自〕
理 事 武藤 幸政

〔勤〕 城西大学 0492-71-7971

〔自〕
理 事 岡田 万嗣

〔勤〕 山梨学院大学 055-224-1362

〔自〕
理 事 野口 周一

〔勤〕 新島学園女子短期大学 027-326-1155

〔自〕
理 事 青木 真

〔勤〕 上越教育大学 0255-22-2411

〔自〕
理 事 吉野みね子

〔勤〕 東京女子体育大学 0425-72-4131

〔自〕
理 事 笠原 敏裕

〔勤〕 学習院大学 03-3971-8989

〔自〕
理 事 矢澤 久史

〔勤〕 東海女子大学 0583-89-2200

〔自〕
理 事 山本 英弘

〔勤〕 朝日大学 058-326-6131

〔自〕
理 事 青井 誠

〔勤〕 名古屋明徳短期大学 052-601-6000

〔自〕
理 事 宇田 雅宏

〔勤〕 中京大学 0565-45-0971

〔自〕
理 事 児玉 公正

〔勤〕 大谷女子大学 0721-24-0381

〔自〕
理 事 中村 哲士

〔勤〕 武庫川女子大学 0798-47-1212

〔自〕
理 事 萩尾 健甫

〔勤〕 広島修道大学 082-848-2121

〔自〕
理 事 小林 宏行

〔勤〕 岡山理科大学 086-252-3161

〔自〕
理 事 中里 眞

〔勤〕 九州産業大学 092-608-5050

〔自〕
理 事 吉末 和也

〔勤〕 園田学園女子大学 06-6427-8006
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職 名 氏 名 （上）自宅住所 （下）勤務先 ＴＥＬ

〔自〕
理 事 藤本 賢一

〔勤〕 四国大学 0886-65-1300

〔自〕
評議員 吉武 敦麿

〔勤〕 芝浦工業大学 048-687-5041

〔自〕
評議員 鈴木 昭寿

〔勤〕 東海大学 0463-58-1211

〔自〕
評議員 丸山 克俊

〔勤〕 東京理科大学 0471-24-4310

〔自〕
評議員 友坂 敏信

〔勤〕 富山大学

〔自〕
評議員 後田 忠勝

〔勤〕 名古屋明徳短期大学 052-601-6000

〔自〕
評議員 佐多 直温

〔勤〕 愛知大学 0532-47-4118

〔自〕
評議員 秦 真人

〔勤〕 愛知学泉大学 0564-34-1212

〔自〕
評議員 廣田 真史

〔勤〕 名古屋大学 052-781-5111

〔自〕
評議員 但尾 哲哉

〔勤〕 神戸親和女子大学 078-591-3649

〔自〕
評議員 真来 省二

〔勤〕 大阪府立大学 0722-52-1161

〔自〕
評議員 土倉 莞爾

〔勤〕 関西大学 06-6368-1121

〔自〕
評議員 松村 新也

〔勤〕 大阪体育大学 0724-53-8846

〔自〕
評議員 長澤 幸一

〔勤〕 東亜大学 0832-56-1111

〔自〕
評議員 山本 孔一

〔勤〕 愛媛女子短期大学 0895-22-7279

〔自〕
評議員 荒牧昭二郎

〔勤〕 九州東海大学 096-382-1141

〔自〕
評議員 新垣 實

〔勤〕 沖縄国際大学 098-892-1111

〔自〕
評議員 吉村 清

〔勤〕 琉球大学 098-895-2221

〔自〕
評議員 上江州 剛

〔勤〕 名桜大学 0980-54-2111
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職 名 氏 名 （上）自宅住所 （下）勤務先 ＴＥＬ ＦＡＸ

〔自〕
監 事 藤井 立三

〔勤〕 明星大学

〔自〕
監 事 平野 義明

〔勤〕 大阪工業大学 06-6954-4274

〒670-0092 姫路市新在家本町1-1-12 姫路工業大学 環境人間学部
事務局 0792-92-1515 0792-93-5710

E-mail：suei@hept.himeji-tech.ac.jp

平成12年度全日本大学ソフトボール連盟学生委員名簿

地 区 氏 名 （上）連絡先 （下）所属大学 ＴＥＬ ＦＡＸ

委員長
井口 雄太

東 京 東京大学 03-3467-1171

副委員長
長岡 樹里

東 京 国士舘大学 048-687-5041

副委員長
高橋長太郎

近 畿 関西大学

東 京 大竹 良光
東京経済大学大学

東 京 国広 玲子
桜美林大学

東 京 定方 美和
明治大学

北信越 山下恵梨子
富山大学 0764-41-1271

東 海 桑原 秀平
静岡大学

東 海 松原 幸平
愛知教育大学

東 海 田野岡泰子
名古屋大学 052-781-5111

東 海 松島充代子
名古屋大学 052-781-5111

近 畿 松浦香菜美
園田学園女子大学 06-6429-1201
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平成12年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ８ 八戸工業大学 仙台大学 盛岡大学 福島大学 東北大学 宮城教育大学

日本大学工学部 弘前大学

関 東 20 都留文科大学 山梨学院大学 茨城大学 高崎経済大学 日本大学生物資源科学

部 群馬大学 芝浦工業大学 城西大学 獨協大学 千葉大学 東京理科大学

埼玉大学 東海大学 国際武道大学 筑波大学 明海大学 関東学園大学

東京国際大学 文教大学 中央学院大学

北 信 越 ７ 長野大学 信州大学 富山大学 福井大学 富山国際大学 金沢大学

福井県立大学

東 京 24 日本体育大学 国士舘大学 早稲田大学 学習院大学 東京学芸大学 中央大学

東京大学 明治大学 東洋大学 慶應義塾大学 専修大学 日本歯科大学

東京経済大学 帝京大学 桜美林大学 日本大学 成蹊大学 杏林大学

武蔵工業大学 一橋大学 国際基督教大学 明星大学 東京農業大学

文教大学情報国際学部

東 海 14 中京大学 名古屋大学 愛知大学 愛知学院大学 南山大学 愛知教育大学

常葉学園大学 名城大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

岐阜経済大学 朝日大学 日本福祉大学 愛知みずほ大学

近 畿 24 京都産業大学 同志社大学 京都大学 関西大学 立命館大学 奈良教育大学

龍谷大学 大阪大学 仏教大学 大阪市立大学 桃山学院大学 神戸大学

関西学院大学 四天王寺国際仏教大学 大阪工業大学

大阪府立大学 和歌山大学 神戸学院大学 大阪経済法科大学

姫路工業大学 兵庫教育大学 姫路獨協大学 近畿大学和歌山 大阪体育大学

中 国 13 広島修道大学 広島経済大学 広島大学 岡山大学 岡山理科大学 東亜大学

広島工業大学 岡山商科大学 近畿大学工学部 広島県立大学 鳥取大学

福山平成大学 山口大学工学部

四 国 10 四国学院大学 香川大学 徳島大学 愛媛大学 松山大学 高知大学 四国大学

高松大学 高知工科大学 高知短期大学

九 州 21 福岡大学 九州産業大学 九州大学 西南学院大学 産業医科大学

第一経済大学 九州東海大学 熊本学園大学 琉球大学 沖縄国際大学

日本文理大学 福岡工業大学 第一工業大学 大分医科大学 西日本工業大学

鹿児島国際大学 宮崎産業経営大学 九州共立大学 長崎県立大学

久留米工業大学 名桜大学
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地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ５ 仙台大学 宮城教育大学 北海道浅井学園大学短期大学部 盛岡大学短期大学部

弘前大学

関 東 11 都留文科大学 文教大学 相模女子大学 東海大学 千葉大学 筑波大学

日本大学生物資源科学部 新島学園女子短期大学 順天堂大学 淑徳大学

千葉経済大学短期大学部

北 信 越 5 長野大学 信州大学 富山大学 金沢大学 上越教育大学

東 京 14 日本体育大学 東京女子体育大学 日本女子体育大学 東京学芸大学 中央大学

学習院大学 国士舘大学 早稲田大学 桜美林大学 専修大学 日本大学

創価大学 明星大学 明治大学

東 海 12 中京大学 中京女子大学 静岡大学 常葉学園大学 岐阜聖徳学園大学

南山大学 名古屋大学 愛知教育大学 愛知学泉大学 東海女子大学

桜花学園大学 名古屋明徳短期大学

近 畿 18 園田学園女子大学 武庫川女子大学 立命館大学 大阪体育大学 神戸大学

龍谷大学 大阪国際女子大学 大谷女子大学 仏教大学 兵庫教育大学

大阪成蹊女子短期大学 神戸親和女子大学 奈良教育大学 京都女子大学

関西外国語大学 大阪府立大学 四天王寺国際仏教大学 天理大学

中 国 ７ 広島大学 岡山大学 岡山理科大学 鳥取女子短期大学 中国短期大学

川崎医療福祉大学 新見公立短期大学

四 国 ８ 四国学院大学 香川大学 徳島大学 松山東雲女子短期大学 高知大学

四国大学 徳島文理大学 愛媛女子短期大学

九 州 ５ 福岡大学 九州女子大学 沖縄国際大学 九州産業大学 名桜大学

男 子 141大学

女 子 85大学

合 計 226大学 平成12年7月13日現在
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編 集 後 記

ウインドミル第４号を発刊することができました。第３号までは誌面の不統一さが

目に付いたことから、今回は極力統一性を持たせるように努力したつもりです。

ところで、師走の今、今年を振り返ると、何と言ってもシドニーオリンピックの銀

メダルが最初に脳裏に描き出されます。しかし、男子の世界選手権初の準優勝をその

次に思い出す人は少ないのではないでしょう。残念でなりません。アテネオリンピッ

クの正式種目に女子ソフトボールは決定しましたが、男子は今回も入ることができま

せんでした。そうなることだけがメジャースポーツの証ではありませんが、男子のス

ピードとパワー、それがもたらす迫力は女子の比ではありません。プレイしても楽し

いが、見ていてももっとすごいという男子ソフトボールの魅力は今以上に評価されて

よいと思われます。シドニーでの女子の活躍を報道するテレビ番組の中で、女性のア

ナウンサーが、ソフトボールって男子もやっているんですかと発言し、それを出演者

の誰も即座に応えられなかったのを見て、落胆された方は私一人ではないでしょう。

広報の重要性と至らなさを痛感させられたときでもありました。その一助にでもなれ

ばと、宮平先生にはご無理をお願いして、一文寄稿していただきました。突然見ず知

らずの人間から電話で1000文字ぐらい世界選手権について書いてくれと言われ、先生

も驚かれたことと思います。でも、二つ返事で快諾していただきました。そんな思い

があったからだと思います。

先生の原稿をいただいて、古いソフトボールマガジンを調べたのですが、確かに世

界選手権の記事はありました。でも、見開き２ページとグラビア写真数枚だけです。

私は女子チームの監督を永くしていますので、これまで特に感じなかったのですが、

マガジンの記事もほとんどが女子チームに関するものだということを今回初めて知り

ました。そう言えば、ある知り合いのカメラマンに男子の写真を撮影してくれるよう

頼んだら、男子は野球でしょう！絵になりませんよ、という答でした。審判の方に聞

いても、男子の方がはるかにおもしろいと言われます。世間の誤解を解かねばなりま

せん。ソフトボールは、生涯スポーツとして老若男女を問わず楽しめるのはもちろん

ですが、男子の競技スポーツとしても十分堪能できる(される)素晴らしい種目です。

やや長い編集後記になってしまいましたが、広報記録委員会としては、このような

視点からの活動も強めていきたいと決意しました。それに関するご指導や情報提供を

お願いして、編集後記といたします。

広報記録委員会：水谷 博（中京女子大学）・山本英弘（朝日大学）

表紙写真：東西対抗での増淵まり子投手（東京女子体育大学）

撮 影：山本英弘（学連広報記録委員・朝日大学）
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